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安藤香織　春日宮曼荼羅の一遺例

図1　春日宮曼荼羅（徳川乙本）　全図



安藤香織　春日宮曼荼羅の一遺例

図2　徳川乙本　
　　　文殊菩薩部分

図3　徳川乙本　右から釈迦如来・薬師如来・地蔵菩薩・十一面観音部分

図4　徳川乙本　板倉部分

図5　徳川乙本　御供所等建築部分図6　徳川乙本　榎本滝（Ⅰ）部分



吉冨真知子　徳川美術館蔵青磁尊形瓶に関する一考察─尾張徳川家の蔵帳にみる名称─

図1　青磁中蕪形花生　徳川美術館蔵



吉冨真知子　徳川美術館蔵青磁尊形瓶に関する一考察─尾張徳川家の蔵帳にみる名称─

図2　青磁竹節文中蕪形花生　徳川美術館蔵



加藤祥平　新出の与謝蕪村筆「奥の細道図巻」模本について

図1　佐藤庄司が旧跡　徳川本

図2　佐藤庄司が旧跡　海杜本



加藤祥平　新出の与謝蕪村筆「奥の細道図巻」模本について

図3　等栽　徳川本

図4　等栽　海杜本



四辻秀紀　葉月物語絵巻の修理による新知見

図1　葉月物語絵巻　第三段 絵　修理前

図2　葉月物語絵巻　第三段 絵　修理後



四辻秀紀　葉月物語絵巻の修理による新知見

図3　葉月物語絵巻　第三段 詞書　修理前

図4　葉月物語絵巻　第三段 詞書　修理後



薄田大輔　狩野山雪筆「雲龍・雪梅・風竹図」

図1　狩野山雪筆「雲龍・雪梅・風竹図」修理後

図1-3　「雪梅図」落款部分

図1-2　「雲龍図」落款部分



薄田大輔　狩野山雪筆「雲龍・雪梅・風竹図」

図2　狩野山雪筆「雲龍・雪梅・風竹図」修理前

図3　収納箱　修理後
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は　

じ　

め　

に

春
日
曼
荼
羅
は
春
日
信
仰
に
基
づ
く
礼
拝
画
の
一
種
で
あ
る
。
文
献
史
料
に
よ
る

と
、
そ
の
成
立
は
十
二
世
紀
に
遡
り
、
春
日
神
を
氏
神
と
す
る
藤
原
氏
や
興
福
寺
僧
を

中
心
に
発
願
・
礼
拝
が
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
春
日
信
仰
の
拡
大
に
伴

い
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
は
貴
族
・
寺
僧
・
神
人
の
み
な
ら
ず
南
都
の
庶
民
層
に
ま
で

広
く
流
布
し
た
た
め
、
多
数
の
遺
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

春
日
曼
荼
羅
の
図
様
は
多
岐
に
わ
た
る
。
代
表
的
な
図
様
と
し
て
、
春
日
神
の
鎮
ま

る
奈
良
の
御
蓋
山
・
春
日
山
と
と
も
に
春
日
社
の
社
域
を
広
く
描
い
た
春
日
宮
曼
荼
羅

が
あ
り
、
他
に
、
藤
原
氏
の
氏
寺
で
あ
る
興
福
寺
を
春
日
社
と
併
せ
描
い
た
春
日
社
寺

曼
荼
羅
、
春
日
の
神
鹿
を
中
心
に
描
い
た
春
日
鹿
曼
荼
羅
、
春
日
社
の
本
地
仏
お
よ
び

垂
迹
神
を
描
い
た
春
日
本
迹
曼
荼
羅
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

徳
川
美
術
館
に
は
二
幅
の
春
日
宮
曼
荼
羅
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
幅
は
、
画
面
上

方
に
御
蓋
山
・
春
日
山
か
ら
春
日
社
の
社
頭
、
さ
ら
に
一
の
鳥
居
に
至
る
春
日
社
域
を

描
き
、
画
面
下
方
に
興
福
寺
南
円
堂
の
本
尊
で
あ
る
不
空
羂
索
観
音
を
配
す
る
図
様
で

あ
る
。
も
う
一
幅
は
、
画
面
上
方
の
春
日
山
か
ら
春
日
社
頭
を
経
て
画
面
下
方
の
一
の

鳥
居
ま
で
、
長
い
参
道
を
縦
軸
に
し
て
描
く
定
型
的
な
春
日
宮
曼
荼
羅
で
、
御
蓋
山
を

背
景
に
影
向
し
た
春
日
四
宮
と
若
宮
の
本
地
仏
が
表
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。
前
者
は
渡

辺
里
志
氏
に
よ
り
「
甲
本
」
と
呼
称
さ
れ
て
詳
細
が
論
じ
ら
れ
、
山
水
表
現
や
尊
像
の

（
1
）
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精
緻
な
表
現
か
ら
鎌
倉
時
代
後
半
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
に
入
っ
て
間
も
な
い

頃
の
成
立
と
結
論
付
け
ら
れ
た（
以
下
、本
稿
で
も
こ
れ
に
倣
い
「
徳
川
甲
本
」
と
称
す
る
）。

渡
辺
氏
は
論
中
で
「
乙
本
」
と
し
て
後
者
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
は
簡
単
な

図
様
の
紹
介
に
留
ま
り
、
表
現
の
類
型
化
・
形
式
化
を
指
摘
し
た
上
で
、
室
町
時
代
、

十
五
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
南
都
絵
所
に
よ
り
量
産
さ
れ
た
同
作
例
の
一
本
と
評
し
て
い

る（
以
下
、「
徳
川
乙
本
」
と
称
す
る
）。

春
日
宮
曼
荼
羅
を
含
む
春
日
曼
荼
羅
研
究
は
、
主
と
し
て
古
様
と
み
ら
れ
る
作
例
や

特
徴
あ
る
作
例
を
中
核
に
、
春
日
信
仰
に
関
わ
る
文
献
史
料
と
併
せ
て
、
図
様
の
展
開

や
思
想
的
背
景
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
春
日
曼
荼
羅
の
成
立
初
期
か
ら
発
展
期
に

あ
た
る
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
が
研
究
の
焦
点
と
な
る
中
で
、
室

町
時
代
以
降
に
多
数
製
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
定
型
図
様
の
春
日
宮
曼
荼
羅
が
、
個
々

の
作
品
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
、
定
型
化
は
図
像
の
流
布

や
神
仏
画
製
作
の
効
率
化
が
進
む
に
従
っ
て
起
こ
る
現
象
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
古
様
な

作
例
の
研
究
と
は
異
な
る
別
の
観
点
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
大
量
に
製
作
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
春
日
宮
曼
荼
羅
の
う
ち
、
現
在
ま
で
伝
存
し
た
作
例
に
は
作
品
受
容
の
観
点
に

お
い
て
も
意
味
が
見
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
に
示
し
た
徳
川
美

術
館
の
所
蔵
す
る
春
日
宮
曼
荼
羅
の
う
ち
、
後
者
の
徳
川
乙
本
を
取
り
上
げ
、
今
一
度
、

図
様
の
詳
細
や
伝
来
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

　
　
　

一　

品
質
・
形
状

ま
ず
は
改
め
て
徳
川
乙
本
の
形
態
か
ら
述
べ
る
。
本
図
は
絹
本
著
色
、
絵
絹
は
縦

九
二
・
〇
糎
、
横
四
〇
・
六
糎
で
あ
り
、
春
日
宮
曼
荼
羅
と
し
て
は
平
均
的
な
大
き
さ

で
あ
る
。
総
寸
は
縦
一
七
八
・
四
糎
、
横
五
七
・
二
糎
で
、
風
帯
・
中
廻
し
に
は
萌
黄

地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
上
下
廻
し
に
は
茶
地
二
重
蔓
牡
丹
文
金
襴
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
軸
首
は
真
鍮
製
無
文
寸
切
で
鍍
金
が
施
さ
れ
て
い
る
。

本
図
は
織
目
の
粗
い
絹
を
使
用
し
て
い
る
。
背
後
か
ら
の
透
過
光
は
全
体
に
均
一
で

あ
る
た
め
、
伝
来
途
次
の
修
復
等
に
よ
る
裏
彩
色
の
剥
離
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
顔
料

の
剥
落
が
あ
り
、
一
部
に
絵
絹
の
破
れ
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
図
様
の
判
別
が
難

し
い
箇
所
も
あ
る
が
、
下
描
き
の
様
子
が
わ
か
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
以
下
、
図
様

と
描
法
に
つ
い
て
、
画
面
の
観
察
を
も
と
に
記
述
し
て
い
く
。

　
　
　

二　

図
様
と
描
法

①
建
築
物

春
日
宮
曼
荼
羅
に
は
多
数
の
建
築
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
松
村
和
歌
子
氏
に
よ
っ
て

名
称
の
特
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
現
在
の
社
殿
は
も
と
よ
り
文
献
史
料
に
依
っ

て
特
定
を
進
め
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
っ
て
建
築
物
の
詳
細
を
述
べ
る（
挿
図

１
）。画

面
上
方
を
東
と
し
て
描
か
れ
た
本
図
に
お
い
て
、
向
か
っ
て
左
上
、
御
蓋
山
の
裾

野
に
大
き
く
描
か
れ
る
の
が
春
日
社
の
本
社
社
殿
で
あ
る（
挿
図
2
）。
本
社
内
院
に
は

四
宮
の
本
殿
が
東
西
に
並
び
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
御
廊
と
中
門
が
あ
る
。
内
院

に
は
各
所
に
末
社
が
あ
り
、
本
殿
の
南
東
に
手た

ぢ
か
ら
お

力
雄
社
、
本
殿
背
後
の
区
域
に
は
東
壁

際
に
八は

ち
ら
い雷
社（
八
龍
神
）が
あ
る
ほ
か
三
つ
の
末
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
本
殿
北
西

に
は
後
殿
が
あ
る
。
中
門
を
出
る
と
二
位
橋
と
稲
垣
が
あ
り
、
中
院
の
区
間
に
入
る
。

中
院
に
は
東
側
か
ら
神
宮
寺
と
青あ

お

榊さ
か
き・
辛か
ら

榊さ
か
き・
穴あ
な

栗ぐ
り

・
井い

栗ぐ
り

の
各
末
社
が
あ
り
、
東
西

に
長
い
幣へ

い

殿で
ん

と
そ
こ
か
ら
北
に
延
び
る
直な
お

会ら
い

殿で
ん

、
幣
殿
・
直
会
殿
の
接
続
部
分
の
近
く

に
岩
本
社（
住
吉
明
神
）が
描
か
れ
て
い
る
。
直
会
殿
の
北
隣
に
は
移う
つ
し
ど
の殿と
内
院
御
廊
に

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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挿図1　徳川乙本　主要建築物図（画面上方：東）
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四

挿図2　徳川乙本　本社社殿部分

挿図3　徳川乙本　若宮社部分
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五

接
続
す
る
捻ね
じ

廊ろ
う

が
あ
り
、
そ
の
脇
に
は
朱
塗
で
高
床
式
校
倉
の
宝
庫
と
、
風か
ぜ
の
み
や宮・
椿
つ
ば
き

本も
と

（
角つ
の

振ふ
り

明
神
）・
多た

賀が

の
各
末
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
院
の
周
囲
を
巡
る
廻
廊
に
は
南

門
の
ほ
か
、
西
側
に
も
南
よ
り
慶
賀
門
・
清
浄
門
・
内
侍
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

若
宮
社
は
画
面
右
側
に
配
さ
れ
て
お
り
、
瑞
垣
に
囲
ま
れ
た
内
院
に
若
宮
社
と
通つ

合ご
う

社
・
手
力
雄
社
が
描
か
れ
て
い
る（
挿
図
3
）。

次
に
、
本
社
及
び
若
宮
社
の
内
院
・
中
院
よ
り
外
部
、
外
院
と
呼
ば
れ
る
社
域
の
建

築
物
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
若
宮
の
周
辺
で
は
、
若
宮
内
院
に
接
し
て
拝

舎
・
拝
殿
が
あ
り
、
そ
の
北
側
に
三
輪（
一い
ち

童ど
う

社
）・
兵ひ
ょ
う
ず主
・
南
宮
、
南
側
に
広
瀬（
鬼

子
母
神
）・
葛
城（
懸か
け

橋は
し

明
神
）の
各
末
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
南
側
に
は
、
手
水

舎
を
挟
ん
で
瑞
垣
に
囲
わ
れ
た
三
十
八
所
社
と
そ
の
拝
殿
が
表
さ
れ
、
画
面
端
に
佐さ

良ら

気け

社
、
東
の
山
側
に
は
紀
伊
社
と
そ
の
拝
殿
が
描
か
れ
て
い
る
。

再
び
本
社
付
近
に
視
点
を
戻
す
と
、
本
社
の
北
側
に
は
朱
塗
・
高
床
式
の
板
倉
が

二
棟
あ
る（
挿
図
2
）。
ま
た
南
門
か
ら
参
道
を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
着
到
殿
、
そ

の
北
側
に
は
築
地
塀
と
一
体
と
な
っ
た
藤
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
官
行
事
屋
と

竃へ
っ
つ
い
ど
の
殿
・
大だ
い

膳ぜ
ん

職し
き

屋
・
神
祇
官
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
北
側
に
は
、
検け

非び

違い

使し

屋
・
酒さ
か

殿ど
の

・
御ご

供く

所し
ょ

等
、
社
務
関
係
の
建
築
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
着
到
殿
か
ら
参

道
を
西
へ
向
か
う
と
二
の
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
北
側
に
は
祓は

ら
え
ど戸
社
、
さ
ら
に
北
側
の

画
面
端
に
は
水
谷
社
と
拝
殿
、
そ
の
東
脇
に
船ふ

な

戸ど

社
が
表
さ
れ
て
い
る
。
二
の
鳥
居

の
西
側
に
は
車
舎
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
参
道
を
下
る
と
画
面
下
端
に
一
の
鳥
居
が
あ

る（
挿
図
4
）。
そ
の
北
側
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
東
御
塔
・
西
御
塔
で
あ
る
。
西
御
塔

は
楼
門
の
あ
る
廻
廊
に
囲
ま
れ
、
基
壇
と
五
重
塔
の
全
容
が
描
か
れ
る
が
、
東
御
塔

は
二
層
の
屋
根
よ
り
下
は
霞
に
隠
れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
道
に
は
橋
が
掛
け
ら
れ
て

お
り
、
東
西
御
塔
の
前
の
馬
出
橋
、
一
の
鳥
居
と
二
の
鳥
居
の
中
間
に
あ
る
馬
止
橋
、

二
の
鳥
居
手
前
に
あ
る
五
位
橋
、
着
到
殿
の
奥
に
あ
る
瀧
本
橋
、
本
社
か
ら
若
宮
へ

挿図4　徳川乙本　一の鳥居・東西御塔部分

向
か
う
参
道
の
分
岐
に
あ
る
布
生
橋
の
五
つ
が
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
建
築
物
の
彩
色
法
を
見
て
み
る
と
、
基
本
的
に
、
白
壁
に
柱
や
扉
を
朱
、
連

子
窓
を
緑
青
で
描
い
て
い
る
。
檜
皮
葺
の
屋
根
は
赤
褐
色
と
し
、
輪
郭
線
の
肥
痩
で
檜

皮
の
厚
み
を
表
現
し
た
う
え
で
、
棟
の
瓦
を
群
青
で
着
色
し
て
い
る
。
瓦
葺
の
東
西
御

塔
と
そ
の
回
廊
は
屋
根
を
群
青
で
彩
り
、
御
供
所
に
も
一
部
瓦
葺
を
示
す
と
見
ら
れ
る
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挿図5　春日宮曼荼羅　全図　湯木美術館蔵

挿図6　春日宮曼荼羅　板倉および御供所等建築
挿図6　部分　根津美術館蔵　重要美術品

挿図7　春日宮曼荼羅　板倉および御供所等建築
挿図7　部分　石山寺蔵

挿図8　春日宮曼荼羅　板倉および御供所等建築部分
挿図8　ＭＯＡ美術館蔵
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灰
色
の
賦
彩
が
確
認
で
き
る
。
本
社
本
殿
・
若
宮
社
の
千
木
や
、
本
社
・
摂
末
社
社
殿

の
垂
木
の
先
端
、
東
西
御
塔
の
水
煙
な
ど
、
実
際
に
金
属
製
の
装
飾
が
付
属
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
部
分
に
は
、
金
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
参
道
な
ど
の
一
部
に
も
金

泥
に
よ
る
賦
彩
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
、
参
道
か
ら
藤
鳥
居
ま
で
の
石
段
付

近
、
本
社
廻
廊
西
側
の
三
つ
の
門
の
付
近
、
本
社
中
院
の
椿
本
社
付
近
に
お
い
て
、
淡

い
着
彩
の
下
に
金
泥
の
粒
子
が
確
認
で
き
、
こ
の
他
の
部
分
は
剥
落
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。以

上
、
徳
川
乙
本
に
描
か
れ
た
建
築
物
を
確
認
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
春
日
宮
曼
荼

羅
の
唯
一
の
基
準
作
で
正
安
二
年（
一
三
〇
〇
）の
銘
記
が
あ
る
湯
木
美
術
館
本
と
比
較

し
て
み
た
い（
挿
図
5
）。
両
者
は
、
本
社
及
び
若
宮
社
の
内
院
・
中
院
を
は
じ
め
、
ほ

と
ん
ど
の
建
築
物
で
図
様
が
一
致
す
る
。
ま
た
、基
本
的
な
彩
色
法
も
似
通
っ
て
い
る
。

湯
木
美
術
館
本
は
定
型
の
春
日
宮
曼
荼
羅
を
代
表
す
る
作
例
で
あ
り
、
ま
ず
は
本
図
も

そ
の
一
例
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
本
図
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
変
化

が
み
ら
れ
る
。

１
、
外
院
・
本
社
社
殿
北
側
に
は
板
倉
一
棟
が
所
在
し
た
が
、
本
図
で
は
そ
の
東
側

に
Ｔ
字
型
の
平
面
を
持
つ
朱
塗
の
板
倉
が
一
棟
加
わ
っ
て
い
る（
図
4
）。

2
、
外
院
・
御
供
所
を
含
む
塀
に
囲
ま
れ
た
建
築
物
の
一
群
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

本
図
で
は
塀
の
形
状
が
変
化
す
る
と
と
も
に
、
内
部
の
建
築
物
も
構
造
が
変

わ
っ
て
い
る（
図
5
）。

こ
の
二
点
は
、
湯
木
美
術
館
本
だ
け
で
な
く
、
古
様
な
景
観
を
示
す
と
さ
れ
る
法

隆
寺
本
や
、
描
写
が
正
確
・
緻
密
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
奈
良
南
市
町
自
治
会
本
な
ど
、

十
三
世
紀
中
に
成
立
し
た
作
例
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、
十
四
～
十
五

世
紀
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
春
日
宮
曼
荼
羅
諸
本
に
お
い
て
は
、
１
は
比
較
的
多
く

の
作
品
に
確
認
で
き
、
2
は
例
え
ば
根
津
美
術
館
本（
鎌
倉
時
代 

十
四
世
紀
、
重
要
美
術

品
）・
石
山
寺
本（
鎌
倉
時
代 

十
四
世
紀
）・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
本（
南
北
朝
時
代 

十
四
世
紀
）な

ど
に
描
か
れ
て
い
る（
挿
図
6
～
8
）。
こ
れ
ら
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
適
切

だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
写
し
崩
れ
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
春
日
宮
曼
荼
羅

の
主
要
な
図
様
は
紙
形
に
よ
っ
て
描
き
継
が
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
前

提
と
す
る
な
ら
ば
両
者
と
も
写
し
崩
れ
と
言
う
に
は
変
化
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
同
様
の
作
例
が
群
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
写
し
崩
れ
よ
り
む
し
ろ
、

紙
形
そ
の
も
の
の
変
容
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
春
日
宮
曼
荼
羅
の
境
内
描
写
は
史
料
か
ら
知
り
う
る
境

内
景
観
の
変
化
に
か
な
り
の
程
度
合
致
し
て
い
る
と
い
う
、
松
村
氏
の
指
摘
で
あ
る
。

松
村
氏
は
主
に
定
型
化
以
前
の
作
例
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
本
図
は
こ
の
見
解
の
内

に
含
ま
れ
な
い
が
、
十
四
～
十
五
世
紀
に
至
っ
て
新
た
に
変
化
し
た
上
述
の
建
築
物
に

つ
い
て
も
、
あ
る
時
点
に
お
け
る
実
際
の
増
改
築
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
違

和
感
な
く
首
肯
で
き
る
。
増
改
築
の
時
期
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
一
定
の

年
代
観
の
指
標
と
な
り
う
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
記
憶
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
紙
形
の
変
化
の
意
味
を
も
う
少
し
考
え
た
い
。
本
社
・
若
宮
社
社
殿
や
塔

な
ど
主
要
建
築
物
は
、
現
実
の
建
築
物
が
失
わ
れ
た
場
合
に
も
、
時
代
を
超
え
て
諸
本

に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
類
型
的
な
描
写
か
ら
し
て
も
紙
形
の
使
用
に
よ
る
図
様
の
規

制
が
看
取
さ
れ
る
。
他
方
、
先
に
指
摘
し
た
建
築
モ
チ
ー
フ
の
変
化
と
特
定
の
時
代
に

お
け
る
共
通
性
は
、
時
代
に
よ
る
紙
形
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ

に
変
化
が
許
容
さ
れ
た
の
は
、
前
者
に
比
し
て
春
日
社
を
指
し
示
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て

の
重
要
性
が
低
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
逆
に
言
え
ば
、
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で
モ

チ
ー
フ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
春
日
社
の
景
観
に
近
づ
け
よ
う
と
し

て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
受
け
継
が
れ
た
紙
形
を
用
い
て
春
日
社
の
「
あ
る
べ
き

姿
」
を
描
き
な
が
ら
、
時
代
に
則
し
た
変
化
を
加
え
て
現
実
味
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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意
識
が
看
取
で
き
る
。

②
風
景

次
に
、
建
築
物
以
外
の
風
景
表
現
を
見
て
い
こ
う
。
本
図
の
画
面
上
方
に
は
御
蓋

山
を
中
心
に
、
背
後
に
春
日
山
、
画
面
左
端
に
若
草
山
の
裾
野
が
描
か
れ
て
い
る（
図

1
）。
御
蓋
山
は
、
半
円
状
に
重
ね
た
白
・
白
緑
・
赤
褐
色
の
地
に
墨
で
幹
枝
を
描
き
、

群
青
・
緑
青
・
白
・
赤
褐
色
の
点
描
を
有
機
的
に
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
種
の

木
々
が
生
い
茂
る
様
を
表
し
て
い
る（
挿
図
9
）。
春
日
山
は
左
右
対
称
の
山
形
で
、
山

の
端
に
は
金
泥
で
円
相
が
、
左
右
の
裾
野
に
は
涌
雲
が
描
か
れ
て
い
る
。
山
の
稜
線
は

暗
青
色
の
地
に
淡
い
緑
青
の
円
弧
で
表
さ
れ
、
そ
の
内
側
を
緑
青
の
円
弧
の
連
な
り
で

（
10
）

挿図9　徳川乙本　御蓋山・春日山部分

埋
め
て
ウ
ロ
コ
状
に
樹
林
を
描
い
た
上
で
、
稜
線
に
群
青
・
緑
青
・
赤
褐
色
の
樹
影
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
御
蓋
山
を
半
円
形
を
重
ね
た
木
々
で
明
る
く
色

と
り
ど
り
に
表
し
、
春
日
山
を
ウ
ロ
コ
状
に
暗
め
の
色
味
で
描
く
表
現
は
、
十
四
～

十
五
世
紀
の
春
日
曼
荼
羅
に
散
見
さ
れ
る
描
法
で
あ
り
、
そ
の
初
期
の
例
が
文
永
十
年

挿図10　春日若宮影向図　御蓋山・春日山部分　大東急記念文庫蔵

（
一
二
七
三
）の
銘
記
が
あ
る
「
春
日

若
宮
影
向
図
」（
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
見

返
絵
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）に
見
出

さ
れ
る（
挿
図
10
）。「
春
日
若
宮
影
向

図
」
の
描
写
と
比
較
す
る
と
、
本
図

の
描
写
は
よ
り
整
理
さ
れ
て
お
り
、

単
純
化
さ
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
「
春
日
若
宮
影
向
図
」
も

含
め
、
春
日
曼
荼
羅
の
多
く
で
は
、

春
日
山
は
向
か
っ
て
右
端
の
稜
線
に

特
徴
の
あ
る
形
態
で
描
か
れ
、
春
日

宮
曼
荼
羅
の
定
型
図
様
に
も
共
通
す

る
が
、
本
図
で
は
左
右
対
称
の
山
形

に
描
か
れ
る（
図
１
・
挿
図
5
・
10
）。

こ
れ
は
本
来
あ
る
べ
き
図
様
が
単
純

化
さ
れ
た
表
現
と
考
え
ら
れ
、
先
の

山
景
の
描
法
と
も
合
わ
せ
て
、
時
代

の
降
下
が
窺
わ
れ
る
。

御
蓋
山
の
裾
野
に
は
霞
が
か
か

り
、
そ
こ
か
ら
画
面
下
部
に
か
け
て

（
11
）
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は
本
社
・
若
宮
か
ら
一
の
鳥
居
ま
で
の
社
域
が
、
参
道
を
中
心
軸
に
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
霞
は
参
道
の
長
さ
を
強
調
す
る
よ
う
に
所
々
に
棚
引
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
群
青

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
白
線
を
添
え
て
い
る
。
ま
た
、
群
青
と
白
の
線
描
が
水
平
に
引

き
重
ね
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
霞
の
表
現
は
、「
一
遍
上
人
伝
絵
巻
」（
正
安

元
年
〈
一
二
九
九
〉、
京
都
・
歓
喜
光
寺
ほ
か
蔵
、
国
宝
）や
「
春
日
権
現
験
記
絵
巻
」（
延
慶

二
年
〈
一
三
〇
九
〉、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）な
ど
の
絵
巻
を
は
じ
め
、
縁
起
絵
や
社
寺

曼
荼
羅
な
ど
鎌
倉
時
代
以
降
の
絵
画
に
広
く
見
ら
れ
る
。

社
域
に
描
か
れ
た
風
景
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
行
徳
信
一
郎
氏
に
よ
っ
て
春
日
宮

曼
荼
羅
各
本
の
共
通
点
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
行
徳
氏
は
、
風
景
モ
チ
ー
フ
に
も
共
通

し
て
描
か
れ
る
素
材
が
あ
り
、
春
日
宮
曼
荼
羅
の
定
型
図
様
の
底
辺
に
あ
る
紙
形
の
イ

メ
ー
ジ
が
、
仏
教
絵
画
の
図
像
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
図
に
は
ど
の
程
度
の
モ
チ
ー
フ
の
継
承
が
見
ら
れ
る
の

か
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
同
氏
の
論
中
で
抽
出
さ
れ
て
い
る
風
景
モ
チ
ー

フ
と
、
比
較
対
象
と
さ
れ
た
二
十
七
点
の
作
例
の
う
ち
の
該
当
点
数
は
表
１
の
通
り

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
徳
川
乙
本
に
も
描
か
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
は
築
地
塀
沿
い
の
杉

（
Ａ
）・
影
向
杉（
Ｃ
）・
大
杉
カ（
Ｄ
）・
榎
本
滝（
Ｉ
）・
祓
戸
社
背
後
の
樹
木（
Ｍ
）・
神
垣

森（
Ｎ
）・
馬
出
・
馬
止
橋
間
の
杉
木
立（
Ｏ
）・
影
向
松（
Ｑ
）・
Ｑ
の
隣
の
松（
桜
）（
Ｒ
）・

群
生
す
る
松（
Ｓ
）で
あ
る（
図
6
・
挿
図
11
～
16
）。
い
ず
れ
の
モ
チ
ー
フ
も
行
徳
氏
の
論

中
で
比
較
対
象
に
挙
げ
ら
れ
た
作
例
の
多
く
に
描
か
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
本

図
に
お
い
て
も
主
要
な
図
様
の
踏
襲
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
本
図
に
お
け
る
各
モ
チ
ー

フ
の
描
か
れ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
簡
略
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
認
識
で
き
る
形
態
は
失
っ
て
い

な
い
。
例
え
ば
、
本
社
廻
廊
の
南
側
か
ら
流
れ
出
た
水
流
が
形
成
す
る
小
さ
な
人
口
の

滝
、
榎
本
滝（
Ｉ
）は
、
群
青
の
線
を
波
打
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
の
落
ち
る
様
を
表

現
し
、
そ
の
両
脇
に
岩
の
皴
を
描
い
て
い
る（
図
6
）。
他
の
作
例
で
も
明
確
に
描
か
れ

（
12
）

挿図11　徳川乙本　築地塀沿いの杉（Ａ）部分

る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
写
し
崩
れ
と
い
う
よ
り
は
、
小
さ
な
モ

チ
ー
フ
を
単
純
化
し
的
確
に
表
現
し
て
い
る
と
捉
え
た
い
。
一
方
、
画
面
下
方
の
Ｏ
～

Ｓ
の
各
モ
チ
ー
フ
は
近
景
と
し
て
比
較
的
大
き
く
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
影
向
松

（
Ｑ
）に
つ
い
て
は
丁
度
剥
落
の
激
し
い
位
置
に
当
た
る
。
そ
の
た
め
残
念
な
が
ら
全
容

は
把
握
で
き
な
い
も
の
の
、
樹
幹
を
墨
線
で
描
い
て
褐
色
に
塗
り
、
緑
青
で
葉
叢
を
表

し
た
後
、
そ
の
下
端
に
細
枝
を
墨
線
で
描
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
規
定
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
ほ
か
、
本
図
に
は
緑
の
野
に
杉
・
松
・
桜
を
は
じ

め
と
す
る
樹
木
が
配
さ
れ
て
お
り
、
剥
落
の
た
め
判
別
し
に
く
い
が
小
さ
な
鹿
も
数
頭

描
か
れ
て
い
る
。



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
〇

挿図12　徳川乙本　影向杉（Ｃ）・大杉カ（Ｄ）部分

挿図13　徳川乙本　祓戸社背後の樹木（Ｍ）部分

挿図14　徳川乙本　神垣森（Ｎ）部分

挿図15　徳川乙本　馬出・馬止橋間の杉木立（Ｏ）部分

C

D



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
一

③
本
地
仏

本
地
垂
迹
思
想
に
基
づ
き
、
春
日
諸
神
に
は
次
の
通
り
本
地
仏
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

一
宮　

武
甕
槌
命　
　
　

不
空
羂
索
観
音
ま
た
は
釈
迦
如
来

二
宮　

経
津
主
命　
　
　

薬
師
如
来

三
宮　

天
児
屋
根
命　
　

地
蔵
菩
薩

四
宮　

比
売
神　
　
　
　

十
一
面
観
音

若
宮　

天
押
雲
根
命　
　

文
殊
菩
薩

本
図
に
は
御
蓋
山
を
背
景
に
、
本
地
仏
が
描
か
れ
て
い
る（
図
2
・
3
）。
画
面
向
か
っ

て
左
手
に
は
、
社
殿
の
並
び
に
則
し
て
、
右
奥
か
ら
順
に
本
社
四
宮
の
本
地
仏
で
あ
る

釈
迦
如
来
・
薬
師
如
来
・
地
蔵
菩
薩
・
十
一
面
観
音
が
配
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
四
尊
と

向
か
い
合
う
よ
う
に
、
画
面
右
手
に
は
若
宮
の
本
地
仏
で
あ
る
文
殊
菩
薩
が
描
か
れ
て

い
る
。
一
宮
に
釈
迦
如
来
を
あ
て
る
こ
と
は
、
解
脱
上
人
貞
慶（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）

の
思
想
の
影
響
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
春
日
曼
荼
羅
の
多
く
に
共
通
す
る
。

各
尊
は
そ
れ
ぞ
れ
薄
く
白
を
刷
い
た
雲
上
に
表
さ
れ
て
い
る
。
本
社
四
宮
の
雲
の
尾
は

ま
と
ま
っ
て
本
殿
の
四
宮
の
あ
た
り
よ
り
、
若
宮
の
雲
の
尾
は
若
宮
社
の
内
よ
り
、
左

右
に
う
ね
り
な
が
ら
各
尊
ま
で
達
し
て
お
り
、
各
尊
が
ま
さ
に
今
、
社
殿
か
ら
影
向
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
地
仏
は
春
日
宮
曼
荼
羅
を
含
む
春
日
曼
荼
羅
の
諸
本
で
表
し
方
が
異
な
っ
て
お

り
、
大
き
く
は
正
面
向
き
の
坐
像
ま
た
は
立
像
と
し
て
描
か
れ
る
一
群
と
、
本
図
の
よ

う
に
左
右
へ
の
動
き
を
伴
う
立
像
と
し
て
描
か
れ
る
一
群
に
分
け
ら
れ
る
。
湯
木
美
術

館
本
に
代
表
さ
れ
る
正
面
向
き
の
形
式
は
、
円
相
中
に
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
動
的

な
要
素
も
少
な
い
た
め
、
春
日
本
地
仏
の
概
念
を
図
式
的
に
示
す
目
的
を
よ
り
強
く
感

じ
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
動
的
要
素
を
伴
う
本
図
の
よ
う
な
立
像
形
式
は
、
同
じ
概

念
を
物
語
的
あ
る
い
は
説
話
的
に
示
す
目
的
を
感
じ
さ
せ
る
。
立
像
形
式
は
、
本
図
と

ほ
ぼ
同
様
に
本
地
仏
を
配
す
る
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
「
春
日
社
寺
曼
荼
羅
」（
鎌
倉
～
室

町
時
代 

十
四
世
紀
）が
著
名
で
あ
る
が
、
他
に
も
種
々
の
図
様
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

先
の
よ
う
な
目
的
の
も
と
、
発
想
を
豊
か
に
し
て
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）
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春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
二

徳
川
乙
本
に
表
さ
れ
た
各
尊
に
つ
い
て
、
詳
細
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
一
宮
の

釈
迦
如
来
は
、
ほ
ぼ
正
面
向
き
の
姿
で
、
施
無
畏
・
与
願
印
を
表
し
て
い
る（
図
3
）。

頭
光
は
一
重
で
金
泥
線
に
よ
っ
て
描
き
、
頭
髪
は
群
青
で
彩
り
、
肉
髻
朱
を
表
し
、
髪

際
を
白
緑
で
縁
取
っ
て
い
る
。
肉
身
は
や
や
赤
み
の
あ
る
白
肉
色
で
彩
色
し
て
か
ら
朱

の
鉄
線
描
で
輪
郭
線
を
描
き
起
こ
し
、
眉
や
目
は
墨
線
で
描
き
、
唇
は
朱
で
彩
っ
て
い

る
。
服
制
は
標
準
的
で
、
裳
を
着
け
、
衲
衣
を
偏
袒
右
肩
に
ま
と
い
、
右
肩
に
掛
け
ら

れ
た
衲
衣
の
端
の
下
に
は
偏
衫
が
見
ら
れ
る
。
衲
衣
・
偏
衫
と
も
に
腹
前
や
袖
口
に
裏

面
の
色
が
見
え
る
が
、ほ
ぼ
誤
り
な
く
合
理
的
に
着
彩
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
衲
衣
・

裳
に
は
金
泥
で
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
蓮
華
座
は
、
蓮
肉
部
を
緑
青
で
彩
り
、
蓮
弁

の
輪
郭
を
金
泥
線
で
表
し
て
い
る
以
外
、
彩
色
の
詳
細
は
判
別
で
き
な
い
。

二
宮
の
薬
師
如
来
は
、
画
面
中
央
に
向
か
っ
て
斜
め
向
き
に
立
ち
、
右
手
は
胸
前
で

第
三
・
四
指
を
捻
じ
、
剥
落
に
よ
っ
て
判
然
と
し
な
い
が
左
手
に
は
白
青
色
の
薬
壺
を

載
せ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
基
本
的
な
描
法
や
着
衣
法
は
釈
迦
如
来
と
共
通
し
て
い

る
。三

宮
の
地
蔵
菩
薩
は
、
や
は
り
画
面
中
央
に
向
か
っ
て
斜
め
向
き
に
立
ち
、
右
手
に

錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
す
る
姿
で
描
か
れ
る
。
地
蔵
菩
薩
も
基
本
的
な
描
法
や
着
衣

法
は
上
述
の
二
尊
と
共
通
す
る
が
、
剃
髪
し
た
頭
部
を
白
群
で
彩
色
し
、
衣
の
文
様
以

外
に
錫
杖
お
よ
び
瓔
珞
・
臂
釧
・
腕
釧
な
ど
金
属
製
の
持
物
・
装
身
具
も
金
泥
線
で
描

い
て
い
る
。
蓮
華
座
は
蓮
肉
部
を
緑
青
と
し
、
蓮
弁
は
先
端
へ
向
か
っ
て
白
緑
か
ら
白

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。

四
宮
の
十
一
面
観
音
は
、
前
の
二
尊
と
同
様
に
画
面
中
央
に
向
か
っ
て
斜
め
向
き
に

立
ち
、
右
手
を
垂
下
し
、
左
手
に
は
蓮
華
を
持
す
る
姿
で
描
か
れ
る
。
十
一
面
観
音
は

頭
頂
に
仏
菩
薩
面
を
十
一
面
戴
く
の
が
通
常
で
あ
る
。
本
図
で
は
非
常
に
細
か
い
部
分

で
あ
る
も
の
の
、
各
面
の
頭
髪
を
群
青
、
肉
身
線
と
唇
を
朱
、
眉
と
目
は
墨
線
で
適
切

に
描
い
て
い
る
た
め
、
お
お
よ
そ
の
図
様
の
見
当
が
つ
く
。
ま
ず
金
泥
線
で
天
冠
台
を

表
し
た
上
で
、
中
央
に
阿
弥
陀
の
化
仏
を
示
す
と
見
ら
れ
る
尖
塔
形
の
光
背
を
配
し
、

そ
の
向
か
っ
て
右
側
に
二
面
、
左
側
に
三
面
の
仏
菩
薩
面
を
二
段
重
ね
て
描
き
、
さ
ら

に
そ
の
上
部
に
一
面
、
合
計
十
一
面
を
描
い
て
い
る
。
精
度
の
高
い
描
写
と
は
言
い
難

い
が
、
こ
の
細
か
い
部
分
に
十
一
面
を
描
き
き
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
む
し
ろ
本
図
の

製
作
者
の
技
量
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

十
一
面
観
音
も
頭
髪
や
肉
身
の
彩
色
法
は
釈
迦
如
来
と
同
一
で
あ
る
。
服
制
は
裳
に

腰
布（
上
裳
）を
着
け
、
条
帛
を
右
肩
か
ら
左
脇
に
垂
ら
し
、
両
肩
か
ら
天
衣
を
垂
ら
し

て
両
腕
に
掛
け
る
、
菩
薩
の
典
型
的
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
天
衣
は
長
く
後
方
へ
翻

り
、
天
冠
台
に
付
属
す
る
白
い
帯
も
同
様
に
棚
引
い
て
い
る
。
蓮
華
座
の
蓮
弁
部
分
は

剥
落
が
激
し
い
が
、
一
部
に
朱
の
具
が
観
察
で
き
る
た
め
、
朱
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
彩
色
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

最
後
に
、
若
宮
の
文
殊
菩
薩
は
五
髻
の
童
子
形
で
、
右
手
に
剣
を
持
す
る
姿
で
表
さ

れ
て
い
る（
図
2
）。
若
宮
の
本
地
仏
は
、
こ
の
よ
う
な
五
髻
文
殊
の
姿
で
描
か
れ
る
こ

と
が
多
い
。
頭
髪
や
肉
身
、
持
物
・
装
身
具
な
ど
の
彩
色
法
は
他
の
尊
像
と
一
致
し

て
い
る
。
ま
た
服
制
は
十
一
面
観
音
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
裳
・
腰
布（
上
裳
）・
条

帛
・
天
衣
を
纏
い
、
白
い
腰
帯
が
垂
下
す
る
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
蓮
華
座
の
蓮
弁

部
分
は
先
端
に
向
か
っ
て
白
か
ら
紫
へ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
判
別
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
地
蔵
菩
薩
お
よ
び
十
一
面
観
音
は
、
面
部
か
ら
胸
部
に
か
け
て
顔
料
の
剥

落
が
あ
り
、
下
描
き
の
状
態
が
観
察
で
き
る
。
い
ず
れ
も
描
き
起
こ
し
線
に
比
し
て
太

目
の
肥
痩
あ
る
墨
線
で
、
細
部
ま
で
下
描
き
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
描
き
起
こ
し
線
と

は
や
や
ず
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
仕
上
げ
の
段
階
で
図
様
に
若
干
の
修
正
が
加
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
三

以
上
、
建
築
物
・
風
景
・
本
地
仏
の
三
点
か
ら
本
図
の
図
様
と
描
法
を
述
べ
て
き

た
。
結
果
、
本
図
は
図
様
・
描
法
と
も
に
定
型
図
様
の
う
ち
十
四
～
十
五
世
紀
の
作
例

と
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
絵
絹
の
目
の
粗
さ
、
春
日
山
の
形
態
な
ど
か
ら
す
る
と
、

製
作
年
代
は
渡
辺
氏
の
提
示
し
た
通
り
、
室
町
時
代
も
十
五
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
。

春
日
宮
曼
荼
羅
の
製
作
の
大
部
分
は
南
都
・
興
福
寺
の
絵
所
が
担
っ
た
と
さ
れ
、
京

都
に
お
け
る
製
作
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
図
の
場
合
、
御
蓋
山
・
春
日
山

の
彩
色
法
に
は
興
福
寺
芝
座
の
絵
仏
師
と
見
ら
れ
る
観
舜
が
製
作
し
た
「
春
日
若
宮
影

向
図
」と
共
通
す
る
伝
統
的
な
描
法
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
全
体
的
に
筆
致
は
淀
み
な
く
、

よ
く
訓
練
さ
れ
て
慣
れ
て
お
り
、
特
に
本
地
仏
五
尊
は
わ
ず
か
六
セ
ン
チ
に
満
た
な
い

尊
像
を
、
緻
密
か
つ
軽
や
か
に
、
闊
達
な
筆
で
描
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
実

際
の
建
築
物
の
変
化
に
合
わ
せ
た
紙
形
に
よ
る
定
型
図
様
で
あ
る
こ
と
、
平
明
な
色
彩

で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
本
図
は
や
は
り
南
都
絵
所
の
絵
仏
師
に
よ
る
作
図
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　
　

三　

伝
来

①
「
仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届
」
お
よ
び
「
万
松
寺
御
預　

仏
像
類
目
録
」

徳
川
美
術
館
蔵
の
仏
画
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
山
本
泰
一
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
ま
ず
は
山
本
氏
の
論
文
に
従
っ
て
、
本
図
に
関
わ
る
記
録
を
確
認
し
、
大
ま
か

な
流
れ
を
捉
え
た
い
。

一
つ
目
の
古
記
録
は
、
明
治
七
年（
一
八
七
四
）の
「
寛
政
三
亥
年
御
預
ケ
相
成
候　

仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。以
下
、「
仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」

と
略
称
す
る
）で
あ
る
。
こ
れ
は
、
尾
張
徳
川
家
の
所
有
し
て
い
た
仏
像
・
仏
画
類
が
同

家
九
代
宗
睦（
一
七
三
二
～
九
九
）の
時
代
、
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）に
、
尾
張
藩
内
の
寺

院
へ
預
け
ら
れ
、
十
代
斉
朝（
一
七
九
三
～
一
八
五
〇
）の
時
代
、
文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）

十
一
月
に
再
び
同
家
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
預
け
先
と
な
っ

た
の
は
、
尾
張
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
建
中
寺
、
初
代
義
直
の
生
母
相
応
院
の
た
め

に
建
立
さ
れ
た
相
応
寺
、
二
代
光
友
の
生
母
歓
喜
院
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
大
森
寺
、

徳
川
家
康
四
男
松
平
忠
吉
の
母
宝
台
院
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
性
高
院
、
同
じ
く
家
康

八
男
仙
千
代
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
高
岳
院
の
五
ヶ
寺
で
、
い
ず
れ
も
藩
内
で
高
い
寺

格
を
誇
っ
た
浄
土
宗
寺
院
で
あ
る
。
本
記
録
で
は
、
尾
張
徳
川
家
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
対
し
、
五
ヶ
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
過
去
の
留
記
を
基
に
先
の
経
緯
を
回
答
し
、
そ
の
当
時

預
け
ら
れ
て
い
た
宝
物
類
に
つ
い
て
も
目
録
を
付
し
て
い
る
。
各
寺
院
の
目
録
は
山
本

氏
の
論
文
に
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
た
め
こ
こ
で
詳
細
は
省
く
が
、
こ
の
う
ち
建
中
寺
お

よ
び
相
応
寺
に
一
幅
ず
つ
「
春
日
曼
荼
羅
」
の
名
が
見
え
る（
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
注
、

以
下
同
）。

　
　
（
建
中
寺　

二
十
三
件
の
う
ち
十
四
件
目
）

一　

春
日
曼
荼
羅　
　
　
　
　
　
　
　

同

（
箱
入
　
壱
幅
）

　
　

　
　
（
相
応
寺　

九
件
の
う
ち
三
件
目
）

一　

春
日
曼
荼
羅　
　
　
　
　
　
　
　

箱
入　

壱
幅

山
本
氏
は
こ
の
二
件
に
つ
い
て
、
建
中
寺
の
画
像
を
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
徳
川
乙

本
、
相
応
寺
の
画
像
を
徳
川
甲
本
と
特
定
さ
れ
た
。
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
右
の
通
り
両
者
の
記
録
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
こ
の
情
報
の
み
に
よ
る
断
定
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。

文
化
十
四
年
の
引
き
上
げ
の
後
、
こ
れ
ら
の
宝
物
類
は
、
そ
れ
ま
で
名
古
屋
城
小
天

守
御
物
置
に
納
め
ら
れ
て
い
た
仏
像
・
仏
画
類
と
と
も
に
、
万
松
寺
宝
蔵
に
移
さ
れ

（
14
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春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
四

た
。
万
松
寺
は
建
中
寺
・
相
応
寺
に
次
ぐ
寺
格
の
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
宝
蔵
は
、

宝
物
類
引
き
上
げ
の
翌
年
、
文
政
元
年（
一
八
一
八
）に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
連

の
流
れ
に
つ
い
て
、
山
本
氏
は
『
金
城
温
古
録
』
の
一
節
か
ら
、
斉
朝
の
病
を
平
癒
し

た
僧
豪
潮
の
働
き
に
注
目
し
、
文
化
十
四
年
に
お
け
る
豪
潮
の
名
古
屋
招
聘
を
以
て
仏

像
・
仏
画
類
の
整
理
が
始
ま
っ
た
と
指
摘
し
、
宝
蔵
の
建
立
も
、
豪
潮
が
文
政
二
年
ま

で
万
松
寺
に
止
宿
し
た
故
に
万
松
寺
に
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
文
政
元
年
か
ら
遠
か

ら
ぬ
頃
に
宝
物
類
が
移
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
さ
て
、
万
松
寺
へ
納
め
ら
れ
た
際
の

状
況
は
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）改
訂
の
墨
書
が
あ
る
「
万
松
寺
御
預　

仏
像
類
目
録
」

（
徳
川
美
術
館
蔵
。
以
下
、「
万
松
寺
目
録（
ｂ
）」
と
称
す
る
）か
ら
窺
え
る
。
こ
の
目
録
は
木

像
之
部
・
菩
薩
之
部
・
明
王
之
部
・
天
部
・
掛
物
之
部
・
法
宝
之
部
に
分
類
さ
れ
て
お

り
、
掛
物
之
部
に
は
五
十
六
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
四
十
三
件
目
に
「
春

日
図
曼
荼
羅
」、
五
十
三
件
目
に
「
春
日
曼
荼
羅
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

掛
物
之
部

　
　
（
中
略
）

一　

春
日
図
曼
荼
羅

　
　
　
　
　

縹
装
上
下
茶
地
紗
金
住
吉
ノ
初
代
七
百
年

　
　
　
　
　

来
ノ
古
物
不
空
羂
索
二
月
堂
ノ
本
尊

　
　
（
中
略
）

一　

春
日
曼
荼
羅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　
　

大
縁
茶
金
襴
中
縁
萌
黄
金
襴
軸
真
鍮

付
記
の
情
報
に
よ
り
、
前
者
は
徳
川
甲
本
、
後
者
は
徳
川
乙
本
と
特
定
で
き
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
遡
っ
て
「
仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」
に
記
載
が
あ
る
「
春
日
曼

荼
羅
」
二
幅
も
、
徳
川
甲
本
・
乙
本
で
あ
っ
た
と
判
明
す
る
が
、
や
は
り
建
中
寺
と
相

応
寺
の
い
ず
れ
に
預
け
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
後
、
万
松
寺
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
仏
教
遺
品
は
明
治
八
年
に
名
古
屋
大
曽

根
の
徳
川
家
邸
内
に
移
さ
れ
、
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）以
降
は
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎

明
会
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
以
上
が
山
本
氏
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
本
図
に
関
わ
る
記

録
の
概
要
で
あ
る
。

②
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
」

こ
こ
で
、
新
た
に
判
明
し
た
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）明
和

五
年（
一
七
六
八
）六
月
二
日
お
よ
び
寛
政
三
年
三
月
二
十
六
日
の
各
条
を
提
示
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
寛
政
三
年
に
仏
像
・
仏
画
類
が
五
ヶ
寺
に
預
け
ら
れ
た
理
由
、

そ
し
て
そ
れ
よ
り
二
十
年
以
上
遡
る
明
和
五
年
、
そ
れ
ら
の
仏
像
・
仏
画
類
が
建
中
寺

へ
一
括
し
て
預
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
は
こ
の
一
連
の
経
緯
が
わ
か
る
寛
政

三
年
の
記
事
、
続
い
て
内
容
を
補
足
で
き
る
明
和
五
年
の
記
事
を
紹
介
す
る
。

　
　

三（寛
政
三
年
）

月
廿
六
日

　
　
　
　
（
中
略
）

一　

竹
中
彦
左
衛
門
方
ゟ
別
紙
書
付
三
通
被
相
渡

　
　

御
内
慮
伺
候
様
申
聞
有
之
候
付 

尾
州
同
役
ゟ

　
　

申
越
候
付
則
奉
伺
候
処
申
達
候
趣

　
　

思
召
不
被
為　

在
伺
之
通
被　

仰
出
候
与
之
御
事
ニ
付

　
　

其
段
有
便
尾
州
同
役
江
申
遣
候
別
紙
書
付

　
　

為
見
合
記
置
候

一　

明
和
五
子
三
月
朔
日
於

（
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春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
五

　
　

御
城
吉
田
主
水
于
時
御
庭
御
足
軽
頭

御
小
納
戸
頭
取　

林
又
左
衛
門
江
申
聞
候
者

　
　

是
迄
御
小
納
戸
向
ニ
有
之
候
御
仏
具
別
紙
目
録

　
　

之
品
向
後
建
中
寺
江
御
預
ケ
置
被
遊
度

　
　

思
召
ニ
候
指
（
マ
マ
）支

者
有
之
間
敷
哉
と
相
尋
候
付

　
　

差
支
之
儀
ハ
無
之
由
及
答
候 

左
候
ハ
ヽ
御
小
納
戸

　
　

小
山
藤
十
郎
取
扱
候
間　

御
留
守
江
相
成
藤
十
郎
江

　
　

引
合
宜
取
扱
候
様
致
度
旨 

主
水
申
聞
別
帳

　
　

相
渡
候
付
右
品
相
渡
り
候
節
者
品
々
之
巨
細

　
　

帳
面
ニ
委
相
認
建
中
寺
江
壱
帳
此
方
役
所

　
　
江
も
壱
帳
相
渡
り
候
様
藤
十
郎
江
宜
申
談

　
　

被
置
候
様
致
度
趣
主
水
江
申
伸
（
マ
マ
）置
候

一　

同
五
月
廿
六
日
小
山
藤
十
郎
ゟ
申
越
候
趣
如
左

　
　

当
春

　
　

御
発
駕
前
及
掛
合
申
候
仏
躰
并
仏
具
類

　
　

建
中
寺
江
御
渡
ニ
相
成
候
儀 

其
御
役
所
よ
り

　
　

建
中
寺
江
御
渡
さ
せ
被
遊
候
而
も 

又
は
役
所
ゟ

　
　

直
ニ
建
中
寺
江
御
渡
ニ
相
成
候
而
も
差
支
候
筋

　
　

無
御
座
候
旨
御
申
聞
被
成
候 

仍
而
江
戸
表
江
相
伺

　
　

候
処 

右
は
其
役
所
ゟ
建
中
寺
江
相
渡
さ
せ

　
　

候
之
様
ニ
与
之
御
事
之
旨
申
来
候
付 

右
品
々

　
　

入
記
相
添
下
役
指
添
御
役
所
江
相
廻
候
様

　
　

可
致
候
間 

宜
ク
取
扱
建
中
寺
江
御
引
合

　
　

相
済
候
様
致
度
存
候 

且
又
右
品
々
相
廻
候

　
　

日
限
之
儀
い
つ
比
相
廻
さ
せ
可
申
哉 

御
申
越

　
　

被
下
度
候 

以
上

　
　
　
　

五
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　

小
山
藤
十
郎

　
　
　
　

林
又
左
衛
門
様

一　

六
月
四
日
藤
十
郎
ゟ
添
手
紙
を
以
入
記
相
添

　
　

御
小
納
戸
詰
川
崎
伴
蔵
差
添
仏
躰

　
　

御
道
具
類
御
長
持
三
棹
ニ
入
役
所
江
為
持
差
越

　
　

候
付 

夫
々
入
記
ニ
品
々
引
合
さ
せ
請
取
之
則

　
　

即
日
建
中
寺
役
者
養
寿
院
并
塔
頭

　
　

甲
竜
院
呼
出
入
記
目
録
を
以
相
渡
さ
せ
候

一　

建
中
寺
初
願
書
写

　
　
　

覚
建
中
寺
江
先
年
従
御
役
所
御
預
相
成
申
候

別
記
仏
像
仏
画
類
之
儀 

右
御
寺
宝
蔵
江

入
置
年
々
御
役
所
御
立
合
ニ
而
虫
干
御
座
候

然
処
右
宝
蔵
江
入
置
殊
更
御
役
所
御
封
印
ニ

御
座
候
而
者 

朝
暮
香
華
供
養
等
行
届

不
申 

殊
ニ
何
れ
も
霊
像
又
者
古
徳
之
名
画

名
筆
之
御
懸
物
類
ニ
而
末
代
希
成
品
共
ニ

御
座
候
得
ハ 

誠
ニ
仏
祖
之
冥
慮
も
如
何

奉
恐
候 

就
中
宗
祖

円
光
大
師
直
筆
数
遍
名
号
之
儀
ハ

瑞
竜
院
様
格
別
御
崇
敬
被
為
遊

候
之
由
伝
承
仕 

当
御
宗
門
ニ
お
ゐ
て
ハ
至
而

希
有
之
宝
物
ニ
御
座
候
処 

猶
更
朝
暮
供
養
も



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
六

仕
度
奉
存
候
可
成
御
儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ 

右
仏
像

仏
画
類
御
役
所
ゟ
御
封
印
之
儀
ハ
相
離

已
来
御
寺
方
五
ヶ
寺
之
内
江
配
当
御
預
ニ
被

仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候 

左
候
ハ
ヽ
夫
々
御
預

申
上
置
朝
暮
香
華
供
養
等
も
仕
度 

且

前
願
円
光
大
師
数
遍
名
号
之
儀
ハ 

依

勅
命
為
天
下
安
全
祈
祷
被
相
認
候
之
趣

御
座
候
得
ハ 

年
々
正
月
十
五
日
其
外
ニ
も

追
々
建
中
寺
江
相
寄
右
名
号
を
本
尊
ニ

い
た
し
御
武
運
長
久
五
穀
豊
熟
万

民
安
穏
之
為
百
万
遍
念
仏
修
行
仕
度

奉
存
候 

旁
以
右
仏
像
仏
画
類
別
紙
書
分
ケ
候

書
面
之
通
何
卒
夫
々
御
寺
方
江
御
預
り
ニ

被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
偏
奉
願
候 

以
上

　

亥
三
月　
　
　
　
　
　
　
　

高
岳
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
応
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
中
寺

　
　
　
　
　

寺
社
御
奉
行
所

一　

仏
像
仏
画
類
目
録　
　
　
　
　
　

建
中
寺

　

一　

阿
弥
陀
如
来　
　
　
　
　
　
　

一
御
厨
子
入

躰

　
　
　
　

但
木
仏
立
像

　

一　

釈
迦
如
来　
　
　
　
　
　
　
　

一
御
厨
子
入
躰

　
　
　
　

但
焼
物

　
　
　
（
後
略
）

　　
　

六（明
和
五
年
）

月
二
日

　
　
　
（
中
略
）

一　

御
側
御
道
具
之
内
有
之
御
仏
躰
并
仏

　
　

具
類
建
中
寺
江
為
御
渡
被
遊
候
と
の
御
事
ニ
候

　
　

御
発
駕
前
寺
社
奉
行
林
又
左
衛
門
方
へ

　
　

掛
合
御
留
守
方
御
小
納
戸
小
山
藤
十
郎
方
へ

　
　

有
掛
合
之
趣
共
申
継
置
候
處 

引
渡
方
之
義

　
　

答
合
申
来
候
付
奉
伺
候
処 

寺
社
役
所
へ
相
廻
シ

　
　

有
役
所
ゟ
建
中
寺
被
為
引
渡
候
や
う
ニ
と

　
　

の
御
事
ニ
付 

先
便
藤
十
郎
方
へ
委
細

　
　

申
遣
候 

仍
而
寺
社
奉
行
又
左
衛
門
方
へ

　
　

左
之
通
相
廻
候
旨
令
着
便
藤
十
郎
方
ゟ

　
　

申
来
候

　
　
　

仏
具
御
長
持
入
記
控

　
　
　
　

壱
番

　

一　

仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
御
厨
子
入
躰

　
　
　
　

但
木
仏

　
　
　
　

御
厨
子
蠟
色
金
御
紋
付
か
な
物
金
め
つ
き
地
七
子

　
　
　
　

唐
草
毛
彫

　

一　

仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
御
厨
子
入

躰

　
　
　
　

但
焼
物

　
　
　
　

御
厨
子
黒
塗
内
金
か
な
物
め
つ
き
唐
草



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
七

　
　
　
（
後
略
）

以
上
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
明
和
五
年
の
三
月
一
日
、
御
庭
御
足
軽
頭
・
御
小
納

戸
頭
取
の
吉
田
主
水
か
ら
寺
社
奉
行
の
林
又
左
衛
門
へ
、
藩
主
宗
睦
の
意
向
に
よ
り
そ

れ
ま
で
御
小
納
戸
向（
御
側
御
道
具
）で
あ
っ
た
仏
像
・
仏
具
類
を
建
中
寺
に
預
け
置
き

た
い
旨
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
丁
度
、
宗
睦
が
参
勤
交
代
で
名
古
屋
を
発

つ
直
前
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
件
は
名
古
屋
の
留
守
方
と
な
る
御
小
納
戸
小
山
藤

十
郎
の
取
り
扱
い
と
な
り
、
又
左
衛
門
は
主
水
へ
、
預
け
る
品
々
の
詳
細
を
帳
面
に
記

し
、
建
中
寺
と
寺
社
奉
行
へ
提
出
す
る
べ
く
藤
十
郎
に
指
示
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

続
い
て
五
月
二
十
六
日
に
は
、
藤
十
郎
よ
り
又
左
衛
門
へ
、
仏
像
・
仏
具
類
は
寺
社
奉

行
か
ら
建
中
寺
へ
渡
す
よ
う
江
戸
表
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
た
め
、
品
々
に
入
記
と
下
役

を
添
え
て
寺
社
奉
行
へ
廻
す
こ
と
、
ま
た
そ
の
時
期
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
書
状

に
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
六
月
二
日
に
は
江
戸
御
小
納
戸
へ
藤
十
郎
か
ら
「
仏

具
御
長
持
入
記
控
」（
以
下
、「
入
記
控（
ｃ
）」
と
称
す
）が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
建
中
寺
へ

渡
す
品
々
の
詳
細
が
判
明
す
る（
表
2
参
照
）。
そ
し
て
同
月
四
日
に
は
、
長
持
三
棹
に

入
れ
ら
れ
た
仏
像
類
が
、
入
記
と
御
小
納
戸
詰
川
崎
伴
蔵
を
差
し
添
え
て
、
寺
社
奉
行

へ
も
た
ら
さ
れ
、
仏
像
類
と
入
記
と
を
突
き
合
わ
せ
て
寺
社
奉
行
が
受
け
取
っ
た
後
、

即
日
建
中
寺
へ
渡
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
二
十
三
年
後
の
寛
政
三
年
三
月
、
建
中
寺
は
以
上
の
経
緯
で
預
け
ら
れ
宝

蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
品
々
を
、
改
め
て
五
ヶ
寺
に
配
分
し
て
ほ
し
い
と
し
、「
仏
像

仏
画
類
目
録
」（
以
下
、「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
と
称
す
）を
添
え
て
寺
社
奉
行
へ
願
い

出
て
い
る（
表
3
参
照
） 

。
こ
の
願
い
に
よ
る
と
、
宝
蔵
に
保
管
さ
れ
た
品
々
は
寺
社
奉

行
が
封
印
し
て
お
り
、
毎
年
役
所
の
立
ち
合
い
の
も
と
虫
干
し
が
あ
る
も
の
の
、
日
々

の
供
養
は
で
き
ず
に
い
る
と
い
う
。
預
け
ら
れ
た
品
々
は
名
品
ば
か
り
だ
が
、
中
で
も

浄
土
宗
祖
の
円
光
大
師
法
然
直
筆
の
名
号
は
尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
も
崇
敬
し
て
い
た

品
で
あ
り
、
な
お
さ
ら
供
養
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
浄
土
宗
五
ヶ
寺
へ
配
分
し
て
預
け

て
も
ら
え
れ
ば
、
日
々
の
供
養
を
行
う
ほ
か
、
正
月
十
五
日
に
は
建
中
寺
に
て
先
の
名

号
を
本
尊
と
し
て
武
運
長
久
・
五
穀
豊
熟
・
万
民
安
穏
を
祈
念
し
百
万
遍
念
仏
も
し
た

い
と
訴
え
て
い
る
。
寛
政
三
年
の
記
事
冒
頭
に
よ
る
と
、
こ
の
願
い
は
尾
張
御
小
納

戸
を
経
由
し
、
江
戸
御
小
納
戸
か
ら
宗
睦
に
伺
い
を
立
て
許
可
を
得
た
旨
が
、
同
月

二
十
六
日
に
尾
張
御
小
納
戸
へ
知
ら
さ
れ
て
い
る
。「
仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」

に
収
録
さ
れ
た
大
森
寺
か
ら
の
返
答
に
「
寛
政
三
亥
年
建
中
寺
ニ
お
ゐ
て
御
預
り
申
上

候
」
と
あ
り
、
ま
た
性
高
院
か
ら
の
返
答
に
「
徳
川
家
よ
り
寛
政
三
年
亥
四
月
御
預
ケ

相
成
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
建
中
寺
に
て
五
ヶ
寺
へ

配
分
が
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
と
き
実
際
に
預
け
ら
れ
た
品
々
を
確
認
し
て
み
た
い
。
表
2
に
は

明
和
五
年
の
「
入
記
控（
ｃ
）」
に
挙
げ
ら
れ
た
品
々
を
ま
と
め
た
が
、
仏
像
や
仏
画
に

つ
い
て
は
主
題
に
触
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
全
て
の
作
品
は
特
定
で
き
な

い
。
記
載
さ
れ
た
品
は
、
仏
像
八
件
十
点
・
仏
画
二
十
二
件
二
十
二
点
・
そ
の
他
経
典

仏
具
類
十
件
の
合
計
四
十
件
で
あ
る
。

一
方
、
表
3
に
は
寛
政
三
年
の
「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
に
挙
げ
ら
れ
た
品
々

を
ま
と
め
た
が
、
こ
の
内
容
は
「
仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

り
、
一
部
「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
の
み
に
記
録
さ
れ
て
い
る
品
も
あ
る
。
記
載
さ

れ
た
品
は
、
仏
像
十
一
件
十
一
点
・
仏
画
二
十
一
件
二
十
一
点
・
そ
の
他
経
典
仏
具
類

九
件
の
合
計
四
十
一
件
で
あ
る
。「
入
記
控（
ｃ
）」
と
比
較
す
る
と
、
仏
像
と
仏
画
で

一
点
ず
つ
の
増
減
が
あ
り
、
あ
る
い
は
誤
記
か
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
経
典

仏
具
類
の
一
件
減
に
つ
い
て
は
、「
入
記
控（
ｃ
）」
に
記
さ
れ
た
「
仏
之
書
付
」（
表
2
・

整
理
番
号
39
）が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
が
原
因
で
あ
る
と
わ
か
る
。
従
っ
て
、
寛
政

（
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春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
八

三
年
に
建
中
寺
に
お
い
て
配
分
さ
れ
た
仏
像
・
仏
画
類
は
、
建
中
寺
の
願
い
に
あ
る
通

り
、
明
和
五
年
に
預
け
ら
れ
て
い
た
品
々
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
仏
画
に

関
し
て
言
え
ば
、
寛
政
三
年
の
「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
に
挙
げ
ら
れ
た
品
二
十
一

点
は
、
明
和
五
年
の
「
入
記
控（
ｃ
）」
に
記
載
さ
れ
た
品
二
十
二
点
に
す
べ
て
含
ま
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
扱
う
春
日
曼
荼
羅
に
つ
い
て
も
記
載
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
「
建
中

寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
は
「
仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ

り
、
徳
川
甲
本
・
乙
本
の
い
ず
れ
と
は
判
断
で
き
な
い
も
の
の
、
建
中
寺
お
よ
び
相
応

寺
に
一
点
ず
つ
「
春
日
曼
荼
羅
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
「
入
記
控（
ｃ
）」
に
も
春
日
曼
荼
羅
二
点
が
含
ま
れ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
実
際
、

「
入
記
控（
ｃ
）」
に
は
「
春
日
ま
ん
た
ら
」（
表
2
・
整
理
番
号
28
）が
確
認
で
き
、
注
記
に

あ
る
表
具
の
説
明
か
ら
し
て
、
徳
川
甲
本
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
こ
の
ほ
か
春
日
曼
荼

羅
を
明
確
に
指
し
示
す
項
目
は
な
い
が
、
表
2
・
整
理
番
号
6
の
仏
画
に
は
「
上
下
茶

地
金
入
中
風
帯
萌
黄
地
金
入
軸
め
つ
き
」
と
注
記
が
あ
り
、
徳
川
乙
本
と
共
通
す
る
た

め
こ
れ
と
比
定
で
き
る
。

現
段
階
で
は
「
入
記
控（
ｃ
）」
を
遡
る
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
徳
川
乙
本
が
明
和

五
年
の
時
点
で
尾
張
徳
川
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
春
日
信

仰
に
基
づ
く
遺
品
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
氏
に
よ
り
尾
張
徳
川
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た

藤
原
北
家
の
嫡
流
近
衛
家
か
ら
伝
来
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
明
和
五
年
以

前
に
近
衛
家
か
ら
室
や
養
女
に
迎
え
ら
れ
た
女
性
は
何
人
か
確
認
で
き
る
た
め
、
ど
の

人
物
の
関
連
す
る
品
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、「
入
記
控（
ｃ
）」

に
挙
げ
ら
れ
た
品
の
中
に
は
光
背
や
台
座
の
み
で
伝
わ
っ
て
い
る
仏
具（
表
2
・
整
理
番

号
35
お
よ
び
36
）が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
長
年
遺
品
と
し
て
保
管
さ
れ
て
き

た
品
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
は
文
政
元
年
か
ら
遠
か
ら
ぬ
頃
に
万
松
寺
宝
蔵
へ
移
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
が
、「
万
松
寺
目
録（
ｂ
）」
に
は
興
味
深
い
記
載
が
あ
る
。

　
　
　

法
宝
之
部

　
　
（
中
略
）

一　

無
量
寿
経　
　
　
　
　
　
　
　

上
下　

二
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箱
入

一　

円
光
大
師
略
伝　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
軸

　
　
　
　
　

前
分
春
日
曼
荼
羅
ト
三
品
一
筐
入

こ
れ
は
法
宝
之
部
二
十
三
件
の
う
ち
、
二
十
二
お
よ
び
二
十
三
件
目
の
記
述
で
あ

る
。
両
者
と
も
現
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
の
蔵
帳
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
版
本
で

あ
る
と
い
う
。
注
目
す
べ
き
は
二
件
の
下
部
中
央
に
「
箱
入
」
と
あ
り
、「
春
日
曼
荼
羅
」

と
共
に
納
め
ら
れ
て
い
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
通
り
、
本
史
料
に

お
い
て
春
日
曼
荼
羅
は
二
種
の
異
な
る
名
称
で
区
別
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ

こ
に
あ
る
「
春
日
曼
荼
羅
」
は
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
徳
川
乙
本
と
判
明
す
る
。

で
は
、
こ
の
三
件
は
ど
の
時
点
で
一
箱
に
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
無
量
寿

経
」
は
明
和
五
年
・
寛
政
三
年
の
い
ず
れ
の
時
点
の
目
録
に
も
記
載
が
な
い
が
、「
円

光
大
師
略
伝
」
は
明
和
五
年
「
入
記
控（
ｃ
）」
か
ら
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る（
表
2
・
整

理
番
号
31
）。
寛
政
三
年
「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
の
内
容
は
表
3
・
整
理
番
号
16
を

参
照
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
明
治
七
年
に
寛
政
三
年
の
留
記
を
写
し
た
「
仏

画
類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」
の
目
録
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
仏
画
類
御

談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」
に
は
冊
子
下
部
に
付
箋
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
内
容
を

併
せ
て
記
載
す
る
。
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春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

一
九

　
　
（
建
中
寺　

二
十
三
件
の
う
ち
十
六
件
目
）

一　

円
光
大
師
略
伝　
　
　
　
　
　

壱
軸　
　
（
付
箋
）箱
斗
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
伝
無
御
座

こ
の
付
箋
は
、
他
の
付
箋
の
内
容
か
ら
し
て
も
、「
仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」

が
記
さ
れ
た
明
治
七
年
時
点
に
お
け
る
注
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
文
化

十
四
年
に
「
円
光
大
師
略
伝
」
そ
の
も
の
は
寺
社
奉
行
へ
差
し
戻
さ
れ
、
明
治
七
年

に
は
箱
の
み
が
建
中
寺
に
残
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、「
円
光

大
師
略
伝
」
は
建
中
寺
が
預
か
っ
て
い
る
間
に
別
の
箱
、
す
な
わ
ち
徳
川
乙
本
お
よ
び

「
無
量
寿
経
」
と
の
共
箱
に
納
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
徳
川
乙
本
は
寛
政
三
年
の

五
ヶ
寺
へ
の
配
分
の
際
、
建
中
寺
へ
納
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

春
日
宮
曼
荼
羅
と
無
量
寿
経
お
よ
び
円
光
大
師
略
伝
に
は
思
想
的
な
共
通
性
は
な

く
、
こ
れ
ら
が
建
中
寺
に
お
い
て
同
一
の
箱
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る

が
、
寛
政
三
年
の
建
中
寺
初
願
に
「
朝
暮
香
華
供
養
等
も
仕
度
」
と
あ
る
通
り
日
々
供

養
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
便
宜
的
に
そ
う
し
た
と
も
考
え
得
る
。
ま
た
「
円
光
大
師

略
伝
」
の
員
数
に
つ
い
て
、
寛
政
三
年
の
「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
お
よ
び
「
仏
画

類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）」
に
お
い
て
「
壱
軸
」
で
あ
っ
た
の
が
、「
万
松
寺
目
録（
ｂ
）」

で
は
「
三
軸
」
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
寺
僧
が
供
養
す
る
の
に

適
す
る
よ
う
、
装
丁
を
変
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
は
徳
川

乙
本
が
浄
土
信
仰
の
遺
品
と
共
に
納
め
ら
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
建
中
寺

へ
配
分
さ
れ
遺
品
と
し
て
日
々
供
養
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
た
い
。

　
　
　

む　

す　

び

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
徳
川
乙
本
は
室
町
時
代
、
十
五
世
紀
に
製
作
さ
れ
た

春
日
宮
曼
荼
羅
定
型
図
様
の
一
作
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
形
を
用
い
た
製
作
を

裏
付
け
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
建
築
物
・
風
景
モ
チ
ー
フ
が
春
日
宮
曼
荼
羅
諸
本
と

一
致
し
て
い
た
が
、
一
部
の
建
築
物
に
は
変
化
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
変
化
は
十
四
～

十
五
世
紀
の
作
例
と
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
紙
形
の
特
徴
と
捉
え
ら
れ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
春
日
山
の
形
態
は
定
型
化
に
伴
う
モ
チ
ー
フ
の
単
純
化

を
示
し
て
い
た
一
方
で
、
本
社
四
宮
と
若
宮
の
尊
像
に
は
緻
密
な
描
写
が
観
察
で
き
、

定
型
化
し
量
産
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
て
も
尊
像
表
現
に
は
特
別
に
注
意
を
払
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
図
の
伝
来
に
つ
い
て
は
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
」
に
よ
り
、
寛
政
三
年
を
遡
る
明

和
五
年
に
は
尾
張
徳
川
家
に
遺
品
と
し
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
に
他
の
仏
像
・

仏
画
類
と
と
も
に
建
中
寺
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
仏

像
・
仏
画
類
は
建
中
寺
の
願
い
に
よ
り
寛
政
三
年
に
建
中
寺
を
含
む
浄
土
宗
五
ヶ
寺
に

配
分
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
徳
川
乙
本
は
建
中
寺
に
配
さ
れ
た
と
推
察
し
た
。
そ
し
て

文
化
十
四
年
に
寺
社
奉
行
へ
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
浄
土
信
仰
の
遺
品
と
同
箱

に
納
め
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
本
図
が
高
位
の
人
物
の
遺
品
と
し
て
、
藩
内
浄

土
宗
寺
院
の
な
か
で
も
最
も
格
の
高
い
尾
張
徳
川
家
の
菩
提
寺
・
建
中
寺
へ
預
け
ら

れ
、
長
年
供
養
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
興
味
深
い
。

春
日
宮
曼
荼
羅
の
研
究
に
お
い
て
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
作
例
に
比
較
し
て
室
町
時

代
以
降
の
作
例
は
研
究
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
徳
川
乙
本
は
、
室
町
時

代
に
製
作
さ
れ
て
以
降
、
貴
顕
の
春
日
信
仰
を
支
え
、
江
戸
時
代
に
は
大
名
家
の
菩
提
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川
村
知
行
「
春
日
曼
荼
羅
の
成
立
と
儀
礼
」（『
美
術
史
』
一
一
〇
号　

美
術
史
学
会　

昭
和

五
十
六
年
三
月
三
十
日
）。

　

行
徳
信
一
郎
「
湯
木
美
術
館
蔵
「
春
日
宮
曼
荼
羅
図
」」（
九
州
芸
術
学
会
編
『
九
州
藝
術
学
会

誌　

デ 

ア
ル
テ
』
第
八
号　

西
日
本
文
化
協
会　

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
）。

　

行
徳
信
一
郎
「
影
向
と
自
然
と
─
陽
明
文
庫
蔵　

春
日
鹿
曼
荼
羅
図
─
」（『
國
華
』
一
一
七
三

号　

國
華
社　

平
成
五
年
八
月
二
十
日
）。

　

行
徳
信
一
郎
「
春
日
宮
曼
荼
羅
図
の
風
景
表
現
─
仏
性
と
神
性
の
か
た
ち
─
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ

Ｍ
』
第
五
四
一
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成
八
年
四
月
十
五
日
）。

　

松
村
和
歌
子
「
春
日
宮
曼
荼
羅　

各
部
名
称
」（『
春
日
の
風
景
─
麗
し
き
聖
地
の
イ
メ
ー
ジ
─
』

根
津
美
術
館　

平
成
二
十
三
年
十
月
六
日
）。

　

藤
原
重
雄
「
垂
迹
曼
荼
羅
の
環
境
・
景
観
描
写
ノ
ー
ト
」（
津
田
徹
英
編
『
仏
教
美
術
史
論
集
2

図
像
学
Ⅰ
─
イ
メ
ー
ジ
の
成
立
と
伝
承（
密
教
・
垂
迹
）─
』　

竹
林
舎　

平
成
二
十
四
年
五

月
十
五
日
）。

　

谷
口
耕
生
「
南
市
町
自
治
会
所
蔵
春
日
宮
曼
荼
羅
試
論
」（『
論
集
・
東
洋
日
本
美
術
史
と
現
場

─
見
つ
め
る
・
守
る
・
伝
え
る
』　

竹
林
舎　

平
成
二
十
四
年
五
月
十
五
日
）。

　

白
原
由
起
子
「
法
隆
寺
所
蔵
春
日
宮
曼
荼
羅
考
─
春
日
宮
曼
荼
羅
の
図
様
展
開
に
関
す
る
試

論
」（『
此
君
』
第
四
号　

根
津
美
術
館　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
日
）。

　

松
村
和
歌
子
「
春
日
宮
曼
荼
羅
と
社
頭
景
観
の
史
料
」（『
此
君
』
第
四
号　

根
津
美
術
館　

平

成
二
十
五
年
三
月
十
日
）。

　

白
原
由
起
子
「
春
日
宮
曼
荼
羅
研
究
の
現
在
─
作
品
研
究
の
成
果
と
試
論
─
」（『
哲
学
』
第

一
三
二
集　

三
田
哲
学
会　

平
成
二
十
六
年
三
月
）。

（
4
）　

以
下
、
春
日
宮
曼
荼
羅
の
諸
本
に
限
り
、
混
同
を
避
け
る
た
め
、
初
出
か
ら
所
蔵
者
名
を

冠
し
て
「
○
○
本
」
と
略
称
し
、
特
記
事
項
が
あ
れ
ば
続
け
て（　

）内
に
記
載
す
る
。

（
5
）　

註（
3
）松
村
和
歌
子
「
春
日
宮
曼
荼
羅　

各
部
名
称
」
お
よ
び
同
「
春
日
宮
曼
荼
羅
と
社

頭
景
観
の
史
料
」。
な
お
「
春
日
宮
曼
荼
羅　

各
部
名
称
」
は
、
春
日
社
域
の
古
い
景
観
を
示

し
て
い
る
根
津
美
術
館
本（
鎌
倉
時
代 

十
三
世
紀
、
重
要
文
化
財
）お
よ
び
法
隆
寺
本（
鎌
倉
時

代 

十
三
世
紀
）、
絵
絹
が
比
較
的
大
き
く
描
写
の
緻
密
な
奈
良
南
市
町
自
治
会
本（
鎌
倉
時
代 

十
三
世
紀
、
重
要
文
化
財
）の
三
点
に
注
釈
を
付
け
る
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　

徳
川
乙
本
で
は
本
社
内
院
、
本
殿
背
後
の
区
域
に
八
雷
社
の
ほ
か
三
つ
の
摂
末
社
が
描
か

註（
1
）　

本
稿
で
は
、
総
称
と
し
て
の
「
春
日
曼
荼
羅
」
と
一
分
類
と
し
て
の
「
春
日
宮
曼
荼
羅
」

を
区
別
し
て
用
い
る
。
た
だ
し
、
作
品
の
伝
来
に
つ
い
て
言
及
す
る
第
三
章
で
は
、
江
戸
時
代

の
名
称
に
現
在
の
分
類
方
法
を
適
応
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
対
象
と
し
な
い
。

（
2
）　

渡
辺
里
志
「
不
空
羂
索
観
音
像
の
描
か
れ
た
春
日
曼
荼
羅
図
─
徳
川
美
術
館
本
春
日
曼
荼

羅
図
に
つ
い
て
─
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
十
六
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
元
年
十
月
三
十
日
）。

（
3
）　

主
要
な
先
行
研
究
は
次
の
通
り
。

　

亀
田
孜
「
九
条
兼
実
の
春
日
社
と
南
円
堂
へ
の
信
仰
」（『
国
宝
』
六
巻
一
〇
号　

国
宝
社　

昭

和
十
八
年
十
月
〈
同
『
日
本
仏
教
美
術
史
叙
説
』
所
収　

學
藝
書
林　

昭
和
四
十
五
年
四
月

三
十
日
〉）。

　

永
島
福
太
郎
「
春
日
曼
荼
羅
の
発
生
と
そ
の
流
布
」（『
美
術
研
究
』
第
百
三
十
三
号　

美
術
研

究
所　

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
）。

　

近
藤
喜
博
「
春
日
若
宮
影
向
図
」（『
國
華
』
八
〇
二
号　

國
華
社　

昭
和
三
十
四
年
一
月
一

日
）。

　

松
村
政
雄
「
春
日
曼
荼
羅
」（
東
京
国
立
博
物
館
編
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
九
十
八
号　

美
術
出

版
社　

昭
和
三
十
四
年
五
月
一
日
）。

　

松
村
政
雄
「
吉
祥
天
厨
子
絵
よ
り
見
た
南
都
絵
所
座
の
一
考
察
」（『
仏
教
芸
術
』
四
〇
号　

仏

教
芸
術
学
会　

昭
和
三
十
四
年
九
月
三
十
日
）。

　

景
山
春
樹
『
神
道
美
術
の
研
究
』（
神
道
史
研
究
叢
書　

第
三
冊
）山
本
湖
舟
写
真
工
芸
部　

昭

和
三
十
七
年
六
月
十
日
。

寺
に
納
め
ら
れ
て
供
養
さ
れ
、
そ
の
後
も
什
物
と
し
て
保
管
さ
れ
た
伝
来
を
持
つ
作
例

で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
作
品
で
あ
っ
て
も
、
伝
存
す
る
作
例
に

は
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
す
べ
き
観
点
が
あ
り
、
改
め
て
個
別
に
研
究
す
る
重
要
性
が
確
認

で
き
た
と
考
え
る
。
今
後
は
、
先
行
す
る
作
例
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
室
町
時

代
の
春
日
宮
曼
荼
羅
に
つ
い
て
も
個
別
の
作
品
研
究
が
な
さ
れ
、
発
展
的
な
成
果
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
本
稿
が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

二
一

れ
て
い
る
が
、
南
市
町
自
治
会
本
で
は
栗
柄（
隼
明
神
）・
海
本
・
佐
軍
・
杉
本
の
四
社
が
描
か

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
本
来
の
過
不
足
な
い
景
観
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
摂
末
社
は
小
さ
な
モ

チ
ー
フ
で
あ
る
た
め
か
、
諸
本
で
描
か
れ
方
に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
そ
れ
を
考
慮
す

れ
ば
、
徳
川
乙
本
は
こ
の
部
分
を
除
き
、
画
面
全
体
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
正
確
に
主
要
な
建
築
物

を
描
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
7
）　

註（
3
）行
徳
信
一
郎
「
春
日
宮
曼
荼
羅
の
風
景
表
現
─
仏
性
と
神
性
の
か
た
ち
─
」
な
ど

参
照
。

（
8
）　

註（
3
）松
村
和
歌
子
「
春
日
宮
曼
荼
羅
と
社
頭
景
観
の
史
料
」。

（
9
）　

註（
3
）白
原
由
起
子
「
春
日
宮
曼
荼
羅
研
究
の
現
在
─
作
品
研
究
の
成
果
と
試
論
─
」
に

よ
る
と
、
例
え
ば
十
二
世
紀
前
半
に
創
建
さ
れ
た
東
西
御
塔
は
治
承
四
年（
一
一
八
〇
）の
南
都

焼
討
で
焼
失
し
、
東
御
塔
は
建
保
五
年（
一
二
一
七
）、
西
御
塔
は
寛
元
四
年（
一
二
四
六
）か
ら

そ
う
隔
た
ら
な
い
時
期
に
再
建
さ
れ
た
。
し
か
し
応
永
十
八
年（
一
四
一
一
）の
雷
火
で
再
び
焼

失
し
、
そ
の
後
は
再
建
さ
れ
て
い
な
い
。

（
10
）　

白
原
氏
は
、
や
は
り
定
型
化
以
前
の
作
例
に
つ
い
て
、
実
際
の
殿
舎
の
状
況
と
の
直
接
的

な
関
係
が
看
取
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
描
か
れ
た
春
日
社
殿
群
の
造
営
に
関
わ
っ
た
興
福
寺
僧

や
宗
徒
に
と
っ
て
は
春
日
社
へ
の
貢
献
の
証
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
実
感
に
繋
が
る
こ
と
を
論
じ

て
い
る（
註（
3
）白
原
由
起
子
「
法
隆
寺
所
蔵
春
日
宮
曼
荼
羅
考
─
春
日
宮
曼
荼
羅
の
図
様
展

開
に
関
す
る
試
論
」）。
こ
れ
を
定
型
化
図
様
の
、
外
院
の
板
倉
や
社
務
関
係
の
建
築
物
に
も
適

応
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
紙
形
を
変
化

さ
せ
る
必
要
性
は
現
実
感
と
は
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。

（
11
）　

本
図
の
御
蓋
山
に
も
用
い
ら
れ
る
、
色
と
り
ど
り
の
木
々
で
山
容
を
表
す
描
法
に
つ
い
て

は
、
行
徳
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、「
一
遍
上
人
伝
絵
巻
」
巻
五（
正
安
元
年
〈
一
二
九
九
〉
成

立
）や
「
春
日
権
現
験
記
絵
巻
」
巻
十
九（
延
慶
二
年
〈
一
三
〇
九
〉
成
立
）な
ど
に
も
見
ら
れ
、

一
三
〇
〇
年
を
前
後
す
る
時
期
に
は
す
で
に
、
山
容
表
現
の
ひ
と
つ
の
型
と
し
て
広
く
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
註（
3
）行
徳
信
一
郎
「
湯
木
美
術
館
蔵
「
春
日
宮
曼
荼
羅
図
」｣

）。

（
12
）　

註（
3
）行
徳
信
一
郎
「
春
日
宮
曼
荼
羅
の
風
景
表
現
─
仏
性
と
神
性
の
か
た
ち
─
」。

（
13
）　

他
の
宮
曼
荼
羅
に
お
い
て
も
正
面
向
き
の
形
式
が
多
く
、
春
日
曼
荼
羅
に
お
い
て
も
こ
の

形
式
が
本
流
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）　

山
本
泰
一
「
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
仏
教
遺
品
の
収
蔵
に
つ
い
て
─
徳
川
美
術
館
保
管
の

仏
画
を
中
心
に
─
」（『
金
鯱
叢
書
』第
十
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

昭
和
五
十
九
年
六
月
三
十
日
）。

（
15
）　

山
本
氏
は
註（
14
）前
掲
論
文
に
お
い
て
、
寛
政
三
年
の
「
尾
張
御
小
納
戸
日
記
」
が
欠
失

し
、「
源
明
様
御
代
御
記
録
」
の
同
年
条
に
も
そ
れ
ら
し
い
記
事
が
な
い
た
め
、
経
緯
は
た
ど

れ
な
い
旨
を
報
告
し
て
い
る
。

（
16
）　

建
中
寺
初
願
に
は
「
五
ヶ
寺
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
最
後
に
記
さ
れ
た
差
出
人

は
高
岳
院
・
大
森
寺
・
相
応
寺
・
建
中
寺
の
四
寺
の
み
で
あ
り
、
性
高
院
が
抜
け
て
い
る
。
写

し
間
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）　

註（
2
）前
掲
論
文
。

（
18
）　

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
「
万
松
寺
御
預　

仏
像
類
目
録
」
の
写
本
に
は
、

作
品
を
調
査
し
て
記
入
し
た
と
見
ら
れ
る
詳
細
情
報
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
無

量
寿
経
・
円
光
大
師
略
伝
は
と
も
に
版
本
で
あ
り
、
無
量
寿
経
に
は
「
版
本
ニ
付
書
籍
部
ヘ
編

入
ス
」
と
い
う
付
箋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

現
在
、
徳
川
乙
本
は
大
正
期
に
製
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
箱
に
一
幅
で
納
め
ら
れ
て
い
る
。

［
付
記
］　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
御
指
導
・
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
学
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
図
版
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
御
所
蔵
者
の
御
高
配
を
賜
り
ま

し
た
。
記
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
美
術
館　

學
藝
員
）



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

二
二

場
所

名
称

備
考

作
品
数

徳
川
乙
本

①
内
院

Ａ
築
地
塀
沿
い
の
杉

26

○

②
中
院

Ｂ
稲
垣
前
の
棕
櫚

3

Ｃ
影
向
杉

23

○

Ｄ
大
杉
カ

現
在
の
大
杉
の
位
置
に
あ
る
樹
木
を
示
し
て
お
り
、
樹
種
は
特
定
さ
れ
て
い
な

い
。
徳
川
乙
本
の
場
合
に
も
、樹
種
は
不
明
な
が
ら
大
木
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

13

○

Ｅ
幣
殿
前
の
藤

2

③
外
院

Ｆ
南
門
外
東
方
の
梅

17

Ｇ
Ｆ
の
隣
の
桜

6

Ｈ
南
門
外
西
方
の
梅

4

Ｉ
榎
本
滝

9

○

④
若
宮
社

Ｊ
瑞
垣
内
の
樹
木

3

Ｋ
瑞
垣
外
基
壇
上
の
樹
木

7

Ｌ
瑞
垣
内
社
殿
背
後
の
木
立

4

⑤
参
道
沿
い

Ｍ
祓
戸
社
背
後
の
樹
木

祠
を
背
後
か
ら
覆
う
よ
う
な
形
の
樹
木
。

24

○

Ｎ
神
垣
森

藤
鳥
居
の
両
脇
の
築
地
塀
を
は
さ
む
木
立
。

19

○

Ｏ
馬
出
・
馬
止
橋
間
の
杉
木
立

11

○

⑥
一
鳥
居
付
近

Ｐ
一
鳥
居
円
柱
の
榊

6

Ｑ
影
向
松

19

○

Ｒ
Ｑ
の
隣
の
松（
桜
）

15

○

Ｓ
群
生
す
る
松

同
一
の
根
株
か
ら
群
生
し
た
よ
う
に
描
か
れ
る
。

9

○

Ｔ
金
泥
の
土
坡

6

表
１　

春
日
宮
曼
荼
羅　

主
要
風
景
モ
チ
ー
フ
一
覧凡

例　

・
本
表
は
、
行
徳
信
一
郎
「
春
日
宮
曼
荼
羅
図
の
風
景
表
現
─
仏
性
と
神
性
の
か
た
ち
─
」
所
収
「
春
日

宮
曼
荼
羅
図　

主
要
風
景
モ
チ
ー
フ
一
覧
表
」
を
も
と
に
作
成
し
た（
註
3
参
照
）。

・
作
品
数
欄
に
は
、
行
徳
氏
が
比
較
対
象
と
さ
れ
た
作
例
二
十
七
点
に
お
け
る
該
当
点
数
を
示
し
た
。
た

　

だ
し
写
し
崩
れ
な
ど
に
よ
り
判
然
と
し
な
い
場
合（
行
徳
氏
表
中
の
記
号
「
△
」）は
除
い
た
。

・
徳
川
乙
本
欄
に
は
、
徳
川
乙
本
に
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
場
合
「
○
」
を
付
し
た
。



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

二
三

表
2　

江
戸
御
小
納
戸
日
記　
明
和
五
年
「
入
記
控（
ｃ
）」
一
覧

凡
例　

・
本
表
の
表
記
は
史
料
の
表
記
に
従
っ
た
。

・
名
称
欄
の（　

）内
に
は
、
注
記
に
名
称
に
準
じ
る
記
載
が
あ
る
場
合
、
そ
の
内
容
を
補
記
し
た
。

・
注
記
欄
に
は
、
作
品
の
特
定
が
困
難
な
場
合
お
よ
び
本
稿
に
関
わ
る
品
で
あ
る
場
合
に
注
記
の
内
容
を

　

記
し
た
。
た
だ
し
厨
子
・
箱
に
関
す
る
記
載
は
略
し
た
。

・
寛
政
三
年
預
け
先
欄
に
は
、
江
戸
御
小
納
戸
日
記　
寛
政
三
年
「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
に
よ
り
預

　

け
先
と
な
っ
た
五
ヶ
寺
が
判
明
す
る
場
合
に
、
建
中
寺
・
相
応
寺
・
大
森
寺
・
性
高
院
・
高
岳
院
の
各

　

頭
文
字
を
記
し
た
。

整
理

番
号

名
称

注
記

厨
子
・
箱

員
数

寛
政
三
年

預
け
先

壱
番1

仏

但
木
仏（
以
下
略
）

御
厨
子
入

一
躰

2

仏

但
焼
物（
以
下
略
）

御
厨
子
入

一
躰

建

3

仏（
三
尊
弥
陀
）

（
略
）

御
厨
子
入

一
躰

高

4

仏（
三
尊
）

（
略
）

御
厨
子
入

一
躰

5

仏（
鋳
物
阿
弥
陀
）

（
略
）

黒
塗
御
紋
付
箱
入
一
躰

性

6

観
音

（
略
）

一
躰

性

弐
番7

仏

但
木
像（
以
下
略
）

御
厨
子
入

一
躰

三
番8

仏
画
御
掛
物

上
下
紫
綾
中
茶
地
牡
丹
唐
草
模
様
風
帯
茶
地
金
入
軸
水
晶

一
幅

9

同

上
下
茶
地
金
入
中
風
帯
萌
黄
地
金
入
軸
め
つ
き

一
幅

10

同

上
下
白
綾
中
風
帯
萌
黄
地
錦
軸
め
つ
き
唐
草
毛
彫

一
幅

11

同（
善
光
寺
如
来
）

（
略
）

一
幅

相

12

同（
釈
迦
仏
三
尊
）

（
略
）

一
幅

建

13

同

上
下
浅
黄
緞
子
中
風
帯
茶
地
銀
入
軸
め
つ
き
蓮
模
様

一
幅

14

同

上
下
藤
色
金
入
中
風
帯
茶
地
金
入
軸
め
つ
き
蓮
模
や
う

一
幅

15

同

軸
め
つ
き
蓮
も
や
う

一
幅

16

同（
不
動
）

（
略
）

は
こ
入

一
幅

高



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

二
四

17

同（
薬
師
如
来
）

（
略
）

箱
入

一
幅

大

18

同（
弥
陀
来
迎
）

上
下
紺
綾
中
風
帯
萌
黄
地
金
入
軸
め
つ
き
唐
草
毛
彫

は
こ
入

一
幅

19

同（
梵
字
文
殊
）

（
略
）

箱
入

一
幅

相

20

同（
元
祖
上
人
古
文
字
内
数
編
名
号
）
（
略
）

一
幅

建

21

同（
夢
想
弥
陀
如
来
）

（
略
）

箱
入

一
幅

建

22

同（
阿
弥
陀
）

上
下
紫
金
入
中
茶
地
金
入
一
文
字
風
帯
萌
黄
地
金
入
軸
め

つ
き
蓮
も
や
う

箱
入

一
幅

23

同（
将
軍
地
蔵
）

（
略
）

箱
入

一
幅

相

24

同（
虚
空
蔵
大
菩
薩
）

（
略
）

箱
入

一
幅

建

25

同（
釈
迦
）

上
下
茶
地
金
入
中
風
帯
茶
地
金
入
軸
め
つ
き
蓮
も
や
う

箱
入

一
幅

26

同（
南
無
阿
弥
陀
仏
）

（
略
）

箱
入

一
幅

建

27

同（
掛
物
南
無
阿
弥
陀
仏
）

（
略
）

箱
入

一
幅

建

28

同（
春
日
ま
ん
た
ら
）

上
下
白
地
金
入
中
風
帯
萌
黄
地
金
入
軸
め
つ
き

箱
入

一
幅

29

同（
正
観
音
）

（
略
）

一
幅

相

30

法
華
経

（
略
）

二
軸

建

31

円
光
大
師
略
伝

紙
表
紙
木
軸

一
軸

建

32

心
経

（
略
）

箱
入

一
軸

建

33

天
満
天
神
真
翰

（
注
記
無
）

箱
入

一
軸

建

34

弁
財
天
像

（
略
）

三
躰

相
・
大
・
高

35

後
光
台
座
共

（
略
）

壱

建

36

後
光

（
略
）

大
小
二
ツ

建

37

観
音
経

（
注
記
無
）

二
巻

建

38

金
光
明
最
勝
王
経

（
注
記
無
）

十
巻

建

39

仏
之
書
付

（
注
記
無
）

は
こ
入

二
遍

40

百
万
御
扁
珠
数

（
注
記
無
）

一
連

建



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

二
五

整
理

番
号

名
称

注
記

厨
子
・
箱

員
数

仏
画
類
御
談
示
ニ

付
御
届（
ａ
）　　

建
中
寺

1

阿
弥
陀
如
来

但
木
仏
立
像

御
厨
子
入

一
躰

2

釈
迦
如
来

但
焼
物

御
厨
子
入

一
躰

3

中
尊
観
世
音

脇
立
二
尊

箱
入

同

一
躰

4

釈
迦
仏
三
尊

同

一
躰

5

中
尊
釈
迦
仏

脇
立
菩
薩
八
躰

同同

一
幅

6

三
尊
釈
迦
如
来

同

一
幅

7

観
経
曼
荼
羅

同

一
幅

8

三
尊
阿
弥
陀
如
来

同

一
幅

9

元
祖
上
人
古
文
字
内
数
遍
名
号

一
幅

10

阿
弥
陀
如
来

瑞
竜
院
様
御
夢
中
御
感
得

箱
入

一
幅

11

虚
空
蔵
大
菩
薩

同

一
幅

12

南
無
阿
弥
陀
仏

同

一
幅

13

同

同

一
幅

14

春
日
曼
荼
羅

同

一
幅

15

法
華
経

同

二
軸

16

円
光
大
師
略
伝

同

一
軸

17

心
経

同

一
軸

18

天
満
天
神
御
真
翰
心
経

同

一
軸

19

後
光
台
座
と
も

（
略
）

一
遍

表
3　

江
戸
御
小
納
戸
日
記　
寛
政
三
年
「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
一
覧

凡
例　

・
本
表
の
表
記
は
史
料
の
表
記
に
従
っ
た
。

・
注
記
欄
に
は
、
注
記
が
あ
る
場
合
に
そ
の
内
容
を
記
し
た
。

・
仏
画
類
御
談
示
ニ
付
御
届（
ａ
）欄
に
は
、「
建
中
寺
初
願
目
録（
ｄ
）」
と
比
較
し
「
仏
画
御
談
示
ニ
付

　

御
届（
ａ
）」
に
該
当
す
る
品
の
記
載
が
な
い
場
合
、「
記
載
無
」
と
示
し
た
。



春
日
宮
曼
荼
羅
の
一
遺
例

二
六

20

真
鍮
後
光

（
略
）

大
小
二
遍

21

観
音
経

箱
入

二
巻

22

金
光
明
最
王
経（
マ
マ
）

同

二
巻

23

百
万
遍
誕
生
椋
珠
数

一
連

相
応
寺

24

阿
弥
陀
如
来

但
木
仏

御
厨
子
入

一
躰

25

文
殊
菩
薩
聖
徳
太
子

箱
入

一
幅

26

春
日
曼
荼
羅

箱
入

一
幅

27

真
言
曼
荼
羅

同

一
幅

28

善
光
寺
如
来
写

同

一
幅

29

梵
字
之
文
殊

同

一
幅

30

将
軍
地
蔵

同

一
幅

31

正
観
音

同

一
幅

32

弁
財
天
之
像

一
躰

大
森
寺

33

三
尊
阿
弥
陀
如
来

箱
入

一
幅

34

薬
師
如
来

同

一
幅

記
載
無

35

弁
財
天
之
像

一
躰

性
高
院

36

阿
弥
陀
如
来

黒
塗
御
紋
付
箱
入
一
躰

記
載
無

37

観
音

但
焼
物

箱
入

一
躰

記
載
無

38

釈
迦
如
来

箱
入

一
幅

記
載
無

高
岳
院

39

三
尊
阿
弥
陀
如
来

御
厨
子
入

一
躰

40

不
動
明
王

箱
入

一
幅

41

弁
財
天
之
像

一
躰



明
倫
博
物
館
か
ら
徳
川
美
術
館
へ
─
美
術
館
設
立
発
表
と
設
立
準
備

二
七

明
倫
博
物
館
か
ら
徳
川
美
術
館
へ
─
美
術
館
設
立
発
表
と
設
立
準
備

香
　
山
　
里
　
絵

は　

じ　

め　

に　

─
大
正
四
年
の
家
政
改
革

一　

尾
張
徳
川
家
の
展
示
活
動

二　

明
倫
博
物
館
閉
鎖
の
意
図

三　

美
術
館
建
設
決
定
と
資
金
確
保

お　

わ　

り　

に

　
　
　

は　

じ　

め　

に　

─
大
正
四
年
の
家
政
改
革

大
正
三
年（
一
九
一
四
）五
月
一
日
、
明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）十
二
月
十
九
日
以
来

尾
張
徳
川
家
の
家
令
を
務
め
て
い
た
海
部
昂
蔵（
一
八
五
〇
～
一
九
二
七
）は
退
任
し
て

御
相
談
人
と
な
り
、
代
わ
り
に
明
治
四
十
一
年
十
月
三
十
日
か
ら
御
相
談
人
を
務
め

て
い
た
堀
銊え

つ
の
じ
ょ
う

之
丞（
生
歿
年
不
詳
）が
家
令
と
な
っ
た
。
堀
銊
之
丞
は
江
戸
時
代
初
期
の

儒
学
者
・
堀
杏
庵（
一
五
八
五
～
一
六
四
三
）の
子
孫
に
あ
た
り
、
加
藤
高
明（
一
八
六
〇

～
一
九
二
六
）や
八
代
六
郎（
一
八
六
〇
～
一
九
三
〇
）と
同
様
、
愛
知
英
語
学
校
出
身
の

理
学
士
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
で
尾
張
徳
川
家
十
八
代
義
禮（
一
八
六
三
～

一
九
〇
八
）と
撮
影
し
た
写
真
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
義
禮
の
留
学
に
同
行
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。

大
正
四
年
九
月
六
日
の
大
阪
毎
日
新
聞
に
よ
れ
ば
、
堀
は
こ
の
年
に
家
政
改
革
に
乗

り
出
し
た
と
い
う
。

　
　
　

尾
張
徳
川
家
内
政
改
革　

元
相
談
役
等
解
職

昨
年
九
月
中
旧
尾
張
藩
主
徳
川
家
家
令
に
就
職
せ
し
堀
悦

（
マ
マ
）之
丞
氏
は
侯
爵
家
内
政

改
革
の
要
あ
り
と
て
相
談
役
加
藤
高
明
男
、
八
代
六
郎
氏
等
に
相
談
の
上
臨
時
雇

と
し
て
同
家
に
出
入
せ
る
元
相
談
役
片
桐
助
作
氏
外
七
名
を
解
職
せ
し
が
同
家
令

は
之
よ
り
侯
爵
家
内
政
に
大
改
革
を
加
ふ
べ
し
と
の
事
な
り

義
禮
以
来
、
八
雲
・
名
古
屋
の
両
地
で
尾
張
徳
川
家
に
仕
え
、
御
相
談
人
も
務
め
、

明
治
四
十
三
年
か
ら
什
宝
品
位
監
査
を
行
っ
た
片
桐
助
作（
一
八
五
一
～
一
九
一
八
）は
こ

こ
で
退
任
し
、
そ
の
ま
ま
御
相
談
人
に
戻
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
堀
家
令
の
下
、
大
正
四
年
五
月
二
十
九
日
に
は
東
京
帝
国
大
学（
現
東
京
大
学
）

山
上
御
殿
で
の
絵
巻
物
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
同
六
年
に
は
徳
川
家
立
明
倫
中
学
校
と

同
校
附
属
明
倫
博
物
館
の
愛
知
県
へ
の
譲
渡
、
名
古
屋
の
所
有
地
整
理
な
ど
が
行
わ
れ

（
1
）

（
2
）
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二
八

た
。
ま
た
同
九
年
一
月
、
尾
張
徳
川
家
十
九
代
義
親（
一
八
八
六
～
一
九
七
六
）は
美
術
館

設
立
を
宣
言
し
、
そ
の
設
立
資
金
獲
得
の
た
め
、
尾
張
徳
川
家
は
蔵
品
入
札
を
行
い
美

術
館
建
設
準
備
を
始
め
た
。
尾
張
徳
川
家
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
と
入
札
に
関
し
て
は

高
橋
箒
庵（
一
八
六
一
～
一
九
三
七
）が
多
数
言
及
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
交
え
て
こ
の
年

代
の
美
術
館
設
立
に
向
け
た
動
向
を
み
て
い
き
た
い
。

　
　
　

一　

尾
張
徳
川
家
の
展
示
活
動

大
正
四
年
五
月
二
十
九
日
、
東
京
帝
国
大
学
山
上
御
殿
に
て
開
催
さ
れ
た
絵
巻
物
展

覧
会
に
は
尾
張
徳
川
家
所
蔵
の
絵
巻
物
六
点
が
出
品
さ
れ
た
。
源
氏
物
語
絵
巻
三
巻
・

西
行
物
語
絵
巻
一
巻
・
破
来
頓
等
絵
巻
一
巻
・
物
語
絵
巻
二
巻（
掃
墨
物
語
絵
巻
）・
歌

舞
伎
草
紙
絵
巻
一
巻
・
円
山
応
挙
筆 

華
洛
四
季
遊
戯
絵
巻
二
巻
で
あ
る
。
高
橋
箒
庵

に
よ
れ
ば
当
日
絵
巻
物
を
展
示
し
た
の
は「
帝
国
大
学
構
内
旧
御
殿
奥
の
一
室
に
し
て
、

横
長
き
全
部
を
披
展
し
て
、
硝
子
蓋
な
ど
の
離
隔
も
な
く
、
全
体
直
接
に
拝
見
す
る
こ

と
を
得
た
」
と
い
う
。
前
稿
「
徳
川
義
親
の
美
術
館
設
立
想
起
」
で
も
紹
介
し
た
通
り
、

義
親
は
「
こ
の
展
観
か
ら
後
、
是
非
み
た
い
と
い
う
希
望
者
が
多
く
な
っ
た
」
と
述
べ

て
お
り
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
、
箒
庵
は
次
の
よ
う
な
感
想

を
記
し
て
い
る
。

侯
が
其
秘
庫
を
開
き
て
歴
史
文
学
美
術
上
に
最
も
有
益
な
る
絵
巻
物
を
同
好
者
に

示
さ
れ
た
る
は
、
誠
に
近
来
の
美
事
に
し
て
、
斯
か
る
美
事
は
天
下
の
名
物
を
所

蔵
す
る
大
名
家
を
通
じ
て
一
般
に
流
行
せ
ん
事
、
余
等
の
渇
望
し
て
已
ま
ざ
る
所

な
る
が
、
侯
が
今
回
率
先
し
て
名
物
展
示
の
雅
量
を
世
間
に
示
さ
れ
た
る
は
誠
に

好
先
例
に
し
て
、
余
等
は
斯
く
の
如
き
美
事
の
今
後
諸
名
家
に
依
り
て
屡
繰
り
返

さ
れ
ん
こ
と
を
望
み
、
侯
に
向
つ
て
先
づ
其
先
駆
の
功
徳
を
感
謝
せ
ざ
る
を
得
ざ

る
な
り

箒
庵
が
尾
張
徳
川
家
の
展
示
を
歓
迎
し
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

同
年
十
月
二
十
三
日
に
は
尾
張
徳
川
家
の
本
邸
で
あ
る
名
古
屋
大
曽
根
邸
で
園
遊
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
の
三
日
間
、
名
古
屋
商
品
陳

列
場
内
で
開
催
さ
れ
た
高
田
太
郎
庵
百
五
十
年
追
遠
茶
会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
午
後
二
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
園
遊
会
に
は
松
井
茂
愛
知
県
知
事
、
阪
本
釤

之
助
名
古
屋
市
長
、
大
庭
二
郎
第
三
師
団
長
を
初
め
数
百
名
が
招
待
さ
れ
、
同
時
に

二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
正
四
年
十
月
二
十
四

日
の
『
新
愛
知
』
に
よ
れ
ば
初
音
調
度
五
十
二
点
の
他
、
左
記
の
作
品
が
陳
列
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。

床
掛
物　

宮
本
武
蔵
筆
達
磨
の
図

花
入　
　

枝
竹
筒
利
休
作

台
子　
　

梨
子
地
葵
桐
両
紋
散
蒔
絵

風
炉　
　

滅
金
台
子
風
炉

釜　
　
　

銀
唐
草
葵
紋
彫

水
指　
　

滅
金
葵
紋
彫

杓
立　
　

同
上

蓋
置　
　

同
上

建
水　
　

同
上

茶
筅
置　

三
島

炭
斗　
　

唐
物
楽
（
菜
カ
）籠

香
合　
　

青
貝
丸
形

中
次　
　

堆
烏

茶
碗　
　

建
盞
天
目 

天
目
台
添

（
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二
九

茶
杓　
　

銘 

萬
歳

菓
子
盆　

堆
朱
花
鳥
彫

床
掛
物　

小
堀
遠
州
侯 

初
雁
盆
石
の
和
歌

花
入　
　

絵
高
麗
槌

盆
石　
　

銘 
初
雁

床　
　
　

向
掛 
古
銅
籠
形

こ
の
時
、
益
田
鈍
翁
・
高
橋
箒
庵
な
ど
の
観
覧
に
は
配
慮
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
般

来
観
者
が
い
な
く
な
っ
て
以
降
に
招
か
れ
、「
柵
中
に
入
り
親
し
く
器
物
を
手
に
取
つ

て
拝
見
」
し
、「
宝
の
山
の
鉱
脈
が
聊
か
其
露
頭
を
現
し
た
る
や
う
の
心
地
」
が
し
た

と
箒
庵
は
述
べ
て
い
る
。
箒
庵
に
よ
れ
ば
、
中
奥
の
間
に
は
以
下
の
作
品
が
あ
っ
た
ら

し
い
。掛　

物　

陳
所
翁
牧
渓
筆 

龍
虎
の
図　
　

歌　

書　

重
之
家
集 

行
成
卿
筆

手　

鑑　

石
清
水
行
幸
の
記 

定
家
卿　
　

書　

棚　

源
氏
初
音
の
巻

茶　

碗　

名
物 

白
天
目　
　
　
　
　
　
　

茶　

碗　

名
物 
三
島
筒
茶
碗

　
　
　
　
　
　

 

武
野
紹
鴎
所
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
道
安
所
持

茶　

碗　

名
物 

三
島
筒 

銘 

藤
袴　
　
　

茶　

碗　

黄
天
目

茶　

碗　

玳
皮
盞 

上
手
鸞
天
目 

　
　

天
目
台　

名
物 

尼
ケ
崎

茶　

杓　

名
物 

千
利
休
作 

銘 

泪

外
に
初
音
棚
付
属
蒔
絵
皆
具
五
十
余
点

展
示
に
は
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
た
。
義
親
が
か
つ
て
あ
る
茶
人
に
茶
碗
を
見
せ
た

と
こ
ろ
、
底
ま
で
拝
見
で
き
た
と
喜
び
極
ま
っ
て
落
涙
し
た
者
が
い
た
の
で
、「
茶
人

は
茶
碗
の
底
を
見
る
が
夫
れ
程
嬉
し
き
者
な
る
か
」
と
思
い
「
理
学
士
た
る
本
能
を
発

揮
し
て
」「
銅
線
を
以
て
高
さ
四
五
寸
許
り
の
枠
を
作
り
、
茶
碗
を
其
上
に
載
せ
て
下

に
斜
掛
け
に
一
面
の
鏡
を
置
き
、
茶
碗
の
底
を
鏡
中
に
映
し
て
手
取
ら
ず
し
て
、
器
物

の
全
体
を
示
す
の
趣
向
」
を
工
夫
し
た
と
い
う
。「
一
同
の
目
を
驚
か
し
た
」
こ
の
装

置
に
対
し
て
、
義
親
は
笑
い
な
が
ら
「
是
れ
に
て
専
売
特
許
は
得
ら
れ
ま
じ
き
や
」
と

語
っ
た
と
い
う
。

大
正
六
年
十
一
月
に
は
十
一
・
十
三
・
十
四
日
の
三
日
間
、
大
曽
根
邸
で
能
衣

裳
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
明
治
四
十
四
年
に
金
剛
謹
之
助（
一
八
五
四
～

一
九
二
三
）が
『
能
楽
装
束
大
観
』
と
し
て
発
行
し
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
作
品
の
内
、
天

正
・
慶
長
時
代
か
ら
弘
化
時
代
ま
で
の
能
装
束
三
十
九
点
・
能
面
二
十
五
点
、
そ
し
て

刀
剣
小
道
具
が
展
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
中
、
尾
張
徳
川
家
の
所
蔵
品
に
は
注
目
が
集

ま
っ
て
い
っ
た
。
高
橋
箒
庵
は
、
大
正
四
年
十
月
の
茶
会
の
際
に
接
待
役
と
し
て
参
会

し
た
村
瀬
玄
中
に
尾
張
徳
川
家
の
宝
蔵
の
状
況
を
聞
い
て
書
き
と
ど
め
て
い
る
。

大
阪
落
城
後
尾
州
家
に
入
り
た
る
長
持
に
て
殆
ん
ど
一
回
も
開
か
ざ
る
者

（
マ
マ
）あ
り
、

日
々
の
取
調
に
、
如
何
な
る
物
が
出
で
来
る
や
之
を
検
分
す
る
が
楽
み
に
て
、
宝

庫
中
よ
り
日
々
思
は
ぬ
宝
物
を
掘
出
す
や
う
の
心
地
せ
り
な
ど
語
り
居
れ
り
。
因

つ
て
其
道
具
点
数
は
何
程
位
な
り
や
と
問
へ
ば
、
既
に
取
調
べ
了
り
た
る
者

（
マ
マ
）二
万

点
以
上
に
達
せ
り
と
云
ふ
。
是
に
至
つ
て
余
等
は
啞
然
と
し
て
開
い
た
口
が
塞
ら

ず
、
兎
に
角
名
家
に
名
器
の
多
数
伝
存
す
る
日
本
の
如
き
は
、
世
界
に
比
類
な
き

者
な
れ
ば
、
余
は
唯
尾
州
家
の
為
め
に
慶
す
る
の
み
な
ら
ず
実
に
天
下
の
為
め
に

慶
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
願
は
く
ば
南
葵
文
庫
の
例
に
傚
ひ
、
尾
州
家
に
於
て
も

適
宜
の
地
に
美
術
館
を
設
け
て
順
次
其
名
器
を
飾
り
、
以
て
天
下
公
衆
を
裨
益
せ

ら
れ
ん
こ
と
希
望
に
堪
へ
ず
。

村
瀬
玄
中
は
明
治
四
十
三
年
か
ら
の
整
理
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
大
坂
城

落
城
以
降
開
い
た
こ
と
の
な
い
長
持
が
尾
張
徳
川
家
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
整
理

で
開
か
れ
た
と
い
う
。
箒
庵
は
美
術
館
を
設
け
て
名
器
を
飾
っ
て
ほ
し
い
と
記
し
て
お
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三
〇

り
、
こ
こ
に
尾
張
徳
川
家
に
対
し
て
美
術
館
設
立
の
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。

　
　
　

二　

明
倫
博
物
館
閉
鎖
の
意
図

徳
川
義
宣
が
記
す
通
り
、
尾
張
徳
川
家
は
徳
川
美
術
館
設
立
以
前
に
私
立
博
物
館
を

運
営
し
て
い
た
。
そ
の
博
物
館
は
、
愛
知
医
学
校
教
授
・
奈
良
坂
源
一
郎（
一
八
五
四
～

一
九
三
四
）が
主
催
し
た
名
古
屋
市
門
前
町
七
寺
に
あ
っ
た
愛
知
教
育
博
物
館
を
前
身
と

し
、
明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）十
一
月
に
尾
張
徳
川
家
大
曽
根
邸
の
敷
地
脇
で
開
館

し
た
。
本
稿
で
も
徳
川
義
宣
に
倣
い
便
宜
上
、
こ
の
博
物
館
を
「
明
倫
博
物
館
」
と
呼

称
す
る
。
博
物
館
に
は
研
究
館
・
陳
列
館
の
二
棟
が
あ
り
、
鉱
物
標
本
千
三
百
四
十
余

種
・
植
物
標
本
千
六
百
余
種
、
動
物
標
本
二
千
余
種
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
他
、
鳥
獣
が

飼
育
さ
れ
、
周
囲
に
は
植
物
分
科
園
・
温
室
な
ど
も
併
設
さ
れ
て
い
た
。

徳
川
義
宣
が
推
測
し
た
通
り
、
明
倫
博
物
館
研
究
館
は
旧
愛
知
英
語
学
校
で
「
異

人
館
」
と
市
民
に
呼
ば
れ
て
い
た
外
国
教
諭
の
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物

が
愛
知
教
育
博
物
館
を
経
て
移
設
さ
れ
、
尾
張
本
草
学
の
祖
と
言
わ
れ
る
伊
藤
圭
介

（
一
八
〇
三
～
一
九
〇
一
）の
筆
に
な
る
「
博
物
研
究
館
」
の
額
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
明

治
十
九
年
に
発
足
し
た
随
意
会
を
嚆
矢
と
し
、
浪
越
博
物
会
・
愛
知
教
育
博
物
館
そ
し

て
明
倫
博
物
館
へ
と
変
化
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
額
に
秘
め
ら
れ
た
尾
張
本
草
学
の
系

譜
で
あ
る
と
い
う
思
い
は
、
こ
の
施
設
の
存
在
意
義
と
し
て
終
始
一
貫
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）四
月
に
開
校
し
た
徳
川
家
立
明
倫
中
学
校
の
附
属
施
設

と
し
て
、
同
三
十
四
年
十
一
月
に
開
館
し
た
明
倫
博
物
館
は
、
同
三
十
七
年
七
月
九

日
の
暴
風
雨
で
研
究
館（
旧
愛
知
外
国
語
学
校
）が
大
破
損
し
、
学
校
の
予
算
で
は
と
て

も
修
繕
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
同
三
十
八
年
、
明
倫
博
物
館
は
急
遽
尾
張
徳
川
家

直
営
と
さ
れ
、
修
理
が
行
わ
れ
た
。
無
事
に
再
開
館
し
た
の
は
同
四
十
二
年
三
月
で
あ

り
、
四
月
十
六
日
よ
り
再
び
明
倫
中
学
校
の
附
属
と
な
っ
た
。
し
か
し
大
正
元
年
九
月

二
十
三
日
、
名
古
屋
は
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
、
博
物
館
も
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

明
倫
中
学
校
校
長
・
森
本
清
蔵
は
学
校
の
予
算
剰
余
金
か
ら
修
繕
費
を
出
す
承
諾
を
校

主
徳
川
義
親
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
再
三
の
被
害
を
受
け
な
が
ら
、
運
営
形
態

を
変
更
し
て
ま
で
持
続
さ
せ
て
き
た
様
子
か
ら
判
明
す
る
通
り
、
明
倫
博
物
館
は
尾
張

徳
川
家
の
中
心
事
業
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
明
倫
中
学
校
も
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
明
倫
博
物
館
と
明
倫
中
学
校
の
譲
渡
が
大
正
六
年（
一
九
一
七
）十
一
月
に
発
表

さ
れ
た
。

　
　
　

徳
川
侯
明
倫
中
学
を
愛
知
県
へ
寄
附
す

　
　
　
　
　
　

─
「
明
倫
」
の
名
永
久
に
冠
せ
ら
れ
ん

旧
藩
主
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
、
愛
知
一
中
と
肩
を
並
べ
て
十
数
年
幾
多
の
学
生
を

要
請
し
て
来
た
明
倫
中
学
校
は
、
愈
々
来
年
度
か
ら
校
主
た
る
徳
川
侯
爵
家
の
手

を
離
れ
て
、
愛
知
県
の
手
に
移
り
県
立
中
学
校
た
る
べ
く
、
八
月
県
参
事
会
に
提

出
さ
れ
た
愛
知
県
明
年
度
予
算
案
に
学
校
増
設
費
と
し
て
四
十
二
万
円
を
計
上
さ

れ
た
事
は
別
項
所
載
の
如
く
で
あ
る
が
、
明
倫
中
学
は
私
立
と
し
て
は
最
も
完
備

し
た
中
学
校
で
、
明
倫
堂
武
揚
学
校
の
跡
を
継
い
だ
歴
史
あ
る
学
校
で
あ
る（
後

略
）（
句
読
点
筆
者
） 

（『
新
愛
知
』　

大
正
六
年
十
一
月
十
日
）

尾
張
徳
川
家
で
は
同
年
六
月
十
六
日
に
東
京
麻
布
本
邸
で
開
催
さ
れ
た
通
常
御
相
談

会
で
、
大
正
六
年
決
算
と
共
に
「
明
倫
中
学
校
ヲ
県
ヘ
譲
渡
ニ
付
キ
交
渉
ス
ル
コ
ト
」

が
決
議
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
松
井
知
事
と
合
意
に
達
し
た
の
が
、
こ
の
新
聞

報
道
の
直
前
十
一
月
七
日
で
あ
っ
た
。
譲
渡
に
当
た
っ
て
は
校
舎
の
他
、
経
常
費
と
し

て
年
一
万
二
千
円
を
十
年
間
寄
附
し
、
五
年
以
内
に
別
地
に
移
転
す
る
こ
と
、
ま
た

（
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倫
博
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三
一

「
明
倫
中
学
校
」
の
名
称
は
歴
史
的
背
景
か
ら
そ
の
ま
ま
と
し
て
変
更
し
な
い
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
。
家
令
で
あ
る
堀
は
中
学
校
を
寄
附
す
る
理
由
と
し
て
①
私
立
で
の
運
営

は
良
教
師
を
得
る
の
に
甚
だ
不
便
で
あ
る
、
②
中
学
校
は
県
当
局
が
為
す
べ
き
事
で
あ

り
私
立
で
経
営
す
る
特
別
な
理
由
が
な
い
、
③
東
京
に
生
物
学
研
究
所
を
建
設
中
で
あ

り
、
こ
の
種
の
研
究
所
は
国
家
で
未
だ
設
備
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
ち
ら

に
全
力
を
注
ぐ
方
が
教
育
上
も
学
界
に
も
有
益
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
明
倫
中
学
校
の
事
ば
か
り
が
記
さ
れ
、
明
倫
博
物
館
に
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
博
物
館
は
当
時
明
倫
中
学
校
附
属
で
あ
っ
た
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
県

へ
移
管
す
る
方
針
が
た
て
ら
れ
、
器
械
備
品
も
全
て
愛
知
県
に
寄
附
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
続
く
愛
知
県
と
の
取
り
決
め
の
中
で
、
県
は
大
正
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

博
物
館
と
中
学
校
の
移
転
地
を
準
備
し
移
転
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
。

明
倫
中
学
校
の
譲
渡
は
実
際
に
は
こ
の
報
道
通
り
に
は
い
か
ず
、
愛
知
県
に
寄
贈
さ

れ
た
の
は
大
正
八
年
四
月
で
あ
っ
た
。
ま
た
愛
知
県
は
移
転
地
及
び
移
転
予
算
が
確
保

出
来
ず
、
同
十
二
年
に
な
り
明
倫
中
学
校
の
校
舎
敷
地
の
譲
渡
を
希
望
し
た
。
結
果
、

明
倫
中
学
校
の
敷
地
は
譲
渡
さ
れ
、
移
動
場
所
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
明
倫
博
物
館
は

閉
鎖
と
な
り
、
丹
頂
鶴
を
飼
育
し
、
舶
来
野
菜
や
水
族
植
物
等
を
栽
培
し
果
樹
園
・
温

室
ま
で
設
営
さ
れ
て
い
た
広
大
な
植
物
園
も
な
く
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
倫
中
学
校
と
明
倫
博
物
館
を
手
放
し
た
理
由
と
し
て
、
徳
川
義
宣
は
①
生
物
学
研

究
所
の
発
足
に
よ
り
明
倫
中
学
校
附
属
博
物
館
事
業
の
徳
川
家
全
事
業
に
お
け
る
位
置

が
相
対
的
に
低
下
し
た
こ
と
、
②
博
物
館
に
於
け
る
研
究
事
業
の
一
部
が
一
層
高
度
な

専
門
的
研
究
事
業
と
し
て
、
新
た
な
生
物
学
研
究
所
に
継
承
さ
せ
る
体
制
と
な
っ
た
こ

と
と
推
測
し
た
。

義
親
は
大
正
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
植
物
学
科
を
卒
業
し
た
の
を
機
に
自

ら
の
研
究
の
場
と
し
て
、
自
邸
で
あ
る
麻
布
富
士
見
町
邸
内
に
植
物
学
研
究
室
を
設
立

し
て
い
た
。
こ
れ
を
拡
大
し
て
生
物
学
研
究
所
に
す
る
構
想
が
あ
る
こ
と
は
、
同
五
年

六
月
十
五
日
に
新
聞
記
事
と
な
っ
た
。
同
年
十
二
月
に
は
生
物
学
研
究
所
用
地
と
し
て

東
京
の
荏
原
郡
平
塚
村
小
山
に
土
地
が
購
入
さ
れ
、
同
研
究
室
は
翌
六
年
七
月
に
徳
川

生
物
学
研
究
所
と
改
称
さ
れ
た
。
二
百
十
二
・
五
坪
の
研
究
所
建
物
が
新
築
さ
れ
、
同

七
年
四
月
に
開
所
、
自
邸
内
に
置
か
れ
て
い
た
器
具
が
移
管
さ
れ
、
徳
川
所
主
と
桑
田

義
備
の
二
人
で
の
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
明
倫
博
物
館
に
代
わ
り
、
徳
川
生
物
学
研

究
所
が
尾
張
徳
川
家
事
業
の
主
軸
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

方
針
転
換
は
そ
れ
の
み
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
、
尾
張
徳
川
家
の
運
営
方
針
に
は
大

き
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
明
倫
博
物
館
閉
鎖
、
生
物
学
研
究
所
の
創
設
に
加
え
て
、

尾
張
徳
川
家
本
籍
の
東
京
移
動
、
名
古
屋
に
お
け
る
美
術
館
設
立
発
表
、
そ
し
て
不
動

産
・
美
術
品
処
分
で
あ
る
。

尾
張
徳
川
家
第
十
八
代
義
禮
は
明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）九
月
以
降
大
曽
根
邸
で

暮
ら
し
た
が
、
十
九
代
義
親
は
養
子
に
入
っ
た
当
初
か
ら
東
京
で
暮
ら
し
続
け
、
初
め

夫
人
米
子
と
水
道
端
邸
に
住
し
、
大
正
二
年
七
月
十
一
日
に
麻
布
富
士
見
町
の
新
邸
に

移
転
し
た
。
こ
の
時
点
で
義
親
は
東
京
で
暮
ら
す
こ
と
を
決
意
し
た
ら
し
く
、
尾
張
徳

川
家
事
務
所
を
東
京
に
移
転
さ
せ
、
同
九
年
八
月
一
日
、
本
籍
を
名
古
屋
・
大
曽
根
邸

か
ら
東
京
・
麻
布
邸
に
移
動
さ
せ
た
。

大
正
六
年
以
降
、
尾
張
徳
川
家
が
名
古
屋
に
所
有
し
て
い
た
土
地
の
整
理
が
大
々
的

に
行
わ
れ
た
。
樋
ノ
口
町
の
貸
家
処
分（
大
正
六
年
）、
鉄
道
省
の
大
曽
根
新
出
来
町
土

地
売
却（
大
正
八
年
）、
そ
れ
に
伴
い
不
要
と
な
っ
た
役
宅
も
売
却
さ
れ
た
。
同
八
年
九

月
に
は
新
出
来
町
東
御
邸
は
取
り
壊
さ
れ
、
二
代
光
友
所
縁
の
居
間
は
移
築
さ
れ
た
。

同
年
十
二
月
の
臨
時
御
相
談
人
会
で
は
「
名
古
屋
邸
建
物
整
理
ト
シ
テ
此
際
別
紙
図

面
ノ
不
要
建
物
ヲ
売
却
ス
ル
事
」
が
決
ま
り
、
御
神
間
・
前
侯
爵
様（
義
禮
）御
居
間
・

菊
印
様（
義
禮
夫
人
良
子
）御
居
間
・
女
中
部
屋
ノ
一
・
同
二
・
女
中
詰
所
・
役
宅
・
物

（
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三
二

置
の
総
建
坪
四
百
四
十
一
坪
一
合
五
勺
五
才
の
処
分
が
決
ま
り
、
同
十
年
に
は
宝
蔵

一
棟
が
覚
王
山
日
泰
寺
に
、
ま
た
一
部
は
載
恩
会
に
寄
附
さ
れ
た
。
同
十
一
年
に
は

四
万
六
千
坪
も
の
土
地
が
尾
陽
土
地
会
社
に
売
却
さ
れ
、
翌
年
に
は
大
曽
根
邸
の
神
殿

が
長
栄
寺
に
寄
附
さ
れ
た
。
明
倫
中
学
校
と
明
倫
博
物
館
の
譲
渡
の
際
に
同
十
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
移
転
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
は
、
同
様
に
土
地
が
処
分
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
整
理
の
結
果
、
名
古
屋
で
は
必
要
最
低
限

に
ま
と
め
ら
れ
た
大
曽
根
邸
が
整
備
さ
れ
、
次
項
で
述
べ
る
通
り
、
大
正
九
年
一
月
に

は
名
古
屋
に
美
術
館
を
建
設
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
美
術
館
設
立
資
金

獲
得
を
目
的
と
し
て
不
要
な
美
術
品
を
処
分
す
る
入
札
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
明
倫
中
学
校
と
明
倫
博
物
館
の
閉
鎖
は
、
次
に
続
く
新
事

業
へ
の
変
換
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
倫
博
物
館
閉
鎖
時
点
で
生
物
学
研
究
所
の

設
立
と
名
古
屋
で
の
美
術
館
建
設
は
既
に
決
定
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
義
親

は
日
々
自
分
が
行
う
生
物
学
の
研
究
を
東
京
の
充
実
し
た
環
境
で
行
い
、
そ
れ
に
対
し

て
名
古
屋
で
行
う
事
業
と
し
て
美
術
館
を
念
頭
に
置
き
、
土
地
家
屋
の
整
理
を
敢
行
し

た
。
冒
頭
で
述
べ
た
堀
家
令
の
家
政
改
革
は
、
義
親
を
冠
す
る
尾
張
徳
川
家
の
方
針
に

基
づ
く
こ
の
よ
う
な
土
地
整
理
も
含
ん
だ
大
々
的
な
改
革
で
あ
り
、
そ
の
実
行
者
が
堀

家
令
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

三　

美
術
館
建
設
決
定
と
資
金
確
保

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）一
月
十
二
日
に
義
親
の
発
言
が
広
く
新
聞
を
賑
わ
し
た
。
全

国
各
紙
に
尾
張
徳
川
家
の
宝
物
を
公
開
す
る
博
物
館
が
名
古
屋
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
が

報
道
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

尾
州
家
の
宝
物
公
開

─
義
親
侯
の
企　

博
物
館
を
立
つ

旧
尾
州
名
古
屋
藩
主
侯
爵
徳
川
義
親
氏
は
、
少
壮
理
学
者
と
し
て
博
士
に
も
擬
せ

ら
れ
居
る
程
の
人
な
る
が
、
同
家
に
珍
蔵
す
る
名
書
画
、
骨
董
、
武
器
類
を
徒
に

死
蔵
す
る
は
本
意
に
非
ず
と
な
し
近
く
数
十
万
円
を
投
じ
て
旧
藩
地
名
古
屋
に
私

立
博
物
館
を
建
設
し
博
く
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
事
と
な
り
目
下
其
計
画
準
備
中

な
る
が
公
開
の
上
は
同
好
家
の
参
考
と
な
る
外
美
術
界
歴
史
界
を
裨
益
す
る
事
大

な
る
べ
し
。 

（『
読
売
新
聞
』
大
正
九
年
一
月
十
二
日
朝
刊
）

　
　
　

徳
川
義
親
侯
が
博
物
館
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
五
十
万
円
乃
至
百
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
内
大
曽
根
本
邸
内
に

華
冑
界
の
少
壮
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
る
徳
川
義
親
侯
が
同
家
に
珍
蔵
さ
れ
居
る

源
氏
絵
巻
五
十
四
巻
を
初
め
と
し
て
多
数
の
書
画
骨
董
武
器
類
を
徒
ら
に
私
蔵
す

る
は
不
本
意
な
り
と
し
旧
藩
地
な
る
名
古
屋
の
大
曽
根
邸
内
に
私
立
博
物
館
を
建

設
し
て
之
を
一
般
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
事
と
し
目
下
其
準
備
計
画
中
な
る
が
落

成
し
た
上
は
歴
史
界
及
び
美
術
界
に
裨
益
す
る
所
は
甚
だ
少
く
な
い
で
あ
ら
う
右

に
就
き
侯
爵
は
語
る
『
予
算
は
五
十
万
円
許
り
か
ゝ
る
か
乃
至
は
百
万
円
と
云
ふ

所
で
す
尤
も
是
ま
で
も
年
に
一
度
位
は
名
古
屋
の
本
邸
の
方
で
は
書
画
や
刀
剣
の

類
や
其
の
他
の
宝
物
を
陳
列
し
て
一
般
の
志
望
者
に
見
せ
て
は
居
た
が
一
寸
の
間

の
事
と
て
折
角
に
見
や
う
と
云
ふ
人
達
に
も
其
の
意
を
充
た
す
事
が
出
来
な
い
と

云
ふ
や
う
な
気
の
毒
に
思
っ
て
居
た
の
が
一
つ
と
大
き
く
そ
し
て
永
久
的
に
見
せ

た
い
と
考
へ
た
事
と
が
動
機
で
あ
る
何
時
頃
何
処
に
建
築
す
る
か
開
館
ま
で
ど
れ

位
か
ゝ
る
か
は
判
ら
な
い
大
体
の
所
は
腹
の
中
に
充
分
纏
め
て
居
る
心
算
で
あ

る
。
陳
列
せ

（
マ
マ
）や
う
と
云
ふ
の
は
全
部
で
一
万
点
も
あ
る
だ
ら
う
。
其
の
中
に
刀
剣

類
が
最
も
多
く
し
て
彼
是
八
百
口
も
あ
る
。
其
の
中
に
は
日
本
中
に
二
、
三
口
し

（
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三
三

か
無
い
て
ふ
工
（
不
動
カ
）
藤
正
宗
も
あ
る
又
有
名
な
の
は
南
泉
和
尚
が
禅
問
答
の
中
に
猫
を

叩
き
切
っ
た
と
云
ふ
南
泉
正
（
一
文
字
カ
）
宗
が
あ
る
か
と
見
る
と
大
昔
使
っ
た
鉈
の
や
う
な
不

細
工
な
も
の
も
あ
り
研
究
者
に
取
っ
て
は
好
い
資
料
と
な
る
訳
で
あ
る
書
画
も
あ

る
が
現
に
絵
巻
物
も
ま
あ
誇
り
と
す
る
に
足
る
も
の
も
あ
る
さ
て
是
等
の
貯
蔵
品

の
保
存
で
あ
る
が
火
災
の
予
防
は
自
信
は
あ
る
が
湿
気
と
光
線
の
具
合
が
骨
が
折

れ
る
博
物
館
な
ど
の
湿
気
を
防
ぐ
方
法
は
余
り
感
心
し
な
い
要
は
一
定
の
湿
度
を

保
つ
の
が
大
切
な
の
だ
か
ら
私
の
考
へ
で
は
乾
燥
し
た
空
気
を
送
り
室
内
の
空
気

を
遮
断
し
置
く
の
で
あ
る
、
ま
た
光
線
が
問
題
で
是
は
直
接
日
に
当
て
な
い
で
電

気
を
利
用
し
た
い
と
思
ふ
。
畢
竟
最
進
科
学
を
利
用
し
て
陳
列
法
に
は
私
の
理
想

を
実
際
に
遣
り
た
い
希
望
で
あ
る
云
々
』（
東
京
電
話
）

（『
名
古
屋
新
聞
』　

大
正
九
年
一
月
十
二
日
）

こ
の
報
道
は
前
年
の
同
八
年
十
二
月
十
六
日
、
東
京
・
麻
布
邸
で
開
催
さ
れ
た
尾
張

徳
川
家
の
臨
時
御
相
談
人
会
の
内
容
を
受
け
て
発
表
さ
れ
た
。
御
相
談
人
会
に
は
加
藤

高
明
・
成
瀬
正
雄
・
横
井
時
儀
・
八
代
六
郎
・
佐
藤
鋼
次
郎
・
間
島
弟
彦
・
海
部
昂
蔵

が
出
席
し
、
他
の
六
件
の
議
案
と
共
に
、「
美
術
館
ノ
建
設
資
金
及
其
維
持
費
ヲ
得
ル

為
メ
什
器
ノ
一
部
分
ヲ
売
却
ス
ル
事
」
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。
つ
ま
り
美
術
館
の
設
立

資
金
確
保
の
た
め
、
什
器
売
却
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
御
相
談
人
会
の
記
録

に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
た
什
器
整
理
に
よ
り
作
品
は
一
万
二

千
百
四
十
九
点
と
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
内
、
同
一
品
で
重
複
す
る
作
品
、
ま
た
は
「
什

器
と
し
て
存
ス
ベ
キ
価
値
少
シ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
」
を
売
却
し
、
そ
の
収
入
を
以
て
「
保

存
ス
ベ
キ
美
術
品
ヲ
陳
列
」
す
る
美
術
館
を
建
設
し
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

御
相
談
人
会
の
決
議
を
受
け
て
年
明
け
か
ら
、
尾
張
徳
川
家
で
は
入
札
に
向
け
て
慌

た
だ
し
く
準
備
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
高
橋
箒
庵
の
日
記
『
萬
象
録
』
及
び
堀
家
令

と
大
曽
根
邸
を
司
る
家
令
・
桜
井
武
愷
と
の
往
復
書
簡
か
ら
判
明
す
る
。
当
初
堀
は
入

札
の
時
期
を
大
正
九
年
秋
と
考
え
、
そ
れ
に
向
け
て
御
相
談
人
か
ら
数
名
の
委
員
を
嘱

託
し
て
名
古
屋
の
道
具
係
と
相
談
さ
せ
、
売
却
す
る
作
品
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
た
。
し
か
し
義
親
と
箒
庵
の
意
見
に
よ
り
日
程
は
大
幅
に
早
ま
り
、
第
一
回
入

札
は
同
年
四
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
を
す
こ
し

詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

箒
庵
の
も
と
に
は
年
明
け
早
々
か
ら
三
井
銀
行
常
務
取
締
役
・
間
島
弟
彦（
一
八
七
一

～
一
九
二
八
）及
び
水
戸
徳
川
家
当
主
・
徳
川
圀
順
侯
爵（
一
八
八
六
～
一
九
六
九
、
昭
和
四

年
に
公
爵
に
陞
爵
）か
ら
、
尾
張
徳
川
家
の
入
札
の
世
話
を
し
て
ほ
し
い
と
内
々
に
話
が

き
て
い
た
。
正
式
な
依
頼
は
一
月
九
日
付
の
堀
か
ら
の
書
簡
と
い
う
形
で
到
着
し
た
。

そ
の
内
容
は
今
度
尾
張
徳
川
家
で
は
書
画
器
具
を
売
却
す
る
の
で
一
度
お
目
に
掛
か
り

御
指
図
を
い
た
だ
き
た
い
。
二
十
日
頃
名
古
屋
か
ら
帰
京
す
る
の
で
お
目
に
掛
か
り
た

い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
箒
庵
は
そ
の
日
午
前
に
郷
家
入
札
の
相
談
で
来
宅
し
た
川

部
利
吉
に
対
し
て
、
尾
張
徳
川
家
の
入
札
が
上
半
期
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
四

～
五
月
頃
両
国
美
術
倶
楽
部
を
仮
押
さ
え
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

二
十
一
日
、
堀
は
箒
庵
を
訪
ね
た
。
今
度
美
術
館
を
設
立
す
る
に
当
た
り
、
所
蔵
道

具
中
の
一
割
ま
た
は
一
割
五
分
を
整
理
売
却
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
そ
の
売
却
世
話

方
一
切
を
依
頼
し
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
箒
庵
は
「
経
済
社
会
の
変
態
を
呈
せ

ざ
る
間
に
少
し
も
早
く
入
札
を
実
行
せ
ら
る
べ
く
勧
告
」
し
た
。
月
末
か
或
は
遅
く
と

も
来
月
初
旬
中
に
札
元
を
定
め
て
下
検
分
を
し
、
三
月
下
旬
ま
た
は
四
月
上
旬
に
第
一

回
、
五
月
ま
た
は
六
月
に
第
二
回
入
札
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
箒
庵
は
提
案
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
堀
は
そ
の
内
容
を
す
ぐ
桜
井
武
愷
に
伝
え
、
二
月
十
五
日
ま
で
に
作
品
の

取
り
調
べ
を
行
う
よ
う
指
示
し
た
。
翌
日
に
は
箒
庵
は
再
び
川
部
利
吉
を
呼
び
、
尾
張

徳
川
家
入
札
が
決
ま
っ
た
の
で
両
国
美
術
倶
楽
部
の
予
定
を
確
認
し
、
四
月
中
に
一
回

入
札
を
挙
行
す
る
準
備
を
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
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三
四

大
曽
根
邸
の
道
具
係
は
日
程
が
早
ま
り
困
惑
し
、
第
三
部
に
属
す
る
品
は
道
具
係
で

も
選
定
で
き
る
が
第
二
部
以
上
の
作
品
は
取
捨
に
迷
う
の
で
至
急
ど
な
た
か
派
遣
し
て

欲
し
い
と
の
依
頼
を
堀
宛
て
に
連
絡
し
た
。
し
か
し
そ
の
委
員
委
嘱
を
義
親
は
採
用
し

な
か
っ
た
。
義
親
は
自
分
と
箒
庵
が
名
古
屋
に
行
く
際
に
で
も
、
前
家
令
・
海
部
昂
蔵

を
同
道
す
れ
ば
良
い
と
い
う
の
み
で
あ
り
、
堀
は
御
相
談
人
の
加
藤
高
明
・
阪
本
釤
之

助
・
海
部
昂
蔵
と
協
議
し
、
す
ぐ
に
委
員
を
派
遣
す
る
の
は
無
理
な
の
で
、
と
り
あ
え

ず
二
部
の
作
品
選
定
に
と
り
か
か
り
、
す
こ
し
多
め
に
選
ん
で
お
く
よ
う
頼
ん
で
い

る
。二

月
四
日
、
大
曽
根
邸
か
ら
は
第
三
部
に
属
す
る
作
品
の
仕
訳
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
で

途
中
経
過
が
報
告
さ
れ
、
売
却
す
る
作
品
は
第
三
部
か
ら
七
百
点
、
こ
の
内
東
京
に
持

ち
出
す
の
は
二
百
点
と
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
堀
は
二
百
点
で
は
あ
ま
り
に
少

な
い
、
当
家
の
売
立
で
二
十
万
円
か
三
十
万
円
の
売
り
上
げ
で
は
世
間
に
対
し
て
「
ガ

ラ
ク
タ
」
だ
け
を
出
品
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
い
か
が
か
と
思
う
、
も
う
す
こ

し
増
や
す
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。
結
果
第
三
部
か
ら
は
千
二
百
十
三
点
が
選
ば
れ

た
と
い
う
。

十
三
日
に
な
っ
て
、
義
親
の
名
古
屋
入
り
は
二
十
日
、
箒
庵
と
美
術
商
は
二
十
六
日

に
下
検
分
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
日
程
と
同
時
に
、
下
検
分
の
際
に
は
札
元

十
六
人
に
手
伝
い
を
加
え
た
総
勢
四
十
人
に
対
し
て
弁
当
を
出
す
こ
と
、
箒
庵
が
名
古

屋
で
「
名
古
屋
紳
士
」
に
応
援
を
頼
む
宴
会
を
開
催
す
る
の
で
義
親
や
堀
も
参
加
す
る

こ
と
、
名
物
と
い
え
る
作
品
を
加
え
て
入
札
品
の
重
み
を
加
え
る
こ
と
、
入
札
は
今
回

限
り
と
す
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
作
品
を
出
す
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

こ
の
内
容
を
記
し
た
堀
の
手
紙
を
受
け
て
、
十
五
日
桜
井
は
慌
て
て
返
書
を
し
た
た

め
た
。
二
十
日
に
御
当
主
様
御
帰
名
は
確
か
に
承
り
ま
し
た
、
そ
の
日
ま
で
に
は
な
ん

と
か
一
通
り
の
選
定
が
終
了
し
ま
す
、
し
か
し
そ
れ
は
一
通
り
の
調
査
終
え
た
ま
で

で
、
侯
爵
様
に
ご
確
認
い
た
だ
い
た
上
で
美
術
商
に
見
せ
る
ま
で
に
は
目
録
を
作
る
必

要
が
あ
り
、
二
部
と
三
部
の
作
品
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
札
を
張
り
替
え
る
作
業
が
必

要
と
思
い
ま
す
、
美
術
商
が
二
十
五
日
に
来
る
の
で
は
徳
川
家
に
と
っ
て
都
合
良
い
目

録
を
作
る
こ
と
が
不
可
能
で
す
、
こ
れ
ま
で
申
し
あ
げ
た
事
情
を
す
こ
し
も
斟
酌
す
る

こ
と
な
く
こ
の
よ
う
に
進
行
す
る
と
は
、
什
器
係
一
同
と
て
も
安
心
で
き
ず
責
任
も
負

え
ま
せ
ん
と
い
う
批
判
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
十
七
日
、
堀
は
桜
井
に
再
び

手
紙
を
し
た
た
め
た
。
美
術
商
の
出
名
を
二
三
日
延
期
し
て
は
と
侯
爵
に
申
し
あ
げ
た

が
、
お
聞
き
い
れ
な
く
、
五
日
間
で
で
き
る
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
、
箱
の
札
は
い
ち
い

ち
取
ら
な
く
て
も
上
に
紙
を
貼
れ
ば
良
い
、
目
録
も
評
価
の
時
ま
で
に
調
製
す
る
必
要

は
な
い
と
の
こ
と
だ
、
什
器
係
の
皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
が
、
侯
爵
様
は
一
端
決
め

る
と
変
更
す
る
と
は
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
方
で
あ
る
と
、
な
だ
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
事
業
を
進
め
且
つ
判
断
し
て
い
る
の
は
義
親
自
身

で
あ
り
、
堀
は
調
整
役
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

十
八
日
午
前
、
堀
は
箒
庵
を
訪
ね
、
美
術
商
の
名
古
屋
入
り
の
延
期
を
申
し
入
れ

た
。
当
初
の
入
札
期
日
は
四
月
二
十
日
前
後
だ
っ
た
が
五
月
に
延
期
さ
れ
て
い
る
の
で

下
検
分
も
延
期
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
、
ち
ょ
う
ど
箒
庵
宅
を
訪
れ
て
い
た
川
部
利
吉

と
も
相
談
の
上
、
三
月
五
日
に
延
期
を
決
め
た
。
す
ぐ
に
堀
は
日
時
延
期
を
電
報
と
書

状
で
桜
井
に
伝
え
た
。
二
十
日
に
な
り
、
御
相
談
人
長
・
加
藤
高
明
の
意
見
に
よ
り
更

に
日
時
は
延
期
さ
れ
た
。
加
藤
は
直
ち
に
美
術
商
に
評
価
さ
せ
る
と
い
う
の
は
軽
率
に

過
ぎ
る
と
意
見
し
、
箒
庵
と
美
術
商
の
評
価
は
無
期
延
期
と
さ
れ
た
。

三
月
十
五
日
に
堀
は
箒
庵
に
こ
の
延
期
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
道
具
売
却
は
評

議
員
会
で
決
定
し
た
が
、
そ
の
後
は
「
侯
爵
の
独
裁
を
以
て
決
行
」
し
て
き
た
の
で
評

議
員
中
よ
り
異
説
が
で
て
、
事
を
慎
重
に
札
元
の
評
価
表
を
評
議
員
会
に
出
し
評
決
を

経
て
初
め
て
入
札
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
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三
五

る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
ま
ず
箒
庵
単
独
で
の
下
見
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
翌
々
日

十
七
日
に
箒
庵
は
下
見
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
十
六
日
夕
刻
、
名
古
屋
に
着
い
て
す

ぐ
に
、
箒
庵
は
名
古
屋
の
数
寄
者
と
し
て
知
ら
れ
る
富
田
重
助（
一
八
七
二
～
一
九
三
三
）

に
面
会
し
た
。
富
田
は
既
に
入
札
に
付
す
る
作
品
を
既
に
一
覧
し
て
お
り
、
以
下
の
通

り
述
べ
た
と
い
う
。

名
品
は
世
襲
な
り
と
て
出
品
せ
ず
、
又
世
襲
外
の
品
は
他
日
美
術
館
設
立
の
際
備

品
と
し
て
必
要
な
り
と
て
一
切
出
品
せ
ざ
る
に
依
り
、
点
数
は
約
千
六
百
点
な
れ

ど
も
大
抵
瓦
落
多
の
み
な
れ
ば
、
拙
者
は
徳
川
義
親
侯
に
向
ひ
斯
か
る
御
道
具
の

売
立
に
て
は
世
話
人
た
る
高
橋
氏
が
大
に
迷
惑
す
べ
し
と
直
言
し
た
る
程
な
り
と

云
ふ
。

こ
れ
に
対
し
て
箒
庵
は
実
際
に
見
て
か
ら
判
断
す
る
と
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
。
翌
日

九
時
に
大
曽
根
邸
に
向
か
っ
た
箒
庵
は
千
六
百
点
の
品
物
を
通
覧
し
、「
約
百
点
は
見

る
べ
き
も
の
な
れ
ど
万
円
以
上
に
達
す
る
も
の
は
数
点
、
売
上
高
五
十
万
円
前
後
」
と

判
断
し
て
い
る
。
尾
張
徳
川
家
の
入
札
と
聞
い
て
札
元
の
希
望
が
多
く
、
こ
の
時
点
で

十
七
名
に
ま
で
膨
ら
ん
で
い
た
が
、「
甚
だ
当
惑
の
至
り
な
れ
ど
も
今
更
如
何
と
も
す

る
能
は
ず
、
明
か
に
其
事
情
を
各
札
元
に
通
じ
て
彼
等
が
利
益
の
多
少
に
拘
ら
ず
此
入

札
会
を
決
行
す
る
の
外
な
か
る
べ
し
。
畢
竟
余
が
入
札
品
の
実
体
を
見
届
け
ざ
る
に
先

（
マ
マ
）

ち
札
元
を
作
り
た
る
が
大
失
策
に
て
、
後
来
呉
れ
〳
〵
も
此
点
に
注
意
せ
ざ
る
可
ら
ず

と
覚
れ
り
」
と
後
悔
し
て
い
る
。

三
月
二
十
六
日
に
は
札
元
二
十
名
で
の
下
検
分
が
行
わ
れ
た
。
箒
庵
の
想
定
通
り
、

総
売
上
高
は
五
十
万
円
と
さ
れ
た
。
箒
庵
は
そ
の
後
も
間
島
弟
彦
に
、
札
元
が
二
十
名

に
達
し
て
し
ま
っ
た
の
で
評
議
員
会
で
な
る
べ
く
多
く
出
品
さ
れ
る
よ
う
運
動
し
て
欲

し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
年
五
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
入
札
は
財
界
不
況
の
た
め
延
期
し
た
方
が
良

い
と
判
断
さ
れ
た
。
秋
に
は
入
札
を
再
設
定
す
る
動
き
も
あ
っ
た
が
、
反
対
意
見
が
出

た
の
で
あ
ろ
う
、
実
際
に
入
札
が
行
わ
れ
た
の
は
翌
大
正
十
年（
一
九
二
一
）十
一
月
で

あ
っ
た
。

入
札
は
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
た
通
り
、
高
額
が
推
定
さ
れ
る
作
品
四
百
四
十
五
点
が

東
京
に
運
ば
れ
て
大
正
十
年
十
一
月
七
日
東
京
美
術
倶
楽
部
で
、
東
京
に
運
ぶ
必
要
は

な
い
と
判
断
さ
れ
た
作
品
千
六
十
四
点
が
翌
週
十
一
月
十
七
日
に
名
古
屋
美
術
倶
楽
部

で
入
札
さ
れ
た
。
東
京
に
出
品
さ
れ
た
作
品
の
内
訳
は
雪
舟
・
一
休
・
定
家
・
俊
成
と

い
っ
た
名
を
冠
す
る
掛
軸
六
十
四
点
・
屏
風
六
点
・
巻
物
十
二
点
・
茶
碗
三
十
三
点
・

茶
入
三
十
八
点
・
茶
杓
二
十
三
点
・
香
合
二
十
四
点
・
香
炉
八
点
・
花
入
十
五
点
・
文

房
具
十
三
点
・
そ
の
他
鏡
台
や
食
器
・
輿
と
い
っ
た
内
容
、
名
古
屋
に
は
オ
ル
ゴ
ー
ル

や
長
持
・
戸
棚
・
欄
間
・
鉢
・
簾
な
ど
、
堀
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
ガ
ラ
ク
タ
」
に
当

た
る
と
思
わ
れ
る
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。
札
元
は
東
京
か
ら
山
澄
商
店
・
中
村
好

古
堂
・
梅
澤
安
蔵
・
川
部
商
会
・
多
門
店
・
本
山
幽
篁
堂
・
伊
丹
信
太
郎
・
池
田
慶
次

郎
、
京
都
か
ら
林
新
助
・
土
橋
永
昌
堂
・
服
部
來
々
堂
、
大
阪
か
ら
戸
田
彌
七
・
山
中

吉
郎
兵
衛
・
池
戸
宗
三
郎
・
春
海
商
店
、
名
古
屋
か
ら
野
崎
久
兵
衛
・
米
萬
商
店
・
山

田
百
華
堂
・
味
岡
由
兵
衛
・
伊
藤
喜
兵
衛
・
横
山
守
雄
・
長
谷
川
長
宜
堂
の
二
十
二

人
、
総
売
上
高
は
五
十
七
万
二
千
円
と
な
っ
た
。
最
も
値
を
つ
け
た
の
は
「
祥
瑞
捻
茶

碗　

銘
花
山
」
の
二
万
九
千
百
八
十
円
、
続
い
て
「
黒
地
遠
山
蒔
絵
冠
卓
」
二
万
九
千

円
で
あ
っ
た
。
売
上
金
は
「
美
術
館
設
立
準
備
金
」
の
費
目
で
入
金
さ
れ
、
他
の
収
支

と
は
全
く
別
に
運
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

出
品
さ
れ
た
作
品
の
一
部
は
表
記
か
ら
明
治
四
十
四
年
に
今
泉
雄
作
の
鑑
定
し
た
作

品
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
六
等
以
下
の
等
級
外
が
多
く
を
占
め
、
ま
た

「
偽
」
と
さ
れ
た
作
品
も
散
見
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
尾
張
徳
川
家
の
入
札

は
一
貫
し
て
美
術
館
設
立
の
為
の
入
札
で
あ
り
、
い
く
つ
か
は
名
品
が
加
え
ら
れ
た
も

（
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六

の
の
、
重
複
品
や
不
要
品
を
処
分
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
正
九
年
一
月
か
ら

二
月
と
い
う
短
期
間
で
道
具
係
が
入
札
に
付
す
る
作
品
を
選
定
で
き
た
の
は
、
前
稿
で

述
べ
た
明
治
四
十
三
年
か
ら
の
品
位
鑑
査
に
よ
り
基
本
的
な
階
級
分
け
が
出
来
て
い
た

か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

お　

わ　

り　

に

大
正
六
年（
一
九
一
七
）、
そ
れ
ま
で
経
営
し
て
い
た
明
倫
中
学
校
と
明
倫
博
物
館
の

譲
渡
を
決
定
し
た
義
親
は
、
そ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
徳
川
生
物
学
研
究
所
と
美
術

館
を
運
営
す
る
と
い
う
、
後
の
財
団
構
想
の
基
本
と
な
る
見
解
を
発
表
し
た
。
明
治

四
十
三
年
以
降
行
わ
れ
た
整
理
を
受
け
て
、
不
必
要
な
作
品
は
売
却
さ
れ
、
そ
こ
で
生

み
出
さ
れ
た
資
金
は
「
美
術
館
設
立
準
備
金
」
と
い
う
費
目
を
建
て
て
運
用
さ
れ
、
設

立
資
金
は
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
堀
が
大
正
四
年（
一
九
一
五
）に
宣
言
し
た

家
政
改
革
は
、
義
親
の
方
針
を
明
言
し
実
現
さ
せ
て
い
く
行
動
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

大
正
九
年
の
義
親
の
理
想
と
す
る
美
術
館
を
箒
庵
が
書
き
と
ど
め
て
い
る
の
で
紹
介

し
よ
う
。

侯
爵
の
美
術
館
建
造
に
関
す
る
種
々
の
意
見
を
聴
聞
せ
し
が
、
侯
は
帝
国
大
学
に

於
て
文
学
、
理
学
を
兼
修
せ
し
に
依
り
、
多
大
の
興
味
を
以
て
今
度
建
築
す
る
美

術
館
の
乾
湿
を
調
節
す
る
に
如
何
な
る
材
料
が
適
当
な
る
や
を
考
究
中
な
り
と
云

ふ
。
抑
も
堅
牢
な
る
石
材
は
寒
熱
の
変
に
依
り
て
動
も
す
れ
ば
湿
気
を
招
く
べ

し
、
又
外
部
を
堅
石
に
し
て
内
部
を
木
造
に
す
れ
ば
其
木
造
と
堅
石
と
の
間
に
湿

気
を
含
む
の
虞
れ
あ
り
、
さ
れ
ば
と
て
正
倉
院
の
如
き
木
造
に
て
は
市
中
に
於
て

火
災
の
惧
れ
あ
り
。
日
本
と
西
洋
と
は
気
候
の
大
相
違
あ
る
が
故
に
美
術
館
建
設

（
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に
西
洋
の
事
例
を
其
儘
摘
要
す
る
は
危
険
な
り
、
現
に
赤
坂
の
東
宮
御
所
の
如
き

余
り
に
硬
材
の
み
を
用
ひ
し
が
為
め
却
て
湿
気
の
度
を
加
へ
て
実
用
に
不
適
当
な

り
と
の
評
あ
り
、
又
上
野
表
慶
館
が
石
造
一
方
な
る
が
為
め
湿
気
を
招
き
易
し
と

の
非
難
あ
り
、
此
等
は
最
も
孜（

マ
マ
）究を
要
す
る
所
な
ら
ん
。
次
に
美
術
品
を
日
光
に

曝
す
は
甚
だ
好
ま
し
か
ら
ざ
る
事
な
り
、
因
て
開
館
中
は
電
気
を
使
用
す
る
方
適

当
な
る
べ
し
と
考
へ
居
れ
り
、
西
洋
諸
国
に
於
て
も
未
だ
其
例
な
き
者
な
れ
ど

も
、
日
光
の
中
に
は
彼
の
七
色
の
外
に
紫
外
線
と
云
へ
る
極
め
て
強
度
に
し
て
物

質
の
変
色
等
を
来
す
べ
き
目
に
見
え
ざ
る
光
線
あ
り
、
此
光
線
は
美
術
品
に
変
化

を
来
す
べ
き
者
な
る
が
故
に
之
を
避
く
べ
く
、
昼
間
と
雖
も
電
気
を
使
用
す
る
事

甚
だ
必
要
な
る
べ
し
。
又
物
品
の
陳
列
に
就
て
も
鏡
面
を
利
用
し
て
底
若
く
は
反

対
の
側
等
を
同
時
に
正
面
よ
り
観
覧
す
る
趣
向
を
凝
ら
す
べ
き
考
な
り
。
斯
く
て

完
全
な
る
美
術
館
を
造
り
得
れ
ば
名
古
屋
地
方
の
み
な
ら
ず
或
は
其
他
よ
り
出
品

を
吸
収
し
得
て
面
白
き
美
術
館
と
成
る
べ
し
な
ど
考
へ
居
れ
り
云
々
。
侯
は
松
平

春
嶽
公
の
末
子
に
し
て
頭
脳
明
晰
、
三
十
台

（
マ
マ
）の
少
壮
華
族
に
し
て
右
様
の
考
案
あ

る
は
感
服
の
至
り
な
り
。
因
て
其
理
想
的
美
術
館
を
造
ら
ん
と
す
れ
ば
今
日
物
価

高
値
の
折
柄
予
想
外
の
大
金
を
要
す
べ
き
に
就
き
、
蔵
器
売
却
に
於
て
成
る
べ
く

多
額
の
収
入
を
得
ら
る
ゝ
事
肝
要
な
る
べ
し
と
勧
告
せ
り
。

建
物
の
素
材
、
美
術
品
に
対
す
る
照
明
の
問
題
、
展
示
方
法
と
「
完
全
な
る
美
術

館
」
を
設
立
す
る
た
め
に
具
体
的
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
義
親
の
姿
が
見
て
取
れ
る
。

大
正
十
年
の
売
立
を
経
て
す
ぐ
に
で
も
義
親
は
美
術
館
を
開
館
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
こ
で
徳
川
美
術
館
設
立
の
動
き
は
停
止
し
た
よ
う
に
見
え

る
。
同
年
義
親
夫
妻
は
東
南
ア
ジ
ア
を
旅
行
し
、
次
い
で
一
年
を
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旅
行
に
出
か
け
た
。
帰
国
し
た
翌
年
、
同
十
二
年
九
月
に
起
き
た
関
東
大
震
災
は
東

京
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
特
に
開
館
し
た
ば
か
り
の
大
倉
集
古
館
の
被
災
は
、

（
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三
七

義
親
の
美
術
館
構
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
順
調
に
来

て
い
た
美
術
館
設
立
へ
の
動
き
は
、
こ
れ
以
降
昭
和
四
年（
一
九
二
九
）ま
で
殆
ど
見
る

こ
と
が
出
来
な
い
。

（
55
）

註（
1
）　

愛
知
英
語
学
校
は
明
治
七
年
三
月
、
文
部
省
公
布
の
各
大
学
区
に
置
く
七
外
国
語
学
校
の

一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
た
学
校
で
、
五
月
に
成
美
学
校（
名
古
屋
七
間
町
）の
校
舎
を
譲
り
受
け

愛
知
外
国
語
学
校
と
し
て
成
立
、
同
年
十
二
月
愛
知
英
語
学
校
と
改
称
。
通
訳
を
目
指
す
甲
、

「
語
学
を
卒
へ
専
門
諸
科
に
入
ろ
う
と
す
る
も
の
を
教
え
る
」
乙
の
二
種
に
分
か
れ
て
い
た
。

明
治
九
年
に
は
生
徒
二
百
四
十
四
人
で
あ
っ
た（
堀
川
柳
人
編
『
名
古
屋
藩
学
校
と
愛
知
英
語

学
校
』
安
藤
次
郎　

昭
和
十
年
七
月
一
日
）。

（
2
）　

義
禮
、
野
呂
景
義
、
吉
田
知
行
と
共
に
撮
影
し
た
写
真（〈
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
写
真

資
料
目
録
〉
一
─
一
五
四
・
一
五
五
）は
、
長
沼
秀
明
論
考
内
で
紹
介
さ
れ
て
い
る（
長
沼
秀
明

「
徳
川
義
禮
の
英
国
留
学
─
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
告
白
の
意
味
」『
金
鯱
叢
書
』
第
四
十
二
輯　

平
成

二
十
七
年
三
月　

徳
川
黎
明
会
）。

（
3
）　

高
橋
箒
庵
『
東
都
茶
会
記
』（
慶
文
堂
書
店　

大
正
三
年
～
九
年
初
出
、
熊
倉
功
夫
・
原
田

茂
弘
校
注
『
東
都
茶
会
記
』
二　

淡
交
社　

平
成
元
年
三
月
二
十
三
日
）

（
4
）　

拙
稿
「
徳
川
義
親
の
美
術
館
設
立
想
起
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
四
十
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
二
十
六
年
七
月
）。

（
5
）　

註（
3
）文
献
参
照
。

（
6
）　

高
橋
箒
庵
に
よ
れ
ば
大
曽
根
邸
で
行
わ
れ
た
こ
の
陳
列
は
、
施
主
で
あ
る
加
藤
秀
一
が

「
太
郎
庵
が
晩
年
尾
州
侯
の
命
に
依
り
て
江
戸
尾
州
家
殿
中
の
襖
に
人
物
花
卉
を
描
き
た
る
事

あ
り
。
尾
州
家
と
因
縁
浅
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
特
に
懇
請
す
る
所
あ
り
し
に
、
同
家（
徳
川
家
）

に
て
も
終
に
其
希
望
を
容
れ
、
有
名
な
る
初
音
の
棚
及
び
其
付
属
蒔
絵
器
具
を
陳
列
し
て
、
今

回
市
内
に
群
集
す
る
一
般
の
好
事
家
に
示
さ
る
ゝ
都
合
と
為
り
た
り
と
云
ふ
」
と
あ
る（
高
橋

箒
庵
『
東
都
茶
会
記
』
註（
3
）参
照
）。

（
7
）　
『
新
愛
知
』　

新
愛
知
新
聞
社　

大
正
四
年
十
月
二
十
四
日
。

（
8
）　

註（
3
）文
献
参
照
。
尚
、
他
に
雲
樵
筆
稲
束
に
雉
の
一
軸（
西
洋
式
応
接
間
）・
文
雍
筆
騰

王
閣
の
大
幅（
大
書
院
）・
岩
佐
勝
以
筆
風
俗
画
・
土
佐
光
起
筆
松
島
厳
島
の
屏
風（
以
上
二
点
、

寿
の
間
）・
宮
本
武
蔵
筆
達
磨
掛
幅（
茶
亭
）を
見
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　

高
橋
箒
庵
「
尾
藩
宝
蔵
」（
熊
倉
功
夫
・
原
田
茂
弘
校
注
『
東
都
茶
会
記
』
二　

淡
交
社　

平
成
元
年
三
月
二
十
三
日
）。

（
10
）　

註（
3
）文
献
参
照
。

（
11
）　
『
新
愛
知
』　

新
愛
知
新
聞
社　

大
正
六
年
十
一
月
十
二
日
・
十
四
日
。

　

谷
口
香
嶠
・
金
剛
直
喜
編
『
能
楽
装
束
大
観
』
第
二
巻　

山
田
芸
艸
堂　

一
九
一
一
年
五
月
。

（
12
）　

註（
3
）文
献
参
照
。
文
章
内
に
あ
る
南
葵
文
庫
は
、
紀
伊
徳
川
家
が
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）麻
布
の
自
邸
内
に
開
設
し
た
図
書
館
で
あ
る
。

（
13
）　

箒
庵
は
大
正
八
年
六
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
『
大
正
名
器
鑑
』
編
纂
の
為
、
尾
張
徳

川
家
の
五
十
六
点
の
名
物
と
「
准
名
物
」
の
茶
碗
を
観
覧
す
る
。
ま
た
大
正
九
年
十
二
月
十
九

日
に
は
麻
布
富
士
見
町
邸
で
、
益
田
男
爵
蔵
と
尾
張
徳
川
家
蔵
の
源
氏
物
語
絵
巻
を
比
較
す
る

展
覧
会
に
参
加
し
て
い
る（
高
橋
箒
庵
『
萬
象
録　

高
橋
箒
庵
日
記
』
巻
八　

思
文
閣
出
版　

平
成
三
年
十
二
月
十
日
）。

（
14
）　

徳
川
義
宣
「
明
倫
博
物
館
─
尾
張
徳
川
家
の
経
営
し
た
博
物
館
─
」（『
金
鯱
叢
書
』
第

十
四
輯　

徳
川
黎
明
会　

昭
和
六
十
二
年
八
月
三
十
日
）。

（
15
）　

愛
知
教
育
博
物
館
に
関
し
て
左
記
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

西
川
輝
昭
「
愛
知
教
育
博
物
館
関
係
史
料
の
紹
介
と
解
説（
そ
の
１
）」（『
名
古
屋
大
学
博
物
館

報
告
』N

o.21　

名
古
屋
大
学
博
物
館　

二
〇
〇
五
年
十
二
月
二
十
五
日
）。

　

蟹
江
和
子
・
西
川
輝
昭
「
愛
知
教
育
博
物
館
関
係
史
料
の
紹
介
と
解
説（
そ
の
２
─
当
時
の
新

聞
記
事
に
見
る
そ
の
足
跡
─
）」（『
名
古
屋
大
学
博
物
館
報
告
』N

o.22　

名
古
屋
大
学
博
物

館　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
二
十
五
日
）。

　

島
岡
眞
「
奈
良
坂
源
一
郎
関
係
史
料
目
録
」（
一
）～（
四
）（『
名
古
屋
大
学
博
物
館
報
告
』

N
o.22~27　

名
古
屋
大
学
博
物
館　

二
〇
〇
六
～
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
）。

　

加
藤
詔
士
「
愛
知
教
育
博
物
館
の
開
設
」（『
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
紀
要

教
育
科
学
』
五
十
四
巻
二
号　

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科　

二
〇
〇
七
年

三
月
）。

（
16
）　

徳
川
義
宣
が
指
摘
す
る
通
り
、「
明
倫
博
物
館
」
は
経
営
体
制
の
変
遷
や
時
期
に
限
ら
ず
、

「
徳
川
邸
内
博
物
館
」「
明
倫
中
学
附
属
博
物
館
」「
博
物
研
究
館
」「
徳
川
博
物
館
」
と
い
っ
た



明
倫
博
物
館
か
ら
徳
川
美
術
館
へ
─
美
術
館
設
立
発
表
と
設
立
準
備

三
八

様
々
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る（
註（
14
）文
献
参
照
）。

　

尚
、
明
倫
博
物
館
に
関
し
て
は
左
記
の
論
考
が
出
て
い
る
。

　

岡
田
茂
弘
「
東
福
寺
銘
瓦
等
と
明
倫
博
物
館
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
十
二
号　

学

習
院
大
学　

二
〇
〇
三
年
三
月
）。

　

橋
本
佐
保
「
学
習
院
と
「
明
倫
中
学
校
付
属
博
物
館
」：
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管

資
料
を
中
心
に
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
十
九
号　

学
習
院
大
学　

二
〇
一
三
年

三
月
）。

（
17
）　

徳
川
義
宣
は
明
倫
博
物
館
研
究
館
に
つ
い
て
「
官
立
愛
知
外
国
語
学
校
の
い
づ
れ
か
の
建

物
で
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
が（
註（
14
）文
献
）、『
名
古
屋
藩
学
校
と
愛

知
英
語
学
校
』（
註（
1
）文
献
）の
記
載
か
ら
、
愛
知
英
語
学
校（
愛
知
外
国
語
学
校
）の
外
国
教

諭
宿
舎
が
愛
知
教
育
博
物
館
と
な
り
、
明
倫
博
物
館
の
研
究
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。

（
18
）　

註（
1
）文
献
参
照
。
伊
藤
圭
介
の
歿
年
を
考
え
る
と
、
こ
の
額
が
明
倫
博
物
館
開
館
後
に

書
か
れ
た
可
能
性
は
な
く
、
愛
知
教
育
博
物
館
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）　

明
倫
博
物
館
に
は
田
中
芳
男
男
爵
が
寄
贈
し
た
額
縁
入
り
の
植
物
標
本
百
七
十
五
枚
が
あ

り
、「
遠
山
大
膳
の
墓
に
詣
で
て
其
蒐
む
る
処
の
腊
葉
を
購
め
、
教
育
博
物
館
に
託
し
た
」
も

の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う（『
新
愛
知
』
大
正
五
年
六
月
二
十
六
日
）。
保
存
資
料
の
点
で
も

尾
張
本
草
学
の
系
譜
を
表
明
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

尚
、
明
治
三
十
四
年
に
発
足
し
た
名
古
屋
博
物
学
会
は
、
明
倫
博
物
館
の
研
究
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
倫
博
物
館
の
佐
藤
保
祐
は
名
古
屋
博
物
学
会

の
設
立
時
の
会
員
で
あ
り
、
明
治
三
十
七
年
ま
で
毎
月
開
催
さ
れ
た
例
会
に
ほ
ぼ
出
席
し
て
い

る
。
明
治
三
十
四
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
に
例
会
は
明
倫
博
物
館
で
十
六
回
開
催
さ
れ
、
佐
藤

は
十
二
回
の
講
演
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
九
回
例
会（
明
治
三
十
六
年
一
月
二
十
五

日
）で
は
、
札
幌
農
学
校
第
十
一
期
生
で
あ
る
沼
田
正
直
が
尾
張
徳
川
家
が
八
雲
町
で
実
現
し

た
鮭
の
孵
卵
に
関
し
て
の
報
告
を
為
し
て
い
る
他
、
明
治
四
十
五
年
七
月
七
日
に
県
立
高
等
女

学
校
で
開
催
さ
れ
た
第
八
十
一
回
例
会
に
は
義
親
と
桑
田
義
備
が
出
席
し
、
桑
田
は
「
た
う
も

ろ
こ
し
ニ
ツ
キ
テ
」、
義
親
は
「
生
物
と
開
国
」
の
講
演
を
行
っ
た（『
学
会
三
十
年
史
』
名
古

屋
博
物
学
会　

昭
和
五
年
十
二
月
三
十
日
）。

（
20
）　

徳
川
義
宣
は
明
治
三
十
七
年
七
月
十
七
日
付
の
百
六
十
六
円
余
の
修
繕
費
明
細
を
紹
介
し

て
い
る
が
、
明
治
四
十
二
年
ま
で
開
館
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
そ
れ
以
上
の
修
繕
費

が
か
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る（
註（
14
）文
献
）。

（
21
）　
『
新
愛
知
』
は
大
正
元
年
九
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
と
欠
刊
し
、
大
正
元
年
九
月

二
十
六
日
号
に
は
次
の
通
り
あ
る
。

二
十
三
日
の
大
暴
風
雨
は
濃
尾
地
方
を
中
心
と
し
て
殆
ど
全
国
各
地
に
亘
り
し
も
関
西
地

方
は
通
信
機
関
杜
絶
の
為
実
情
を
知
る
に
由
な
か
り
し
が
本
日
午
前
九
時
半
頃
に
到
り
大

阪
方
面
の
電
話
線
は
漸
く
一
回
線
の
開
通
を
見
た
り
。

　

他
に
名
古
屋
港
の
船
舶
被
害
は
六
十
九
隻
・
堤
防
破
損
が
二
十
一
か
所
・
死
者
百
人
・
行
方
不

明
三
十
六
人
と
あ
る
。

（
22
）　

徳
川
義
宣
が
指
摘
す
る
通
り
、
尾
張
徳
川
家
特
別
会
計
に
は
「
中
学
校
資
金
積
立
金
」
が

設
け
ら
れ
、
そ
の
運
用
益
に
よ
り
明
倫
中
学
校
に
は
校
主
負
担
金
と
し
て
一
万
か
ら
一
万
三
千

円
の
金
額
が
毎
年
支
出
さ
れ
て
い
た
。
年
末
慰
労
金
や
退
職
手
当
金
は
別
に
尾
張
徳
川
家
か
ら

支
払
わ
れ
て
お
り
、
尾
張
徳
川
家
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
註（
14
）文
献
、「
自
明

治
三
十
一
年
至
明
治
四
十
五
年
明
倫
中
学
校
関
係
書
類
」）。

（
23
）　

こ
こ
で
述
べ
る
①
の
背
景
に
は
、
大
正
五
年
六
月
十
一
日
の
明
倫
中
学
校
森
本
清
蔵
校
長

辞
職
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
森
本
校
長
は
兵
庫
出
身
で
明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）十
二
月
よ

り
同
三
十
三
年
六
月
ま
で
福
岡
第
一
師
範
学
校
、
同
三
十
九
年
五
月
か
ら
大
正
二
年
ま
で
奉
天

両
級
師
範
学
堂
で
校
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
が
、
宮
崎
県
立
宮
崎
中
学
校
校
長
と
な
る
た
め

に
辞
職
し
た（「
明
倫
中
学
校
月
報
」
大
正
五
年
六
月
三
十
日
）。
森
本
と
義
親
の
不
和
は
大
正

三
年
頃
か
ら
新
聞
を
賑
わ
し
て
い
る
が
、
尾
張
徳
川
家
の
御
相
談
人
を
も
務
め
て
い
た
阪
本
釤

之
助
名
古
屋
市
長
に
よ
れ
ば
、
意
見
は
「
甚
だ
し
き
径
庭
」
が
あ
る
が
衝
突
は
お
こ
し
て
お
ら

ず
、
退
職
は
私
立
学
校
が
官
立
公
立
学
校
に
比
べ
て
物
足
り
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
森
本
校

長
は
前
途
に
一
大
飛
躍
を
求
め
、
宮
崎
県
知
事
が
そ
の
力
量
を
評
価
し
て
優
遇
し
て
迎
え
る
準

備
を
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
森
本
清
蔵
本
人
の
談
話
と
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
記
さ

れ
、
就
任
当
初
は
三
年
か
ら
五
年
の
期
間
で
実
を
挙
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
八
年
か
け
て
何

ら
の
功
績
も
残
せ
な
か
っ
た
。
名
古
屋
を
去
る
の
は
忍
び
が
た
い
が
、
教
育
上
国
家
に
貢
献
す

る
為
に
移
動
す
る
と
述
べ
て
い
る（『
読
売
新
聞
』
大
正
五
年
六
月
十
二
日
）。
森
本
の
退
職
後
、

明
倫
中
学
校
校
長
は
長
く
空
席
と
な
っ
た
。

（
24
）　

文
部
省
告
示
第
二
十
三
号（
官
報 

第
四
千
九
百
六
十
四
号　

大
正
八
年
二
月
二
十
一
日
）。



明
倫
博
物
館
か
ら
徳
川
美
術
館
へ
─
美
術
館
設
立
発
表
と
設
立
準
備

三
九

（
25
）　
『
学
会
三
十
年
史
』
名
古
屋
博
物
学
会　

昭
和
五
年
十
二
月
三
十
日
。

（
26
）　

註（
14
）文
献
参
照
。

（
27
）　
「
義
親
侯
の
生
物
学
研
究
所
設
立
─
遠
か
ら
ず
計
画
実
現
の
決
心
」（『
読
売
新
聞
』
大
正
五

年
六
月
十
五
日
）。  

 
 

 

（
28
）　

大
正
八
年
六
月
の
御
相
談
人
会
で
「
名
古
屋
東
邸
家
屋
ハ
本
邸
内
ヘ
移
転
ス
ル
コ
ト
」
が

決
議
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）　

載
恩
会
は
尾
張
徳
川
家
初
代
当
主
・
徳
川
義
直
を
祀
る
源
敬
公
廟
建
設
の
為
に
造
ら
れ
た

財
団
法
人
で
あ
る
。

　
　
　

藩
祖
廟
建
設
決
定

旧
尾
州
藩
源
敬
公
廟
舎
建
設
問
題
に
関
し
過
日
当
市
磯
部
館
庶
務
課
長
は
該
廟
舎
建
設

の
目
的
の
財
団
法
人
載
恩
会
の
設
立
認
可
を
得
べ
く
上
京
し
内
務
省
に
交
渉
し
た
る
結

果
去
る
十
三
日
付
を
以
て
同
会
設
立
の
認
可
あ
り
た
る
に
付
き
之
れ
に
て
愈
々
廟
舎
建

設
の
基
礎
を
固
め
た
れ
ば
近
日
中
に
載
恩
会
の
総
会
を
開
き
役
員
の
選
挙
を
為
し
て
其

上
大
池
町
の
土
地
譲
与
を
受
け
建
設
工
事
に
着
手
す
べ
し
と

（『
新
愛
知
』
大
正
元
年
十
月
十
九
日
）

（
30
）　

他
に
も
徳
川
美
術
館
建
設
発
表
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　

徳
川
義
親
侯
が
博
物
館
を
建
設　

　
　
　

源
氏
絵
巻
物
其
他

　
　
　

多
数
の
名
画
骨
董
を
死
蔵
す
る
を
惜
み

　
　
　

歴
史
上
美
術
上
の
好
資
料

華
冑
界
の
少
壮
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
徳
川
義
親
侯
は
今
回
同
家
に
珍
蔵
さ
れ
て
あ
る

源
氏
絵
巻
物
五
十
四
巻
を
始
め
多
数
の
名
画
骨
董
武
器
類
を
徒
ら
に
死
蔵
す
る
を
本
意

無
し
と
し
旧
藩
地
た
る
名
古
屋
大
曽
根
の
邸
内
に
私
立
博
物
館
を
建
築
し
周
く
公
衆
の

観
覧
に
供
す
べ
く
目
下
計
画
準
備
中
で
あ
る
が
落
成
の
上
は
歴
史
上
美
術
上
に
裨
益
す

る
処
が
少
く
無
い
だ
ら
う
侯
爵
は
語
る
『
予
算
は
五
十
万
円
乃
至
百
万
円
で
す
が
未
だ

建
築
費
維
持
費
其
他
詳
細
に
亘
っ
て
決
定
し
て
は
居
り
ま
せ
ぬ
起
工
に
は
出
来
る
だ
け

早
く
懸
り
度
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
』
云
（々
東
京
）

　
　
　

算
へ
切
れ
ぬ
能
面
や
能
衣
裳

右
に
就
き
大
曽
根
の
徳
川
邸
の
家
扶
桜
井
武
愷
氏
は
曰
く
『
予
て
此
の
噂
は
聞
き
及
ん

で
居
る
し
そ
の
宝
物
も
確
に
有
り
ま
す
が
未
だ
設
計
の
事
も
当
邸
を
充
て
る
こ
と
も
何

等
通
知
が
あ
り
ま
せ
ぬ
の
で
直
に
御
答
へ
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
け
れ
共
勿
論
右
様

の
次
第
を
発
表
に
成
っ
て
居
る
と
す
れ
ば
近
い
う
ち
に
何
と
か
知
ら
せ
が
あ
る
で
せ

う
』
云
々
因
に
同
邸
に
は
日
本
の
三
舞
楽
と
称
せ
ら
れ
て
居
た
程
、
奈
良
の
春
日
、
浪

速
、
住
吉
に
対
抗
し
て
名
古
屋
附
近
の
神
社
は
舞
楽
が
盛
で
あ
っ
た
関
係
上
能
面
や
能

衣
裳
、
楽
器
、
刀
剣
類
等
算
へ
切
れ
ぬ
位
尊
い
古
器
物
が
驚
く
程
沢
山
に
蔵
せ
ら
れ
て

居
て
何
れ
も
考
古
学
者
や
好
事
家
が
垂
涎
せ
し
め
て
居
る

（『
新
愛
知
』
大
正
九
年
一
月
十
二
日
朝
刊
）

（
31
）　

大
正
八
年
十
二
月
十
六
日
臨
時
御
相
談
会
協
議
事
項（「
御
相
談
会
決
議
録
」）

一
御
當
家
什
器
ノ
整
理
ハ
明
治
四
十
三
年
度
ヨ
リ
着
手
シ
約
金
参
万
貳
千
五
百
七
拾
参

円
ヲ
消
費
シ
漸
ク
一
段
落
ヲ
告
ケ
候
ニ
付
右
ノ
内
同
一
品
ニ
テ
重
複
セ
ル
モ
ノ
若
ク
ハ

什
器
ト
シ
テ
保
存
ス
ベ
キ
價
値
少
シ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
此
際
賣
却
ニ
附
シ
其
収
入
ヲ
以

テ
美
術
館
ヲ
建
設
シ
之
レ
ニ
保
存
ス
ベ
キ
美
術
品
ヲ
陳
列
シ
テ
斯
界
専
門
家
ノ
参
考
資

料
ニ
供
ス
ル
件

什
器
總
点
数　

一
二
、
一
四
九

内
、
世　

襲　
　
　
　

六
三
〇　
　
　
　
　

新
一
部　
　
　
　

三
四
四

　
　

二　

部　
　

六
、
〇
三
五　
　
　
　
　

三　

部　
　

四
、
九
四
三

　
　

等　

外　
　
　
　

一
九
七

（
32
）　
「
大
正
九
年
起　

御
什
器
売
却
ニ
関
ス
ル
書
類
綴　

什
器
係
」
徳
川
美
術
館
蔵

　

尚
、
こ
の
入
札
に
関
し
て
は
既
に
左
記
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

四
辻
秀
紀
「
尾
張
徳
川
家
の
名
宝
─
里
帰
り
の
名
品
・
優
品
を
め
ぐ
っ
て
」（『
尾
張
徳
川
家
の

名
宝
─
里
帰
り
の
名
品
を
含
め
て
』
徳
川
美
術
館　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
日
）。

（
33
）　
「
堀
銊
之
丞
書
簡　

桜
井
武
愷
宛　

大
正
九
年
一
月
二
十
一
日
」「
桜
井
武
愷
書
簡　

堀
銊

之
丞
宛　

大
正
九
年
一
月
二
十
二
日
」「
堀
銊
之
丞
書
簡　

桜
井
武
愷
宛　

大
正
九
年
二
月
三

日
」
徳
川
美
術
館
蔵
。

（
34
）　

間
島
弟
彦
は
明
治
四
十
五
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
尾
張
徳
川
家
の
御
相
談
人
を
務
め
て
い

る
。
箒
庵
は
三
井
銀
行
出
身
の
た
め
、
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
箒
庵
は
水

戸
藩
士
高
橋
常
彦
の
四
男
で
あ
り
、
そ
の
縁
か
ら
水
戸
徳
川
家
当
主
・
徳
川
圀
順
と
交
流
し
て

い
た
。



明
倫
博
物
館
か
ら
徳
川
美
術
館
へ
─
美
術
館
設
立
発
表
と
設
立
準
備

四
〇

（
35
）　

以
下
『
萬
象
録　

高
橋
箒
庵
日
記
』
巻
八（
思
文
閣
出
版　

平
成
三
年
十
二
月
十
日
）の
記

述
を
中
心
に
、
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
書
簡
で
内
容
を
補
う
。

（
36
）　
「
堀
銊
之
丞
書
簡　

桜
井
武
愷
宛　

大
正
九
年
一
月
二
十
一
日
」
徳
川
美
術
館
蔵
。

　
　

堀
か
ら
桜
井
宛
書
簡
に
は
、
先
日
名
古
屋
に
伺
っ
た
時
に
自
分
は
こ
の
秋
頃
実
行
の
つ
も
り

で
あ
っ
た
が
、
侯
爵
様
も
高
橋
氏
も
前
半
期
が
良
い
と
の
意
見
で
あ
る
。
就
い
て
は
代
拝
や
送

迎
は
加
納
氏
に
頼
み
桜
井
氏
は
全
力
を
什
器
に
向
け
、
ま
た
こ
れ
ま
で
什
器
係
の
み
で
は
な
く

臨
時
雇
を
入
れ
て
で
も
お
願
い
し
た
い
。
人
手
不
足
で
あ
れ
ば
臨
時
雇
を
何
人
で
も
雇
い
必
ず

実
行
す
る
よ
う
に
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
箒
庵
の
『
萬
象
録
』
に
は
、
堀
が
「
当
今

の
道
具
係
は
多
く
は
老
体
に
て
捗
々
し
く
進
行
せ
ざ
れ
ば
、
貴
説
に
従
ひ
扱
人
を
取
替
へ
て
急

速
売
却
道
具
選
分
方
を
進
行
す
べ
し
」
と
述
べ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
名
古
屋
の
道
具
係
は
年

配
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
六
十
四
歳
に
な
る
片
桐
助
作
を
辞

め
さ
せ
た
経
緯
も
こ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
る
と
想
像
さ
れ
る
。

（
37
）　

尾
張
徳
川
家
で
は
明
治
十
三
年
か
ら
「
天
」「
地
」「
人
」
の
三
部
に
分
類
さ
れ
て
作
品
が

扱
わ
れ
て
き
た
。
明
治
四
十
三
年
か
ら
大
正
四
年
の
整
理
で
格
付
け
は
「
第
一
部
」「
第
二
部
」

「
第
三
部
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、「
第
一
部
」
は
明
治
二
十
六
年
に
世
襲
財
産
附
属

物
に
認
定
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
全
点
売
立
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）　
「
堀
銊
之
丞
書
簡　

桜
井
武
愷
宛　

大
正
九
年
二
月
三
日
」
徳
川
美
術
館
蔵

（
39
）　
「
堀
銊
之
丞
書
簡　

桜
井
武
愷
宛　

大
正
九
年
二
月
六
日
」
徳
川
美
術
館
蔵

（
40
）　
「
堀
銊
之
丞
書
簡　

桜
井
武
愷
宛　

大
正
九
年
二
月
十
二
日
」
徳
川
美
術
館
蔵

（
41
）　
「
桜
井
武
愷
書
簡　

堀
銊
之
丞
宛　

大
正
九
年
二
月
十
五
日
」
徳
川
美
術
館
蔵

（
42
）　
「
堀
銊
之
丞
書
簡　

桜
井
武
愷
宛　

大
正
九
年
二
月
十
七
日
」
徳
川
美
術
館
蔵

（
43
）　

こ
の
時
堀
は
田
安
家
の
作
品
売
却
の
話
を
し
て
い
る
。
田
安
家
当
主
・
徳
川
達
孝
は
侍
従

長
に
在
職
中
で
、
世
間
体
が
あ
り
入
札
が
実
行
で
き
な
い
の
で
、
尾
張
徳
川
家
の
入
札
に
田
安

家
の
作
品
を
加
え
た
い
と
申
し
入
れ
て
い
る
。
箒
庵
と
川
部
に
は
異
論
は
な
く
、
田
安
家
の
作

品
を
尾
張
徳
川
家
麻
布
邸
に
持
ち
込
み
、
麻
布
邸
で
下
検
分
が
行
わ
れ
た
。

（
44
）　

註（
35
）参
照
。
尚
、文
中
の
「
世
襲
」
は
明
治
二
十
六
年
四
月
十
九
日
宮
内
省
認
可
の
「
世

襲
財
産
附
属
物
」
六
百
三
十
点
と
考
え
る
。

（
45
）　

三
月
二
十
六
日
に
は
「
二
十
点
許
」
追
加
出
品
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
主
な
作
品
と
し
て

「
一
、
周
文
筆（
松
渓
印
）寒
山
拾
得
図
、
一
、
公
任
卿
葦
手
書
歌
切
、
一
、
春
日
曼
荼
羅
、
一
、

祥
瑞
大
捻
茶
碗
、
一
、
青
磁
樽
形
花
入
、
一
、
時
代
蒔
絵
重
硯
箱
」
の
六
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、「
祥
瑞
大
捻
茶
碗
」
と
思
わ
れ
る
作
品
以
外
は
入
札
目
録
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
後
の
過
程
で
再
び
入
札
か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

（
46
）　

註（
35
）参
照
。

（
47
）　

大
正
五
年
九
月
十
七
日
に
は
箒
庵
の
下
を
京
都
の
林
新
助
が
来
訪
し
、
関
西
財
界
も
不
況

の
ま
ま
小
康
を
保
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
打
撃
を
被
っ
て
い
な
い
人
の
中
に
は
道
具
界
に
名
器
が

あ
ま
り
出
な
い
の
を
物
足
り
な
く
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
、
尾
張
徳
川
家
が
入
札
を
行
え
ば
決

し
て
不
結
果
に
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る（
註（
35
）参
照
）。

（
48
）　
『
尾
州
徳
川
家
御
蔵
品
入
札
』
東
京
美
術
倶
楽
部
、『
尾
州
徳
川
家
御
蔵
品
第
二
回
売
立
』

名
古
屋
美
術
倶
楽
部
。
尚
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
売
立
は
名
古
屋
美
術
倶
楽
部
と
同

時
に
光
円
寺（
名
古
屋
市
東
区
大
津
町
桜
町
）を
第
二
会
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

（
49
）　

他
に
表
装
さ
れ
て
い
な
い
作
品
や
、「
刀
」
と
記
さ
れ
た
作
品
が
五
本
ず
つ
に
ま
と
め
ら

れ
て
合
計
百
三
十
本
、
墨
・
朱
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
50
）　

註（
4
）文
献
参
照
。「
丸
形
紫
檀
六
角
台
付
」、「
青
石
半
月
彫
足
付
」
の
硯
石
な
ど
は
「
等

外
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
宋
名
賢
六
条
」「
清
人
呉
筆
淡
彩
画
山
水
」
な
ど
は
「
偽
」

の
判
定
が
下
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）　

註（
4
）文
献
参
照
。

（
52
）　

註（
35
）参
照
。

（
53
）　

義
親
ま
た
は
周
囲
の
人
物
が
取
り
寄
せ
た
と
思
わ
れ
る
英
文
の
博
物
館
雑
誌
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）　

大
正
十
年
五
月
二
日
か
ら
八
月
二
日
東
南
ア
ジ
ア
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年

十
一
月
十
七
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
東
南
ア
ジ
ア
旅
行
の
紀
行
文
と
し
て
『
じ
ゃ
が
た
ら
紀
行
』（
郷

土
研
究
社　

昭
和
六
年
十
二
月
）が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
前
半
の
紀
行
文
と
し
て
「
西
に
旅

し
て
」（『
報
知
新
聞
』
大
正
十
一
年
二
月
七
日
～
六
月
二
十
九
日
）が
あ
る
。

（
55
）　

大
正
七
年
五
月
四
日
よ
り
公
開
さ
れ
た
大
倉
集
古
館
は
関
東
大
震
災
で
建
物
と
陳
列
中
の

所
蔵
品
を
失
っ
た
。
当
初
の
陳
列
館
は
西
洋
風
建
築
の
第
一
号
館
、
和
風
建
築
の
第
二
号
館
、

和
洋
折
衷
式
建
築
の
第
三
号
館
か
ら
な
り
、
所
蔵
品
は
美
術
品
三
千
六
百
九
十
二
点
、
書
籍

一
万
五
千
六
百
冊
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
初
か
ら
「
完
全
な
る
防
火
設
備
」
を
有
し
て
い
た
が
、

「
水
道
幹
線
の
断
水
に
依
て
如
何
と
も
為
す
こ
と
を
得
ず
、
遂
に
各
館
共
火
災
の
厄
に
遭
ひ
、



明
倫
博
物
館
か
ら
徳
川
美
術
館
へ
─
美
術
館
設
立
発
表
と
設
立
準
備

四
一

如
上
幾
多
の
貴
重
品
を
烏
有
に
帰
し
た
」
と
い
う（『
大
倉
集
古
館
列
品
要
略
』
大
倉
集
古
館　

大
正
九
年
、『
大
倉
集
古
館
要
覧
』
大
倉
集
古
館　

昭
和
四
年
）。

〔
謝
辞
〕　

本
稿
執
筆
及
び
資
料
閲
覧
に
あ
た
り
、
尾
張
徳
川
家
第
二
十
二
代
当
主
徳
川
義
崇
氏
を

は
じ
め
徳
川
美
術
館
学
芸
部
長
四
辻
秀
紀
氏
、
学
芸
部
長
代
理
原
史
彦
氏
、
学
芸
課
長
吉
川
美

穂
氏
ほ
か
徳
川
美
術
館
学
芸
部
の
諸
氏
に
格
別
の
ご
高
配
・
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
本

論
の
執
筆
過
程
に
お
い
て
徳
川
家
古
写
真
整
理
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
徳
川
林
政
史
研
究

所
非
常
勤
研
究
員
長
沼
秀
明
氏
、
井
芹
啓
子
氏
か
ら
示
唆
を
受
け
た
こ
と
は
多
く
、
こ
こ
に
記

し
て
感
謝
致
し
ま
す
。

（
総
務
部　

非
常
勤
学
藝
員
）



AAA



徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

四
三

は　
じ　
め　
に

一　

作
品
の
概
要

　
（
一
）青
磁
中
蕪
形
花
生

　
（
二
）青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生

二　

尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
に
み
る
尊
形
瓶
の
名
称

　
（
一
）江
戸
時
代
の
蔵
帳

　
（
二
）明
治
・
大
正
期
の
蔵
帳

　
（
三
）尊
形
瓶
の
造
形
と
名
称

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
が
扱
う
の
は
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
わ
り
、
現
在
は
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る

二
点
の
青
磁
尊
形
瓶
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」（
花
生
一
二
／
図
1
）お
よ
び
「
青
磁
竹
節
文

中
蕪
形
花
生
」（
花
生
一
四
／
図
2
）で
あ
る
。
い
ず
れ
も
徳
川
美
術
館
の
収
蔵
品
と
し
て

は
す
で
に
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
特
色
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
機
会

は
も
た
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
日
本
に
伝
世
す
る
青
磁
尊
形
瓶
の
作
例
は
こ
の
ほ
か
に
、

「
青
磁
尊
形
花
生
」（
毛
利
家
伝
来
、
東
京
国
立
博
物
館［
以
下
、「
東
博
」
と
略
称
す
る
］蔵
）、「
青

磁
二
重
蕪
花
生
」（
尾
張
徳
川
家
伝
来
、
東
博
蔵
）、「
青
磁
中
蕪
花
生
」（
永
井
伊
豆
守
直
敬
所

持
、
中
興
名
物
、
個
人
蔵
）、「
青
磁
中
蕪
形
花
生　

銘 

吉
野
山
」（
大
名
物
、
個
人
蔵
）、「
青

磁
尊
形
花
生　

銘 

夕
端
山
」（
中
興
名
物
、根
津
美
術
館
蔵
）の
五
点
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
青
磁
尊
形
瓶
は
、
中
国
浙
江
省
に
位
置
す
る
龍
泉
窯
で
南
宋
時
代
か
ら
明

時
代
に
か
け
て
生
産
さ
れ
た
。
尊
形
瓶
は
そ
の
名
の
通
り
、
中
国
古
代
の
青
銅
器
で
あ

る
「
尊
」
に
倣
っ
た
器
形
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
森
達
也
氏
に
よ
れ
ば
、
尊
形
は
宋
王

朝
が
南
遷
す
る
際
の
動
乱
で
失
わ
れ
た
青
銅
器
や
玉
の
礼
器
の
代
用
品
と
し
て
南
宋
官

窯
の
段
階
で
新
た
に
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
後
龍
泉
窯
へ
と
受
け
継
が
れ
た
器
形
で
あ
る

と
い
う
。
日
本
に
請
来
さ
れ
て
以
降
は
、
座
敷
飾
り
の
道
具
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
出
土
品
で
は
、
新
安
沖
沈
船
か
ら
二
点
が
引
き
揚
げ
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
福
井
・
一
乗
谷
遺
跡
の
朝
倉
屋
敷
跡
に
お
い
て
も
、「
青
磁
二
重
蕪
花

生
」
に
類
似
し
た
青
磁
尊
形
瓶
が
出
土
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
京
都
・
相
国
寺
の
旧

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
） 吉

冨
真
知
子

徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

─
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
に
み
る
名
称
─

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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四
四

境
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
芭
蕉
の
葉
を
模
し

た
文
様
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
破
片
や
、
節
を
も
つ

帯
状
の
貼
花
文
を
も
つ
破
片
な
ど
、
尊
形
瓶
と
思

わ
れ
る
青
磁
片
が
比
較
的
多
く
出
土
し
て
い
る
。

絵
画
資
料
や
文
献
史
料
に
お
い
て
は
、
室
町
時
代

成
立
の
「
祭
礼
草
紙
」（
重
要
文
化
財
、
前
田
育
徳
会

蔵
）の
会
所
で
の
饗
応
の
場
面
に
、
壁
面
に
作
り

付
け
ら
れ
た
押
板
に
所
狭
し
と
花
生（
尊
形
お
よ
び

玉
壺
春
形
）が
並
べ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

お
り
、
当
該
時
期
に
は
す
で
に
様
々
な
器
種
が
請

来
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
尊
形
瓶
は

押
板
を
飾
る
花
生
と
し
て
選
択
さ
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
諸

本
の
内
の
一
つ
で
あ
り
、
大
永
三
年（
一
五
二
三
）

（
13
）

あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
る
。
同
様
に
茶
会
記
に
お
い
て
も
、
青
磁
尊
形
瓶
で
あ
る
こ
と

が
明
白
な
花
生
は
あ
ま
り
登
場
し
な
い
。
江
戸
時
代
後
期
に
入
る
と
、
松
平
不
昧
の
著

し
た
名
物
記
で
あ
る
『
古
今
名
物
類
聚
』
雑
記
之
部
に
「
夕
端
山　

青
磁
中
蕪
」、
文

化
十
三
年（
一
八
一
六
）に
稲
垣
休
叟
が
著
し
た
『
茶
道
筌
蹄
』
巻
三
に
は
中
央
に
球
状

の
膨
ら
み
を
も
っ
た
筒
形
瓶
の
図
を
伴
っ
て
「
中
カ
ブ
ラ　

中
程
ニ
ア
ル
ヲ
云
フ
」
と

記
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
史
料
に
青
磁
尊
形
瓶
ら
し
き
記
載
は
見
ら
れ
る
が
、「
中
蕪
」

と
い
う
語
に
定
例
化
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

室
町
時
代
に
詳
細
に
区
別
さ
れ
て
い
た
尊
形
瓶
は
、
江
戸
時
代
以
降
ど
の
よ
う
に
呼

称
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
か
。
茶
会
記
や
名
物
記
な
ど
は
図
を
伴
わ
ず
に
名
称

の
み
を
記
す
場
合
が
多
い
た
め
、
尊
形
瓶
の
受
容
の
様
相
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
当

該
時
期
に
尊
形
瓶
が
ど
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
て
い
た
の
か
を
作
品
に
照
ら
し
て
考
察
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
記
録
に
見
ら
れ
る
器
物
を
想
定
さ
せ
る
作

例
と
し
て
現
存
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
特
定
の
作
品
が
ど
の
よ

う
な
名
称
を
与
え
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
か
と
い
う
個
別
的
な
検
討
は
加
え
ら
れ

て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
徳
川
美
術
館
蔵
の
青
磁
尊
形
瓶
に
つ
い
て
、
個
別
の
作
品
に
お
け

る
名
称
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
名
称
と
造
形
的
特
徴
と
の
関
係
を
指
摘

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
徳
川
美
術
館
の
所
蔵
作
品
は
多
く
が
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
上
述
の
二
点
の
作
品
に
関
し
て
は
、
記
録
と
の
同
定
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
お
よ
び
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」

に
つ
い
て
詳
述
し
、
造
形
や
伝
来
に
つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
、
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
を

基
に
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
名
称
を
与
え
ら
れ
て
現
在
ま
で
伝
世
し
て
き
た
の
か
に

つ
い
て
指
摘
す
る
。

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

の
奥
書
を
も
つ
『
小
河
御
所
并
東
山
殿
御
錺
図
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）に
は
、
押
板
の
三
具

足
と
し
て
、
器
面
四
方
に
縦
の
帯
状
文
を
も
つ
尊
形
瓶
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
青
磁
尊
形
瓶
と
考
え
ら
れ
る
花
生
が
登
場
す
る
史
料
の
中
で
も
、
天
文

二
十
三
年（
一
五
五
四
）の
奥
書
の
あ
る
『
立
花
図
巻
』（
陽
明
文
庫
蔵
）な
ど
の
花
伝
書
に

お
い
て
は
、
尊
形
瓶
が
と
り
わ
け
詳
細
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
器
面
の
装
飾

文
様
が
異
な
る
図
を
以
て
「
二
重
カ
フ
ラ
」「
竹
ノ
節
」「
菖
蒲
形
」
な
ど
と
い
っ
た
名

称
が
記
さ
れ
て
い
る（
挿
図
1
）。
現
在
、
尊
形
も
し
く
は
中
蕪
形
と
呼
ば
れ
て
い
る
青

磁
瓶
が
、
よ
り
細
や
か
な
分
類
に
よ
っ
て
異
な
る
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
分
か

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
以
降
の
花
伝
書
に
は
上
述
の
よ
う
な
花
生
そ
の
も
の

に
関
す
る
記
述
は
少
な
く
な
り
、
青
磁
尊
形
瓶
と
思
わ
れ
る
器
形
の
図
や
そ
の
名
称
は

（
14
）

挿図1　立花図巻　陽明文庫蔵



徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

四
五

一　

作
品
の
概
要

（
一
）青
磁
中
蕪
形
花
生

形
状口

縁
部
が
漏
斗
状
に
開
く
口
頸
部
、
や
や
潰
れ
た
球
状
に
膨
ら
む
胴
部
、
裾
広
が
り

に
開
く
基
部
の
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
釉
調
は
や
や
緑
味
の
強
い
明
る
い
青

緑
色
を
呈
し
て
お
り
、
比
較
的
厚
く
ム
ラ
な
く
施
釉
さ
れ
て
い
る
。
器
面
四
方
に
は
、

口
縁
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
ま
っ
す
ぐ
に
帯
状
の
貼
花
文
が
付
さ
れ
て
お
り
、
口
縁
部

お
よ
び
底
部
付
近
で
は
剣
状
に
先
が
細
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
帯
状
文
の
内
部
に
は
、

劃
花
に
よ
っ
て
左
右
対
称
の
二
列
の
雷
文
が
施
さ
れ
て
い
る（
挿
図
2
）。
口
頸
部
と
胴

挿図2　青磁中蕪形花生　
挿図2　部分

挿図3　同　底部

挿図4　同　旧箱蓋表

挿図5　同　箱蓋裏

部
、
お
よ
び
胴
部
と
基
部
の
境
目
に
は
圏
状
の
段
が
作
ら
れ
て
い
る
。
胴
裾
も
同
じ
く

圏
状
に
削
り
込
ま
れ
て
お
り
、
釉
溜
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
外
底
に
も
施
釉
さ
れ
て
い

る
が
、
高
台
は
側
面
、
接
地
面
と
も
に
釉
が
削
ら
れ
て
、
胎
土
が
薄
い
茶
色
に
発
色
し

て
い
る
。
ま
た
、
外
底
は
中
央
が
円
状
に
削
ら
れ
て
い
る（
挿
図
3
）。

箱
書旧

桐
箱
が
蓋
の
み
現
存
す
る
。
蓋
表
に
「
四
番
之
／
に
廿
五
／
碪
中
蕪
花
生
／
元
禄

十
一
年
十
二
月
」
と
墨
書
が
あ
る（
挿
図
4
）。
現
状
の
箱
に
は
、
蓋
表
に
「
碪
青
磁
花

生
」
と
墨
書
さ
れ
た
札
と
「
花
活
第
壱
弐
號
」
と
い
う
現
行
の
什
宝
番
号
を
記
し
た
貼

札
が
付
さ
れ
る
。
蓋
裏
に
は
墨
書
「（「
納
」
印
）　

三
拾
番
」
と
朱
書
「
上　

拾
六
号
」

の
貼
札
が
あ
る（
挿
図
5
）。

（
二
）青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生

形
状「

青
磁
中
蕪
形
花
生
」
と
同
じ
く
、
口
頸
部
・
胴
部
・
基
部
か
ら
成
る
。
釉
調
は
灰

色
が
か
っ
た
暗
い
青
緑
色
を
呈
し
て
い
る
。
釉
層
が
全
体
的
に
薄
い
た
め
か
、
形
姿
は

シ
ャ
ー
プ
で
あ
る
。
口
頸
部
下
部
と
、
胴
部
の
上
下
、
お
よ
び
基
部
の
上
部
が
圏
状
に

削
り
込
ま
れ
、
そ
の
間
と
な
る
口
縁
部
か
ら
口
頸
部
下
部
、
胴
部
中
央
、
基
部
上
部
か

ら
胴
裾
に
か
け
て
縦
四
方
に
帯
状
の
貼
花
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
帯
状
文
に
は
、

二
つ
も
し
く
は
三
つ
の
節
の
よ
う
な
突
起
が
等
間
隔
で
施
さ
れ
て
い
る（
挿
図
6
）。
こ

の
突
起
部
分
が
凸
状
に
突
き
出
て
お
り
、
帯
状
文
全
体
が
「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
に
比

べ
て
、
存
在
感
を
も
っ
て
い
る
。
外
底
に
も
施
釉
さ
れ
て
い
る
が
、
接
地
面
お
よ
び
接

地
面
付
近
の
高
台
の
釉
は
削
り
取
ら
れ
て
お
り
、胎
土
は
赤
褐
色
に
発
色
し
て
い
る（
挿

図
7
）。
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六

箱
書内

箱
は
黒
塗
印
籠
蓋
造
で
あ
る
。
外
箱
は
桐
二
方
盞
蓋
造
で
、
蓋
表
に
墨
書
「
青
磁

天
龍
寺
手
中
蕪
豇
蔓
模
様
／
花
生
」
と
現
行
の
什
宝
番
号
を
記
し
た
「
花
活
第
壹
四

號
」
と
い
う
貼
札（
挿
図
8
）、
蓋
裏
に
「
天
／
六
拾
三
號
／
花
生
」
の
貼
札
が
あ
る（
挿

図
9
）。

二　

尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
に
み
る
尊
形
瓶
の
名
称

（
一
）江
戸
時
代
の
蔵
帳

徳
川
美
術
館
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
年
間
に
か
け
て
、
尾
張
徳
川
家
が
什
宝
管

理
に
使
用
し
た
蔵
帳
が
数
百
冊
現
存
し
て
い
る
。
最
古
の
蔵
帳
が
、
徳
川
家
康
の
遺
産

台
帳
で
あ
る
『
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
』（
元
和
二
年〈
一
六
一
六
〉十
一
月
二
十
三
日
～
同
四

（
20
）

年
十
一
月
一
日
、
記
録
古
文
書
一
号
）で
、
こ
こ
に
は
「
一　

天
龍
寺
花
生　

弍
」「
一　

　

同
（
天
龍
寺
）
　

き
や
う
つ
　ゝ

壱
」
と
、
青
磁
瓶
と
思
わ
れ
る
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直（
一
六
〇
〇
～
五
〇
）が
歿
し
た
際
に
、
二
代
光
友（
一
六
二
五

～
一
七
〇
〇
）が
相
続
す
る
に
あ
た
っ
て
編
纂
さ
れ
た
蔵
帳
で
あ
る
『
慶
安
四
年
御
数
寄

御
道
具
帳
』（
古
帳
三
号
）に
は
「
一　
　

同
（
御
花
入
）

　

青
磁
二
重
蕪
」「
一　
　

同
（
御
花
入
）

　

青
磁
中

か
ふ
ら　

壱
ツ
」「
一　
　

同
（
御
花
入
）
　

同
（
青
磁
）
　

き
ぬ
た　

壱
ツ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
慶
安
四

年（
一
六
五
一
）の
時
点
で
す
で
に
尊
形
瓶
と
思
し
き
青
磁
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
蔵
帳
に
は
こ
う
し
た
名
称
が
ど
の
作
品
に
相

当
す
る
の
か
を
は
っ
き
り
と
示
す
記
述
は
な
い
た
め
、
現
存
作
品
と
の
同
定
は
容
易
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
作
品
の
箱
に
付
さ
れ
た
貼
紙
を
手
掛
か
り
に
、
作
品
と
同
定
が
可

能
な
蔵
帳
の
記
述
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「
御
道
具
帳
」（
旧
原
簿
一
三
号
）

尾
張
徳
川
家
の
江
戸
表
の
御
数
寄
屋
方
の
蔵
帳
で
、
十
代
斉
朝（
一
七
九
三
～

一
八
五
〇
）の
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
尾
張
徳
川
家
の
什
宝
管
理

の
た
め
の
台
帳
と
し
て
使
わ
れ
、
明
治
初
年
ま
で
引
き
続
き
使
用
さ
れ
た
。
道
具
の
名

称
と
員
数
、
作
者
な
ど
が
書
か
れ
た
短
冊
を
貼
り
込
ん
だ
形
式
で
、
貼
り
替
え
や
貼
り

足
し
も
多
く
見
ら
れ
、
重
複
も
あ
る
。

全
七
冊
の
内
、
第
一
冊
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　
　

に
廿
五

　
　
　

一　

同
（
青
磁
）
　

碪
中
蕪　

壱

　
　

天
廿
二

　
　
　

同
（
納
）判

卅
番
に
組
入

（
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）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

挿図6　青磁竹節文
中蕪形花生　
部分

挿図8　同　外箱蓋表

挿図9　同　外箱蓋裏 挿図7　同　底部
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七

　
　

未
上
十
六

「
に
廿
五
」「
同
（
青
磁
）碪
中
蕪
」「
同
（
納
）判
卅
番
」
と
い
う
記
述
が
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
の

箱
書
や
貼
札
と
合
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
の
ム
ラ
な
く
施
釉
さ
れ

た
明
る
い
青
緑
色
が
「
碪
」
手
と
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
『
立
花
図
巻
』
に

は
「
菖
蒲
形
」「
竹
ノ
節
」、『
花
瓶
之
画
図
』（
慶
長
八
年〈
一
六
〇
三
〉、
個
人
蔵
）に
お
い
て

は
、「
シ
ヤ
ウ
ブ
ガ
タ
」「
タ
ケ
ノ
フ
シ
」
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
器
形
が
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
「
中
蕪
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
目
録
」（
旧
原
簿
一
一
号
）

尾
張
の
御
数
寄
屋
方
の
蔵
帳
で
、
成
立
は
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）以
前
と
さ
れ
て

い
る
。「
御
道
具
帳
」
と
同
じ
く
、
江
戸
時
代
後
期
の
藩
政
期
か
ら
明
治
初
年
に
至
る

ま
で
、
尾
張
徳
川
家
の
什
宝
管
理
の
た
め
の
台
帳
と
し
て
使
わ
れ
た
。

全
九
冊
の
内
、
内
表
紙
に
「
御
茶
器
御
道
具
帳　

参
」
と
墨
書
が
あ
る
第
三
冊
に

は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

ろ
廿
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
塗
箱
入
浅
黄
絹
袋
入

　
　

天
六
十
三　

一　

青
磁
七
官
手
豇
蔓
御
花
生　

中
蕪
形
天
龍
寺
時
代　

壱

　
　
　

納
判
百
六
番
江
組
入

「
天
六
十
三
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
、「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
蓋
裏
に
付
さ

れ
た
貼
札
の
記
載
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
も
ま
た
記
録
と
の
同
定
が
可
能

と
な
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
室
町
時
代
に
は
見
ら
れ
る
「
竹
の
節
」
と
い
う

表
現
は
、
こ
の
時
点
で
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
七
官
手
豇
蔓
」
と
表
記
さ
れ
て
い

（
26
）（

27
）

る
点
で
あ
る
。「
中
蕪
形
天
龍
寺
時
代
」
は
「
青
磁
七
官
手
豇
蔓
御
花
生
」
よ
り
も
小

さ
な
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
中
蕪
形
」
も
「
天
龍
寺
時
代
」
も
作
品
の
属
性

と
し
て
付
加
さ
れ
た
情
報
で
し
か
な
く
、
作
品
の
名
称
は
あ
く
ま
で
「
青
磁
七
官
手
豇

蔓
御
花
生
」
で
あ
る
。
加
え
て
、「
七
官
手
」
は
前
出
の
「
碪
」
と
同
じ
よ
う
に
作
品

の
釉
調
を
示
す
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
作
品
を
示
す
た
め
の
重
要
な
語
は

「
豇
蔓
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
に
は
な

く
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
に
あ
る
造
形
的
特
徴
が
「
豇
蔓
」
の
語
に
集
約
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
両
作
品
の
造
形
的
特
徴
を
改
め
て
比
較
す
る
と
、

同
じ
よ
う
な
尊
形
で
あ
っ
て
も
、
釉
調
と
四
方
の
帯
状
文
が
大
き
く
違
う
こ
と
に
気
付

く
。
釉
調
の
違
い
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
、「
碪
」
と
「
七
官
手
」
と
い
う
語
で
区

別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
に
は
な
く
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪

形
花
生
」
の
も
つ
節
の
隆
起
し
た
帯
状
文
が
、
豆
科
の
植
物
で
あ
る
サ
サ
ゲ（
豇
豆
・
大

角
豆
）を
指
す
と
見
ら
れ
る
「
豇
蔓
」
の
語
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

そ
こ
で
、
同
じ
く
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
、「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
に
似
た

帯
状
文
を
も
つ
尊
形
瓶
で
あ
る
「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」（
東
博
蔵
／
挿
図
10
）に
関
す
る
蔵

帳
の
記
述
を
検
討
し
た
い
。
（
28
）

挿図10　青磁二重蕪花生
東京国立博物館蔵
Image: TNM Image Archives
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八

「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
が
記
載
さ
れ
て
い
た
蔵
帳
と
同
じ
「
御
数
寄
屋
方
御

道
具
目
録
」
の
内
、
内
表
紙
に
「
上
御
数
寄
御
道
具　

壱
」
と
墨
書
の
あ
る
第
一
冊
に

次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

拾
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
春
慶
塗
箱
入

　
　

東
上
九　

一　

青
磁
二
重
蕪
御
花
生　
　

袋
萌
黄
地
フ
ウ
ツ　

壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
ニ
損
繕
有

　
　
　
　

天
保
十
五
辰
二
月
江
戸
江
御
差
下　

弘
化
四
未
三
月
尾
州
江
為
御
差
登

　
　
　
　
　

同
十
壱
番
江
組
入　

つ
ま
り
、
類
似
し
た
帯
状
文
を
有
し
て
い
て
も
、
ベ
ー
ス
と
な
る
器
形
が
二
重
蕪
で

あ
る
場
合
は
、「
二
重
蕪
」
と
称
さ
れ
る
の
み
で
、「
豇
蔓
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な

い
。
さ
ら
に
、
器
面
に
施
さ
れ
た
刻
花
文
へ
の
関
心
も
名
称
か
ら
は
一
切
感
じ
ら
れ
な

い
。
こ
の
「
二
重
蕪
」
と
い
う
名
称
は
、
古
く
は
『
立
花
図
巻
』
や
『
花
瓶
之
画
図
』

に
見
ら
れ
る
。『
花
瓶
之
画
図
』
に
記
さ
れ
た
「
二
重
蕪
」
の
図
は
無
文
で
あ
る
た
め
、

少
な
く
と
も
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
は
、
装
飾
文
様
に
は
関
係
な
く
、
鏡
餅
の
よ
う
に

胴
部
が
二
段
階
に
膨
ら
ん
だ
器
形
が
一
貫
し
て
「
二
重
蕪
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
と
言
え

る
。
一
方
で
、
胴
部
に
一
つ
だ
け
膨
ら
み
を
も
つ
、
い
わ
ゆ
る
尊
形
に
関
し
て
は
、
室

町
時
代
の
み
な
ら
ず
、
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
、
単
に
そ
の

器
形
だ
け
で
呼
ぶ
こ
と
は
せ
ず
、
装
飾
文
様
に
着
目
し
た
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
二
重

蕪
花
生
」
と
い
う
尾
張
徳
川
家
伝
来
の
三
つ
の
作
品
が
蔵
帳
の
記
述
「
青
磁
碪
中
蕪
」

「
青
磁
七
官
手
豇
蔓
」「
青
磁
二
重
蕪
」
と
同
定
さ
れ
た
。
次
に
こ
れ
ら
の
蔵
帳
を
引
き

（
29
）

継
い
だ
明
治
期
の
蔵
帳
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
名
称
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る

の
か
確
認
し
た
い
。

（
二
）明
治
・
大
正
期
の
蔵
帳

「
什
器
目
録
」（
什
器
原
簿
一
〇
号
）

前
掲
の
「
御
道
具
帳
」
や
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
目
録
」
と
い
っ
た
「
什
器
旧
原

簿
」
と
称
さ
れ
る
蔵
帳
群
に
は
、
先
述
の
通
り
「
納
判
○
○
番
江
組
入
」
な
ど
の
書
き

入
れ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
初
期
の
什
宝
整
理
の
際
に
記
さ
れ
た
書
き
入
れ
で
、「
什

器
目
録
」
は
こ
の
結
果
を
元
に
明
治
五
・
六
年（
一
八
七
二
・
七
三
）頃
作
成
さ
れ
た
。
全

十
九
冊
の
う
ち
第
七
冊
に
「
花
活
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
青
磁
碪
中
蕪
」「
青
磁
七

官
手
豇
蔓
」「
青
磁
二
重
蕪
」
の
語
や
、「
天
六
十
三
」
な
ど
の
書
き
入
れ
を
手
掛
か
り

に
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
と
考

え
ら
れ
る
記
述
を
抜
き
出
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一

　
　
　
　
　
　
　

一　

青
磁
二
重
蕪 

壱　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
明
治
十
二
年
十
一
月
東
京
エ
廻
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

三
十

　
　

天
廿
二　
　

一　

青
磁
碪
中
蕪 

壱　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

百
六

　
　

天
六
十
三　

一　

青
磁
七
官
手
中
蕪
豇
蔓
模
様 

壱　
　
　

（
30
）
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九

「
天
廿
二
」「
天
六
十
三
」
と
い
う
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
、「
青
磁
碪
中
蕪
」「
青
磁
七

官
手
中
蕪
豇
蔓
模
様
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花

生
」
に
相
当
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ど
ち
ら
も
「
什
器
旧
原
簿
」
に
記
さ
れ
た
名
称
と

相
違
な
く
、
明
治
期
の
什
宝
整
理
の
際
に
は
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
名
称
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

「
什
器
下
調
元
帳
」

明
治
五
・
六
年
頃
に
「
什
器
目
録
」
が
作
成
さ
れ
た
後
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
時
代

に
か
け
て
再
び
什
宝
の
大
掛
か
り
な
整
理
が
行
わ
れ
、
全
二
冊
の
基
本
台
帳
に
ま
と
め

ら
れ
た
。
こ
の
「
什
器
下
調
元
帳
」
を
元
に
、
各
作
品
の
情
報
を
詳
細
に
記
し
た
全

五
十
八
冊
の
「
什
器
台
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
。

「
什
器
下
調
元
帳
」
に
は
、「
青
磁
碪
中
蕪
」
が
「
青
磁
中
蕪
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る

と
い
う
細
か
い
違
い
が
見
ら
れ
る
以
外
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形

花
生
」「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
の
三
点
の
作
品
名
は
基
本
的
に
「
什
器
目
録
」
を
踏
襲

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
大
正
期
に
至
っ
て
も
、
文
化
・
文
政
年
間
以
降
引
き
継
が
れ

て
き
た
尊
形
瓶
の
名
称
に
と
り
わ
け
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
什
器

台
帳
」
の
中
で
作
品
の
形
状
を
説
明
し
た
箇
所
に
、
興
味
深
い
記
述
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
青
磁
中
蕪
」
の
項
に
は
「
花
瓶
形
円
尊
形
ト
云
フ
ヘ
キ
カ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
に
至
っ
て
初
め
て
、「
尊
」
と
い
う
表
現
が
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
尊
形

を
指
し
て
「
花
瓶
形
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。「
花

瓶
形
」
を
「
什
器
台
帳
」
に
探
す
と
、「
青
磁
花
瓶
形
豇
蔓
模
様
」
と
い
う
名
の
花
生
が

見
つ
か
っ
た
。
形
状
の
説
明
に
は
「
花
瓶
形（
円
尊
ト
云
フ
ヘ
キ
カ
）外
面
ニ
豇
蔓
ト
称

ス
ル
モ
ノ
四
線
縦
ニ
置
ク
」
と
あ
り
、「
青
磁
竹
節
花
生
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
帯
状
文

を
も
つ
尊
形
瓶
が
も
う
一
点
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま

た
、「
豇
蔓
」
と
は
四
方
の
帯
状
文
の
こ
と
で
あ
る
と
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
先
の

「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
と
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
造
形
と
名
称
と
の
比
較
検

討
を
裏
付
け
る
。
な
お
、「
青
磁
花
瓶
形
豇
蔓
模
様
」
に
相
当
す
る
作
品
の
記
録
を
遡

る
と
、「
什
器
目
録
」
に
は
「
青
磁
七
官
手
花
瓶
形
」、「
御
道
具
帳
」
に
は
「
青
磁
花

瓶
形
御
花
生
」と
記
さ
れ
て
い
る
。「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」

は
と
も
に
「
中
蕪
」
の
語
を
名
称
に
含
ん
で
い
た
の
に
対
し
て
、「
中
蕪
」
を
用
い
ず

に
「
花
瓶
形
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
何
ら
か
の
造
形
的
な
相
違
点
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
青
磁
七
官
手
中
蕪
豇
蔓
模
様
」
の
項
に
は
「
青
磁
天
龍
寺
上
手
中
蕪
四
ツ
耳（
俗
ニ

竹
ノ
節
耳
ト
モ
云
）豇
蔓
模
様
」
と
あ
り
、
室
町
時
代
の
花
伝
書
に
記
さ
れ
て
以
降
姿

を
消
し
て
い
た
「
竹
ノ
節
」
と
い
う
語
が
明
治
期
に
な
っ
て
再
び
姿
を
現
す
よ
う
に
な

る
。「

青
磁
二
重
蕪
」
の
項
に
は
、「
豇
蔓
耳
四
筋
管
耳
二
ヶ
所
ア
リ
」
と
記
さ
れ
、「
青

磁
二
重
蕪
花
生
」
に
見
ら
れ
る
突
起
を
有
す
る
帯
状
文
は
、
名
称
と
し
て
は
採
用
さ
れ

な
い
も
の
の
「
青
磁
竹
節
花
生
」
の
そ
れ
と
同
じ
く
「
豇
蔓
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

（
三
）尊
形
瓶
の
造
形
と
名
称

最
後
に
、
尊
形
瓶
の
名
称
と
し
て
、
尾
張
家
の
蔵
帳
に
お
い
て
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ

て
い
る
「
豇
蔓
」
の
語
が
、
こ
の
他
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
青
磁
尊
形
花
生
」（
東
博
蔵
／
挿
図
11
）に
は
、
い
つ
の
時
代
の
名
称
な
の
か
は
定
か

で
な
い
が
、
蓋
表
に
「
サ
サ
キ
ツ
ル　

青
地
花
入
」
と
墨
書
が
あ
り
、
箱
短
側
面
に

（
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）
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）

（
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）
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〇

は
「
大
角
豆
蔓
花
入
」
と
い
う
貼
札
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
口
頸
部
四
方
に
ギ
ザ
ギ

ザ
と
し
た
帯
状
の
文
様
を
縦
に
貼
り
付
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
四
つ
の
帯
状
文
を
中
心
線

と
し
て
、
口
頸
部
と
胴
部
の
境
目
か
ら
、
口
縁
部
に
か
け
て
弓
状
の
刻
花
文
が
左
右
対

称
に
施
さ
れ
て
い
る
。
胴
部
と
基
部
に
も
ま
た
、
縦
向
き
の
帯
状
文
が
四
方
に
貼
り
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
帯
状
文
は
一
見
す
る
と
口
頸
部
と
基
部
に
、
胴
部
で
途
切

れ
る
凸
帯
が
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
口
頸
部
と
基
部
の
帯
状
文
は
細
か
な
造
形
が

異
な
っ
て
お
り
、
胴
部
と
基
部
と
が
類
似
し
て
い
る
。
口
頸
部
の
帯
状
文
は
、
稲
妻
の

よ
う
な
模
様
に
平
た
く
幅
を
も
っ
て
絞
り
出
し
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
上
で
縦
に
な
め

ら
か
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
ら
さ
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
胴
部
と
基
部
の
帯
状

文
は
、
全
体
的
に
精
緻
で
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
縦
の
細
い
線
に
対
し
て
左
右
か
ら
縫

い
目
の
よ
う
に
ジ
グ
ザ
グ
と
や
や
太
い
線
が
ほ
ぼ
左
右
対
称
で
施
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
帯
状
文
は
先
述
の
通
り
、
節
の
よ
う
な
突
起
を

も
つ
貼
花
文
が
口
頸
部
か
ら
基
部
ま
で
貫
く
よ
う
に
施
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
サ

サ
ゲ
に
見
立
て
ら
れ
た
両
作
品
の
帯
状
文
は
、
細
か
く
比
較
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
い
る
。

『
万
宝
全
書
』（
元
禄
七
年〈
一
六
九
四
〉刊
）巻
八
「
古
今
和
漢
諸
道
具
見
知
鈔
」
に
は
、

「
十
四
花
生
耳
之
部
」
と
題
さ
れ
た
項
目
の
中
に
「
大
角
豆
」
が
、
縄
の
よ
う
な
形
状

の
左
右
の
耳
の
図
を
伴
っ
て
「
大
角
豆
耳
」
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、

節
の
あ
る
文
様
が
「
大
角
豆
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
十
九　

青
磁
之
道
具

古
今
渡
り
目
録
」
と
い
う
項
目
に
は
、
図
が
伴
わ
な
い
が
、「
竹
乃
ふ
し　

青
磁　

上

手
下
手
あ
り
こ
し
に
竹
乃
ふ
し
有
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
「
豇
／
大
角
豆
」

と
「
竹
の
節
」
は
別
の
造
形
を
指
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、『
茶
道
筌
蹄
』（
一
八
一
六
）に
は
青
磁
に
つ
い
て
記
し
た
箇
所
に
、
具
体
的
な

造
形
に
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
サ
ヽ
ゲ
蔓
／
竪
ニ
ス
ヂ
ア
リ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、「
サ
ヽ
ゲ
蔓
／
豇
蔓
／
大
角
豆
蔓
」
の
語
は
隆
起
し
た
、
縦
に
付
さ
れ
た

帯
状
文
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
か
ら
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
尾
張
徳
川
家
の

蔵
帳
に
お
け
る
名
称
の
変
遷
お
よ
び
名
称
と
造
形
的
特
徴
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
二

点
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
一
）室
町
時
代
に
は
見
ら
れ
る
「
竹
の
節
」「
菖
蒲
形
」
と
い
う
表
現
は
、
文
化
・

文
政
年
間
の
蔵
帳
に
は
見
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
「
豇
蔓
」
の
語
が
新
た
に
登
場
し
、「
青

磁
中
蕪
形
花
生
」
に
は
な
く
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
も
つ
節
を
も
つ
隆
起
し

た
帯
状
文
が
「
豇
蔓
」
に
表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
竹
の
節
」
の
語
は
「
豇
蔓
」
の

同
義
と
し
て
明
治
期
に
な
っ
て
再
び
姿
を
現
す
よ
う
に
な
る
。

（
二
）尊
形
を
示
す
名
称
は
、「
中
蕪
」
の
語
が
文
化
・
文
政
年
間
以
降
現
在
に
至
る

ま
で
採
用
さ
れ
続
け
る
が
、
明
治
期
に
至
る
と
「
尊
」
と
い
う
表
現
が
登
場
す
る
。
ま

（
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）

（
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）

挿図11　青磁尊形花生
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た
、
具
体
的
な
造
形
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
尊
形
と
さ
れ
る
器
形
を
指
し
て
「
花
瓶

形
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

青
磁
尊
形
瓶
は
相
国
寺
旧
境
内
と
い
っ
た
大
禅
刹
や
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
な
ど
の
大

名
屋
敷
で
主
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
も
早
い
段

階
か
ら
青
磁
尊
形
瓶
が
数
個
に
渡
っ
て
伝
来
し
て
お
り
、
室
礼
の
道
具
と
し
て
必
要
に

迫
ら
れ
た
結
果
、
禅
宗
寺
院
や
武
家
に
と
っ
て
不
可
欠
な
道
具
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
尊
形
瓶
は
日
本
に
お
け
る
器
種
毎
の
青
磁
受
容

を
考
え
た
と
き
に
、
特
定
の
時
代
や
受
容
層
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
本
稿
は
、
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
青
磁
尊
形
瓶
の
名
称
の
変
遷
に
つ
い
て
の
断

片
的
な
報
告
に
留
ま
っ
た
が
、
今
後
は
こ
う
し
た
視
野
に
立
っ
て
、
名
称
が
変
遷
し
た

背
景
の
考
察
を
含
め
、
青
磁
受
容
の
様
相
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註（
1
）　

本
稿
で
は
、
口
頸
部
・
胴
部
・
基
部
よ
り
成
り
立
ち
、
口
頸
部
お
よ
び
基
部
が
漏
斗
状
に

広
が
り
、
胴
部
に
一
つ
も
し
く
は
二
つ
の
球
状
の
膨
ら
み
を
も
つ
器
形
を
総
称
し
て
尊
形
と
呼

ぶ
。
一
般
的
に
尊
形
は
「
中
蕪
形
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
所
蔵
先
の
表
記
お
よ
び
蔵
帳
の
記
載

に
従
う
場
合
以
外
に
は
、
こ
の
語
は
用
い
ず
、
尊
形
で
統
一
す
る
。
な
お
、
中
国
で
言
う
と
こ

ろ
の
「
鳳
首
尊
形
」、
器
面
に
貼
花
牡
丹
文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
俗
に
「
牡
丹
文
花
生
」
と
も

呼
ば
れ
る
瓶
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
尊
形
に
こ
れ
を
含
め
な
い
。

（
2
）　

法
量
は
以
下
の
通
り
。
単
位
は
す
べ
て
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
高
二
五
・
一　

口
径

一
三
・
九　

胴
径
一
〇
・
三　

腰
径
一
〇
・
四　

高
台
高
〇
・
四　

高
台
径
八
・
一
。『
花
生
』

（
徳
川
美
術
館
・
根
津
美
術
館　

昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
）作
品
番
号
四
二
。
以
下
、
作
品
名

は
原
則
と
し
て
所
蔵
先
の
表
記
に
基
づ
く
。
個
人
蔵
の
尊
形
瓶
の
作
品
の
名
称
は
、『
花
生
』
に

お
け
る
表
記
に
従
っ
た
。
な
お
徳
川
美
術
館
の
所
蔵
品
に
は
括
弧
内
に
什
宝
番
号
を
記
し
た
。

（
3
）　

高
二
三
・
八　

口
径
一
五
・
九　

胴
径
一
二
・
二　

高
台
径
九
・
八
。

（
4
）　

高
二
四
・
六　

口
径
一
五
・
二　

胴
径
一
二
・
四　

底
径
一
〇
・
六
。

（
5
）　

高
二
六
・
六　

口
径
一
八
・
二　

胴
径（
上
）一
〇
・
二　
（
下
）一
二
・
〇　

底
径
一
〇
・
五
。

（
6
）　

高
二
〇
・
八　

口
径
一
三
・
〇　

胴
径
六
・
三
。『
花
生
』
作
品
番
号
四
三
。

（
7
）　

高
二
一
・
五　

口
径
一
一
・
八　

胴
径
五
・
八
。

（
8
）　

高
二
二
・
八　

口
径
九
・
四　

胴
径
九
・
六
。

（
9
）　

森
達
也
「
汝
窯
と
南
宋
官
窯
─
器
形
と
技
術
の
比
較
─
」（『
北
宋
汝
窯
青
磁
の
謎
に
せ
ま

る
』
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館　

二
〇
一
〇
年
三
月
）。

（
10
）　

岡
田
穣
編
『
日
本
の
美
術 

床
の
間
と
床
飾
り
』
一
五
二
号　

至
文
堂　

昭
和
五
十
四
年

一
月
十
五
日
。

筒
井
紘
一
監
修
『
茶
の
湯
絵
画
資
料
集
成
』　

平
凡
社　

一
九
九
二
年
四
月
二
十
日
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
陶
磁
器
の
文
化
史
』　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

一
九
九
八
年
三

月
二
十
四
日
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
東
ア
ジ
ア
中
世
海
道
』　

毎
日
新
聞
社　

二
〇
〇
五
年
三
月
ほ
か
。

（
11
）　

文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局
編
『
新
安
海
底
遺
物 

資
料
編
』
一
～
三
巻　

同
和
出
版
公

社　

ソ
ウ
ル　

一
九
八
二
～
一
九
八
三
年
。

（
12
）　
『
花
咲
く
城
下
町
一
乗
谷
』　

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館　

二
〇
〇
五
年
十
月
。

（
13
）　

拙
稿
「
相
国
寺
旧
境
内
出
上
の
龍
泉
窯
青
磁
の
位
置
付
け
─
唐
物
趣
味
の
形
成
史
に
む
け

て
─
」（『
貿
易
陶
磁
研
究
』
三
十
三
号　

二
〇
一
三
年
九
月
二
十
八
日
）。

（
14
）　
『
小
河
御
所
并
東
山
殿
御
錺
図
』
に
は
、
図
示
さ
れ
た
三
具
足
の
材
質
ま
で
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、『
立
花
図
巻
』
に
は
同
様
の
押
板
飾
り
の
図
に
添
え
て
「
青
磁
三
具
足
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
は
「
胡
銅
青
磁
の
間
い

ず
れ
も
同
」、
群
書
類
従
所
収
の
同
書
に
は
「
胡
銅
青
磁
取
合
セ
ラ
レ
テ
モ
不
苦
候
」
と
、
い

ず
れ
も
押
板
飾
り
に
関
す
る
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

花
伝
書
は
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
花
瓶
に
つ
い
て
の
記
事
や
瓶
花

飾
り
の
図
示
が
、
次
第
に
花
の
理
論
と
し
て
成
熟
し
た
結
果
生
ま
れ
た
。
天
文
年
間
に
数
多
く

作
ら
れ
、
花
伝
書
の
時
代
は
こ
こ
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
至
る
ま
で
続
く
。
こ
の
頃
ま
で
は
主

と
し
て
巻
物
形
式
で
師
資
相
承
の
非
公
開
を
前
提
と
す
る
性
質
で
あ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
後
半

か
ら
、
書
物
と
し
て
多
数
出
版
さ
れ
は
じ
め
、
内
容
も
啓
蒙
を
目
的
と
す
る
入
門
書
や
解
説
書

へ
と
変
容
し
て
い
っ
た（
村
井
康
彦
「
伝
書
概
説
」
岡
田
幸
三
編
『
図
説 

い
け
ば
な
大
系　

第

六
巻　

い
け
ば
な
の
伝
書
』
角
川
書
店　

昭
和
四
十
七
年
二
月
十
日
）。
花
伝
書
に
お
け
る
花



徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

五
二

生
に
関
す
る
記
述
内
容
の
変
化
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
16
）　

十
六
～
十
八
世
紀
の
記
録
に
見
ら
れ
る
龍
泉
窯
青
磁
に
つ
い
て
は
、
西
田
宏
子
氏
が
『
松

屋
会
記　

久
政
茶
会
記
』『
天
王
寺
屋
会
記　

宗
達
他
会
記
』『
松
屋
会
記　

久
好
茶
会
記
』『
有

楽
亭
茶
湯
日
記
』『
小
堀
遠
州
茶
会
記
集
成
』『
伊
達
綱
村
茶
会
記
』『
槐
記
』『
雲
州
名
物
』
な

ど
を
基
に
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
茶
会
に
お
け
る
青
磁
の
花
生
と
し
て
は
、
蕪
無
・
筒

形
・
筍
形
と
い
っ
た
器
形
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
西
田
宏
子
「
南
宋
の
龍

泉
窯
青
磁
」『
此
君
』
三
号　

根
津
美
術
館　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
）。

（
17
）　

早
稲
田
大
学
蔵
の
寛
政
三
年
版
を
参
照
し
た
。

（
18
）　

早
稲
田
大
学
蔵
の
弘
化
四
年
版
を
参
照
し
た
。

（
19
）　
「
二
重
カ
フ
ラ
」
は
東
博
蔵
「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
に
、「
竹
の
節
」
は
徳
川
美
術
館
蔵

「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
に
、「
菖
蒲
形
」
は
同
館
蔵
「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
に
比
定
さ
れ

て
い
る
。
註（
2
）前
掲
『
花
生
』
作
品
解
説
、
註（
16
）西
田
前
掲
論
文
参
照
。

（
20
）　

各
蔵
帳
の
内
容
・
成
立
背
景
や
写
本
・
副
本
と
い
っ
た
蔵
帳
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

佐
藤
豊
三
「
享
保
時
代
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
整
理
に
つ
い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』
第

二
十
五
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
年
八
月
三
十
日
）に
詳
し
い
。

（
21
）　
『
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
』
の
う
ち
「
色
々
御
道
具
帳
一
冊
」（『
大
名
の
茶
の
湯
』　

徳
川

美
術
館　

平
成
四
年
四
月
十
一
日
）。

（
22
）　
「『
慶
安
四
年
御
数
寄
御
道
具
帳
』
一
冊
」（
註（
21
）前
掲
書
所
収
）。

（
23
）　

な
お
、「
一　
　

同
（
御
花
入
）青

磁
中
か
ふ
ら　

壱
ツ
」
に
は
「
出
雲
守
様
ニ
被
進
」
と
貼
札
が
あ

る
た
め
、
こ
の
花
生
は
慶
安
四
年
の
時
点
で
は
尾
張
徳
川
家
に
存
在
し
、
そ
の
後
同
家
を
出
た

こ
と
が
分
か
る
。

（
24
）　

山
本
泰
一
「
尾
張
徳
川
家
の
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝（
収
蔵
品
）の
種
類
と
数
量
に
つ
い
て

（
二
）」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
十
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
八
年
十
月
二
十
日
）。

（
25
）　

山
本
泰
一
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
帳
の
優
品
の
多
く
は
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳
」（
旧
原
簿

十
一
号
）に
記
載
さ
れ
る
尾
張
の
「
上
御
数
寄
道
具
」
で
あ
り
、
古
く
は
尾
張
徳
川
家
八
代
宗

勝（
一
七
〇
五
～
六
一
）の
代
の
延
享
三
年（
一
七
四
六
）に
少
数
が
江
戸
に
移
動
し
て
お
り
、
記

載
さ
れ
た
什
宝
の
大
半
は
、
尾
張
徳
川
家
十
一
代
斉
温（
一
八
一
九
～
三
九
）と
十
二
代
斉
荘

（
一
八
一
〇
～
四
五
）の
代
に
、
尾
張
よ
り
江
戸
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
と
見
ら
れ
る
記
載
は
、「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳
」
と
重
複
し
な
い
た

め
、
当
初
か
ら
江
戸
に
あ
っ
た
道
具
と
考
え
ら
れ
る
。
註（
24
）山
本
前
掲
論
文
参
照
。

（
26
）　

註（
24
）山
本
前
掲
論
文
参
照
。

（
27
）　
「
天
○
○
」
と
は
、
明
治
十
三
年
以
降
に
行
わ
れ
た
什
宝
整
理
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
天
・

地
・
人
」
の
三
部
の
格
付
け
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
際
に
、
既
存
の
蔵
帳
と
の
照
合
が
行
わ

れ
、
江
戸
時
代
の
蔵
帳
に
こ
う
し
た
整
理
番
号
が
書
き
入
れ
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　

東
博
蔵
「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
が
尾
張
徳
川
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
際
の
箱
は
、
現
在
す
で

に
失
わ
れ
て
い
る
が
、
大
正
十
年（
一
九
二
一
）十
一
月
の
尾
張
徳
川
家
の
売
立
目
録
、
後
述
す

る
明
治
期
の
台
帳
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
目
録
」
な
ど
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
作
品

が
尾
張
徳
川
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
な
お
、
本
作
品
の
売
立
が
行
わ
れ

た
際
に
、尾
張
徳
川
家
の
み
な
ら
ず
田
安
家
伝
来
の
道
具
も
加
え
ら
れ
て
お
り（
四
辻
秀
紀
「
尾

張
徳
川
家
の
名
宝
─
里
帰
り
の
名
品
・
優
品
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
尾
張
徳
川
家
の
名
宝
』　

徳
川

美
術
館　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
日
）、現
在
の
箱
に「
田
安
家
伝
来
」と
の
貼
札
が
あ
る
の
は
、

こ
の
こ
と
に
よ
る
錯
誤
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）　

名
称
ひ
い
て
は
分
類
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
二
重
蕪
形
の
よ
う
に
同
一
の
器
形
が
一
つ
し

か
存
在
し
な
い
場
合
と
、
尊
形
の
よ
う
に
同
時
に
二
つ
以
上
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後

者
が
識
別
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
異
な
る
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
東
博
が
所
蔵
す
る
「
青
磁
琮
形
瓶
」
や
徳
川
美
術
館
に
現
存
す
る

三
つ
の
琮
形
瓶
な
ど
、
尾
張
徳
川
家
に
は
大
き
く
形
の
異
な
る
少
な
く
と
も
四
点
以
上
の
琮
形

瓶
が
伝
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
蔵
帳
に
は
「
青
磁
経
筒
」
と

記
さ
れ
る
の
み
で
、
こ
れ
ら
を
区
別
し
て
い
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

（
30
）　

註（
24
）山
本
前
掲
論
文
、
註（
20
）佐
藤
前
掲
論
文
参
照
。

（
31
）　

佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
蔵
帳
は
収
蔵
場
所
や
時
代
ご
と
に
書
き
改
め
ら
れ
て
成
立
す
る
が
、

新
た
に
成
立
す
る
蔵
帳
に
各
時
代
の
情
報
や
名
称
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
蔵
帳
に
よ
っ
て
は
、
員
数
が
重
要
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
前
時
代
の
情
報
や
名
称

が
そ
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（
佐
藤
豊
三
「
尾
張
徳
川
家
蔵
帳
に
み
る
唐
物
染
付

の
名
称
」『
金
鯱
叢
書
』
第
三
十
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
八
年
十
月
二
十
日
）。
な
お
、

「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
は
、「
天
・
地
・
人
」
の
格
付
け
が
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
書
き
入

れ
に
よ
っ
て
同
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
蔵
帳
に
お
い
て
青
磁
瓶
が
列
記
さ
れ
る
中

で
、「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
と
い
う
記
述
は
一
箇
所
に
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
、
同
一
の
作
品



徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

五
三

と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
32
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
年
代
は
以
下
の
通
り
。
第
壱
部　

明
治
三
十
一
年
三
月
、
新
第
壱
部　

大
正
四
年
十
二
月
、
第
二
部　

明
治
三
十
年
八
月
よ
り
四
十
四
年
一
月
、
第
三
部　

明
治
三
十

年
八
月
よ
り
四
十
四
年
一
月
。
註（
20
）佐
藤
前
掲
論
文
参
照
。

（
33
）　

こ
う
し
た
「
什
器
台
帳
」
に
お
け
る
形
状
の
説
明
に
は
、「
村
瀬
玄
中
ノ
調
ニ
依
ル
」
と

文
末
に
記
さ
れ
て
い
る
。
村
瀬
玄
中（
一
八
四
四
～
一
九
一
八
）は
、
名
古
屋
清
寿
院
住
持
で
、

裏
千
家
十
一
世
玄
々
斎
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
。
明
治
四
十
三
年
か
ら
大
正
四
年
に
か
け

て
、
尾
張
徳
川
家
は
、
今
泉
雄
作（
一
八
五
〇
～
一
九
三
一
）・
村
瀬
玄
中
・
シ
テ
方
観
世
流
能

楽
師
の
観
世
喜
之（
一
八
八
五
～
一
九
四
〇
）・
能
装
束
師
の
関
岡
吉
太
郎
・
シ
テ
方
金
剛
流
能

楽
師
の
金
剛
謹
之
助（
一
八
五
四
～
一
九
二
三
）ら
の
専
門
家
に
、
什
宝
の
美
術
品
と
し
て
の
価

値
判
断
を
依
頼
し
て
い
る（
香
山
里
絵
「
徳
川
義
親
の
美
術
館
設
立
想
起
」『
金
鯱
叢
書
』
第

四
十
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
五
日
）。

（
34
）　

什
器
台
帳
に
は
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
売
却
さ
れ
た
と
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
実
際
に

徳
川
美
術
館
に
は
現
存
し
な
い
。
昭
和
二
十
三
年
に
は
、
戦
後
の
復
興
資
金
を
捻
出
す
る
た
め

の
売
立
が
行
わ
れ
て
い
る
。
註（
28
）四
辻
前
掲
論
文
参
照
。

（
35
）　

立
命
館
大
学
蔵
の
明
和
七
年
版
を
参
照
し
た
。

（
36
）　
「
竹
ノ
節
」
と
い
う
名
称
は
、
筍
形
瓶
の
箱
書
に
も
確
認
さ
れ
る
た
め（
註（
2
）前
掲
書

『
花
生
』
一
九
二
頁
）、
江
戸
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、
腰
に
節
を
も
つ
筍
形
の
よ
う
な
器
形

に
対
し
て
「
竹
の
節
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

［
付
記
］　

本
稿
の
執
筆
お
よ
び
写
真
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
陽
明
文
庫
、
根
津
美
術
館 

西
田
宏

子
氏
、
東
京
国
立
博
物
館 

三
笠
景
子
氏
よ
り
格
別
の
ご
高
配
お
よ
び
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
美
術
館　

學
藝
員
）



AAA



新
出
の
与
謝
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
模
本
に
つ
い
て

五
五

緒　

言

一　

作
品
概
要

二　

諸
本
と
の
比
較
検
討

─
海
杜
本
を
中
心
に

─

　
（
一
）　

本
文
の
異
同

　
（
二
）　

書
体

　
（
三
）　

挿
絵

結　

語

─
「
奥
の
細
道
図
」
の
中
で

─

［
資
料
］本
文
対
照
表

　
　
　

緒　
　
　

言

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）、
与
謝
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
模
本（
以
下
、「
徳
川

本
」
と
略
称
す
る
）が
坂
田
宏
・
太
田
美
和
子
両
氏
よ
り
新
た
に
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

蕪
村
に
よ
る
「
奥
の
細
道
図
」
に
関
連
す
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ

に
紹
介
す
る
。

与
謝
蕪
村（
一
七
一
六
～
八
三
）に
よ
る
「
奥
の
細
道
図
」
は
、
松
尾
芭
蕉（
一
六
四
四

～
九
四
）の
著
し
た
『
奥
の
細
道
』
の
本
文
を
蕪
村
が
書
写
し
、
自
身
で
創
作
し
た
挿

絵
を
部
分
的
に
加
え
、
巻
物
・
屏
風
の
形
態
で
製
作
し
た
作
品
群
で
あ
る
。『
奥
の
細

道
』
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
松
尾
芭
蕉
に
よ
る
紀
行
文
の
傑
作
で
、
旅
自
体
は
元
禄
二

年（
一
六
八
九
）に
決
行
さ
れ
た
の
ち
、
同
七
年
に
成
稿
し
、
同
十
五
年
に
は
京
都
の
書

肆
・
井
筒
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

蕪
村
の
芸
術
活
動
が
最
盛
期
を
迎
え
た
安
永
年
間（
一
七
七
二
～
八
一
）頃
は
、
蕪
村

周
辺
で
蕉
風
復
興
運
動
が
高
ま
り
を
見
せ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
安
永
五
年
四
月
に
は
、

樋
口
道
立
を
発
起
人
と
し
て
比
叡
山
麓
一
乗
寺
村
の
金
福
寺
に
芭
蕉
庵
が
再
興
さ
れ
、

同
八
年
十
月
に
は
同
寺
に
芭
蕉
翁
像
が
奉
納
さ
れ
た
。
更
に
天
明
元
年（
一
七
八
一
）五

月
十
八
日
に
は
蕪
村
が
『
芭
蕉
庵
再
興
記
』
を
記
し
同
寺
に
納
め
、
翌
年
十
月
十
二
日

に
は
同
寺
芭
蕉
庵
に
て
芭
蕉
忌
が
催
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
蕉
風
復
興
運
動
の
高
ま
り
の
中
、
安
永
六
年
か
ら
同
九
年
に
か
け
て
製
作
さ

れ
た
の
が
「
奥
の
細
道
図
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
き
た
「
奥
の

細
道
図
」
諸
本
と
の
比
較
検
討
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
出
の
徳
川
本
の
位
置
付
け
を

（
1
）

（
2
）

加
　
藤
　
祥
　
平

新
出
の
与
謝
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
模
本
に
つ
い
て

〔
作
品
紹
介
〕



新
出
の
与
謝
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
模
本
に
つ
い
て

五
六

試
み
る
。

　
　

一　

作
品
概
要　

徳
川
本
は
、
現
在
上
下
二
巻
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
下
巻
の
巻
末
に（
挿
図
1
）、

「
右
應
需
画
且
書　

于
時
安
永
戊（七
年
・
一
七
七
八
）

戌
夏
六
月　

夜
半
翁
蕪
村（「
潑
墨
生
痕
」
白
文
方
印
）」

と
あ
る
。

上
巻
は
本
紙
縦
二
六
・
〇
糎
、
長
五
九
七
・
五
糎
、
下
巻
は
本
紙
縦
二
六
・
〇
糎
、

長
一
二
五
八
・
五
糎
で
あ
る
。
上
下
巻
で
内
容
量
に
大
き
く
差
が
出
た
状
態
と
な
っ
て

お
り
、
製
作
当
初
の
紙
継
と
は
異
な
る
、
後
世
に
施
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
紙
継
が
随
所

に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
に
挙
げ
る
他
の
現
存
作
品
と
比
べ
縦
の
寸
法
が
短
く
、

部
分
的
に
天
地
に
数
粍
幅
で
雲
母
を
塗
布
し
て
あ
る
箇
所
が
あ
り
、
伝
来
の
途
中
で
な

ん
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
装
丁
が
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
本
文
・
挿
絵

の
順
序
を
見
て
み
る
と
、
錯
簡
が
生
じ
て
い
る
。

『
奥
の
細
道
』
の
旅
程
は
、
四
十
五
行
程
に
細
か
く
分
け
ら
れ
る
。
本
文
の
始
終
を

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
本
文
は
徳
川
本
に
拠
っ
た
が
、
徳
川
本
に
は

（
3
）

（
4
）

錯
簡
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
本
来
の
順
序
に
並
べ
替
え
た
上
で
引
用
し
た
。

1
旅
立
：
月
日
は
百
代
の
～
面
八
句
を
菴
の
柱
に
か
け
置

2
千
住
：
弥
生
も
末
の
七
日
～
見
送
る
な
る
へ
し

3
草
加
：
こ
と
し
元
禄
二
と
せ
に
や
～
煩
と
な
れ
る
こ
そ
わ
り
な
け
れ

4
室
の
八
嶋
：
室
の
八
嶋
に
詣
す
～
世
に
傳
ふ
事
も
侍
し

5
日
光
仏
五
左
衛
門
：
卅
日
日
光
山
の
梺
に
～
気
稟
の
清
質
尤
尊
ふ
へ
し

6
日
光
参
拝
：
卯
月
朔
日
御
山
に
詣
拝
す
～
滝
に
こ
も
る
や
夏
の
初

7
那
須
：
那
須
の
黒
羽
～
結
付
て
馬
を
返
し
ぬ

8
黒
羽
：
黒
羽
の
舘
代
浄
坊
寺
何
か
し
の
～
夏
山
に
足
駄
を
拝
む
首
途
哉

9
雲
巌
寺
：
當
國
雲
岸
寺
の
奥
に
～
一
句
を
柱
に
残
侍
し

10
殺
生
石
・
遊
行
柳
：
是
よ
り
殺
生
石
に
～
植
え
て
立
去
る
柳
か
な

11
白
河
の
関
：
こ
ゝ
ろ
も
と
な
き
日
～
関
の
晴
着
哉　

曽
良

12
須
賀
川
：
と
か
く
し
て
越
行
ま
ゝ
に
～
見
付
ぬ
花
や
軒
の
栗

13
あ
さ
か
山
：
等
窮
か
宅
を
出
て
ゝ
～
福
嶋
に
や
と
る

14
し
の
ぶ
の
里
：
あ
く
れ
は
し
の
ふ
も
ち
摺
の
～
し
の
ふ
摺

15
佐
藤
庄
司
が
旧
跡
：
月
の
輪
の
わ
た
し
を
～
五
月
朔
日
の
事
也

16
飯
塚
：
そ
の
夜
飯
塚
に
と
ま
る
～
大
城
戸
を
こ
す

17
笠
島
：
鐙
摺
白
石
を
過
～
岩
沼
に
宿
る

18
武
隈
：
武
隈
の
松
に
～
三
月
越
し

19
宮
城
野
：
名
取
川
を
渡
て
～
草
鞋
の
緒

20
壺
碑
：
か
の
画
図
に
～
お
つ
る
は
か
り
な
り

21
末
の
松
山
：
そ
れ
よ
り
墅
田
の
～
殊
勝
に
覚
へ
ら
る

22
塩
釜
：
早
朝
し
ほ
か
ま
の
～
雄
嶋
の
磯
に
つ
く

23
松
島
：
抑
こ
と
ふ
り
に
た
れ
と
～
寺
は
い
つ
く
に
や
と
し
た
は
る

挿図1　落款・印章　徳川本



新
出
の
与
謝
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
模
本
に
つ
い
て

五
七

24
石
の
巻
：
十
二
日
平
和
泉
と
こ
こ
ろ
さ
し
～
廿
余
里
ほ
と
ゝ
お
ほ
ゆ

25
平
泉
：
三
代
の
栄
耀
～
さ
み
た
れ
の
降
の
こ
し
て
や
光
堂

26
尿
前
の
関
：
南
部
道
は
る
か
に
～
胸
と
ゝ
ろ
く
の
み
な
り

27
尾
花
沢
：
尾
花
沢
に
て
～
古
代
の
す
か
た
か
な　

曽
良

28
立
石
寺
：
山
形
領
に
立
石
寺
と
～
し
み
入
る
せ
み
の
聲

29
最
上
川
：
も
か
み
川
の
ら
ん
と
～
早
し
㝡
上
川

30
羽
黒
：
六
月
三
日
羽
黒
山
に
登
る
～
御
山
と
謂
つ
へ
し

31
酒
田
：
羽
黒
を
立
て
～
い
れ
た
り
最
上
川

32
象
潟
：
江
山
水
陸
の
風
光
～
み
さ
こ
の
巣

33
越
後
路
：
酒
田
の
余
波
～
よ
こ
た
ふ
あ
ま
の
河

34
市
振
：
今
日
は
親
し
ら
す
～
か
た
れ
は
書
と
ゝ
め
侍
る

35
那
古
の
浦
：
く
ろ
へ
四
十
八
か
瀬
～
右
は
有
磯
海

36
金
沢
：
卯
の
花
山
～
つ
れ
な
く
も
秋
の
か
せ

37
小
松
：
小
松
と
云
と
こ
ろ
～
甲
の
下
の
き
り
〳
〵
す

38
那
谷
：
山
中
の
温
泉
に
～
白
し
あ
き
の
風

39
山
中
：
温
泉
に
浴
す
～
書
付
消
ん
笠
の
露

40
全
昌
寺
・
汐
越
の
松
：
大
聖
寺
の
城
外
～
指
を
立
る
か
こ
と
し

41
天
竜
寺
・
永
平
寺
：
丸
𦊆
天
竜
寺
の
～
貴
き
ゆ
へ
あ
り
と
か
や

42
等
栽
：
福
井
は
三
里
斗
な
れ
は
～
枝
折
と
う
か
れ
立
つ

43
敦
賀
：
漸
白
根
か
～
北
国
日
和
定
め
な
き

44
種
の
浜
：
十
六
日
空
霽
た
れ
は
～
筆
と
ら
せ
て
寺
に
の
こ
す

45
大
垣
：
路
通
も
此
み
な
と
ま
て
～
は
か
れ
行
秋
そ

右
記
を
参
考
に
、
錯
簡
の
現
状
を
記
す
と
次
の
と
お
り
と
な
る
。

（
上
巻
）1
旅
立
→
2
千
住
→
3
草
加
→
4
室
の
八
嶋
→
5
日
光
仏
五
左
衛
門
→
6

日
光
参
拝（「
う
ら
み
の
滝
と
申
傳
え
侍
る
な
り
」
ま
で
）→
11
白
河
の
関（「
う

の
花
を
か
さ
し
に
関
の
晴
着
哉　

曽
良
」
か
ら
）→
12
須
賀
川
→
13
あ
さ
か
山

→
14
し
の
ぶ
の
里
→
15
佐
藤
庄
司
が
旧
跡
→
16
飯
塚
→
17
笠
島
→
18
武
隈

→
19
宮
城
野
→
20
壺
碑
→
21
末
の
松
山（
本
文
の
み
）

（
下
巻
）21
末
の
松
山（
挿
絵
の
み
）→
22
塩
釜
→
23
松
島
→
24
石
の
巻
→
25
平
泉

（「
千
歳
の
記
念
と
は
な
れ
り
」
ま
で
）→
6
日
光
参
拝（
最
後
の
句
「
暫
時
は
滝

に
こ
も
る
や
夏
の
初
」
か
ら
）→
7
那
須
→
8
黒
羽
→
9
雲
巌
寺
→
10
殺
生

石
・
遊
行
柳
→
11
白
河
の
関（「
に
も
と
ゝ
め
置
れ
し
と
そ
」
ま
で
）→
30
羽
黒

（「
八
日
月
山
に
の
ほ
る
」
か
ら
）→
31
酒
田
→
32
象
潟
→
33
越
後
路
→
34
市

振
→
35
那
古
の
浦
→
36
金
沢
→
37
小
松（「
縁
記
に
見
え
た
り
」
ま
で
）→
25

平
泉（「
さ
み
た
れ
の
降
の
こ
し
て
や
光
堂
」
か
ら
）→
26
尿
前
の
関
→
27
尾
花

沢
→
28
立
石
寺
→
29
最
上
川
→
30
羽
黒（「
御
山
と
謂
つ
へ
し
」
ま
で
）→
37

小
松（「
む
さ
ん
や
な
甲
の
下
の
き
り
〳
〵
す
」
か
ら
）→
38
那
谷
→
39
山
中

→
40
全
昌
寺
・
汐
越
の
松
→
41
天
竜
寺
・
永
平
寺
→
42
等
栽
→
43
敦
賀

→
44
種
の
浜
→
45
大
垣

21
末
の
松
山
で
は
本
文
・
挿
絵
を
上
下
巻
に
分
け
、
6
日
光
参
拝
で
は
本
文
の
途
中

で
明
ら
か
に
句
が
続
く
べ
き
で
あ
る
箇
所
を
寸
断
す
る
な
ど
、
鑑
賞
上
妨
げ
と
な
る
錯

簡
が
著
し
い
。
当
初
一
巻
だ
っ
た
の
を
二
巻
に
分
け
、
そ
の
際
に
錯
簡
が
生
じ
た
の
か
、

あ
る
い
は
二
巻
だ
っ
た
の
を
修
理
し
た
際
に
、
錯
簡
が
生
じ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

挿
絵
は
、
全
部
で
十
三
図
あ
り
、
以
下
の
場
面
を
描
く
。

1
旅
立
、
7
那
須
、
12
須
賀
川
、
15
佐
藤
庄
司
が
旧
跡（
図
1
）、
20
壺
碑
、
21
末

の
松
山
、
22
塩
釜
、
26
尿
前
の
関
、
31
酒
田
、
34
市
振
、
39
山
中
、
40
全
昌
寺
、

（
5
）



新
出
の
与
謝
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
模
本
に
つ
い
て

五
八

42
等
栽（
図
3
）

徳
川
本
全
体
に
、
伝
来
途
次
に
生
じ
た
カ
ビ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
汚
れ
が
み
ら
れ
る

た
め
、
状
態
は
良
好
で
は
な
い
が
、
淡
墨
・
淡
彩
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
、
徳
川
本
に
つ
い
て
概
観
し
た
と
こ
ろ
で
、「
奥
の
細
道
図
」
の
現
存
作
品
と

の
比
較
検
討
を
行
い
た
い
。

　
　
　

二　

諸
本
と
の
比
較
検
討

─
海
杜
本
を
中
心
に

─

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
、
現
存
す
る
「
奥
の
細
道
図
」
は
、
以
下
の
五
点
で
あ

る
。

①
「
奥
の
細
道
図
巻
模
本
」

（
兵
庫
・
柿
衞
文
庫
蔵
、
以
下
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
従
っ
て
「
了
川
本
」
と
略
称
す
る
）

②
「
奥
の
細
道
図
巻
」

（
広
島
・
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
、
以
下
「
海
杜
本
」
と
略
称
す
る
）

③
「
奥
の
細
道
画
巻
」

（
重
要
文
化
財
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
、
以
下
「
京
博
本
」
と
略
称
す
る
）

④
「
奥
の
細
道
図
屏
風
」

（
重
要
文
化
財
、
山
形
美
術
館
蔵
、
以
下
「
山
形
本
」
と
略
称
す
る
）

⑤
「
奥
の
細
道
図
巻
」

（
重
要
文
化
財
、
大
阪
・
逸
翁
美
術
館
蔵
、
以
下
「
逸
翁
本
」
と
略
称
す
る
）

①
了
川
本
は
、「
安
永
丁（六
年
・
一
七
七
七
）

酉
秋
八
月　

応
佐
々
木
季
遊
子
之
需　

書
於
平
安
城
南
夜

半
亭
中　

六
十
二
翁
謝
蕪
村
」
の
奥
書
を
有
し
た
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
を
了
川

と
い
う
人
物
が
臨
模
し
た
一
巻
で
あ
る
。
模
本
な
が
ら
、
本
文
・
挿
絵
・
奥
書
は
蕪
村

の
筆
跡
の
余
韻
が
認
め
ら
れ
、
原
本
の
製
作
時
期
自
体
は
、
現
存
の
蕪
村
筆
「
奥
の
細

道
図
」
よ
り
遡
る
。
挿
絵
は
九
図
を
数
え
る
。

②
海
杜
本
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
一
巻
で
、
奥
書
に
「
右
応
北
風
来
屯
需
画
且
書　

于
時
安
永
戊
戌
夏
六
月　

夜
半
翁
蕪
村
」
と
あ
り
、
現
存
す
る
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道

図
」
の
最
も
製
作
時
期
が
遡
る
、
安
永
七
年
六
月
製
作
の
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
兵
庫
の
豪
商
北
風
来
屯
の
注
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
挿
絵
は
十
三
図

を
数
え
る
。
法
量
は
、
縦
三
〇
・
三
糎
、
長
一
八
七
二
・
〇
糎
。

③
京
博
本
は
、
上
下
二
巻
で
伝
わ
っ
て
お
り
、
下
巻
に
「
安
永
戊
戌
冬
十
一
月
写
於

平
安
城
南
夜
半
亭
且
畫　

六
十
三
翁
蕪
村
」
の
奥
書
を
も
つ
。
挿
絵
は
十
四
図
を
数
え

る
。
法
量
は
、
上
巻
縦
三
二
・
〇
糎
、
長
九
五
五
・
〇
糎　

下
巻
縦
三
一
・
〇
糎
、
長

七
一
一
・
〇
糎
。

④
山
形
本
は
、
従
来
確
認
さ
れ
て
き
た
「
奥
の
細
道
図
」
の
う
ち
、
唯
一
屏
風

に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
形
態
上
の
制
約
の
た
め
か
、
挿
絵
は
九
図
と
最

も
少
な
い
。「
安
永
己（八
年
・
一
七
七
九
）

亥
秋
平
安
夜
半
亭
蕪
村
寫
」
の
落
款
を
も
つ
。
法
量
は
、
縦

一
三
九
・
三
糎
、
横
三
五
〇
糎
。

⑤
逸
翁
本
は
、
奥
書
に
「
右
奥
細
道
上
下
三
巻
應
維
駒
子
之
需
寫
於
洛
下
夜
半
亭
閑

窓　

于
時
安
永
己
亥
冬
十
月　

六
十
四
翁
蕪
村
」
と
あ
り
、
現
段
階
で
も
っ
と
も
製
作

が
遅
れ
る
。
ま
た
、
黒
柳
維
駒
の
注
文
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
上
下
二
巻
に
含
ま
れ
る

挿
絵
は
最
多
の
十
五
図
を
数
え
、
蕪
村
に
お
け
る
「
奥
の
細
道
図
」
の
集
大
成
的
作
品

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
法
量
は
、
上
巻
縦
二
八
・
〇
糎
、
長
九
二
五
・
七
糎
、
下
巻

縦
二
八
・
〇
糎
、
長
一
〇
九
二
・
七
糎
。

以
上
の
う
ち
、
蕪
村
の
真
筆
と
さ
れ
る
②
～
⑤
を
、
特
に
製
作
時
期
の
近
い
②
を
比

較
検
討
の
対
象
と
し
、
以
下
に
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
6
）



新
出
の
与
謝
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
模
本
に
つ
い
て

五
九 挿図3　25平泉　冒頭部分　徳川本　 挿図2　25平泉　冒頭部分　海杜本

　
　
　
（
一
）本
文
の
異
同

蕪
村
の
「
奥
の
細
道
図
」
諸
本
に
お
け
る
本
文
の
典
拠
は
明
和
七
年（
一
七
七
〇
）版

の
『
奥
の
細
道
』、
い
わ
ゆ
る
「
蝶
夢
本
」
で
あ
り
、「
奥
の
細
道
図
」
諸
本
に
異
同
を

含
む
こ
と
が
、
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
藤
田
真
一
氏
の
考

察
を
も
と
に
以
下
、
検
討
す
る
。

ⅰ　
「
奥
の
細
道
図
」
諸
本
に
共
通
の
異
同

「
奥
の
細
道
図
」
諸
本
に
は
、
蝶
夢
本
と
異
な
り
つ
つ
も
、
皆
同
一
の
表
記
を
取
る

箇
所
が
確
認
で
き
る
。
代
表
的
な
箇
所
を
と
り
あ
げ
る
と
、
蝶
夢
本
が
40
全
昌
寺
・
汐

越
の
松
の
中
で
「
大
聖
持
の
城
外
全
昌
寺
」
と
表
記
す
る
の
に
対
し
て
、「
奥
の
細
道

図
」
諸
本
は
「
大
聖
寺
の
城
外
金
昌
寺
」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）と
記
し
て
い
る
。
徳
川

本
も
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
対
し
て
は
同
一
の
表
記
を
と
り
、
同
様
の
箇
所
は
他
に
六
箇

所
確
認
で
き
る
。

ⅱ　

海
杜
本
と
共
通
の
異
同

こ
う
し
た
異
同
の
中
で
、
製
作
時
期
の
最
も
近
い
海
杜
本
に
は
、
徳
川
本
と
強
い
近

似
性
が
確
認
で
き
る
。
6
日
光
参
拝
の
中
の
「
あ
ら
尊
と
青
葉
若
葉
の
日
の
光
」
の
一

句
は
、
海
杜
本
と
徳
川
本
の
み
が
「
あ
ら
尊
と
」
と
表
記
す
る
の
に
対
し
、
京
博
本
・

山
形
本
は
「
あ
な
た
う
と
」、
逸
翁
本
は
「
あ
ら
た
う
と
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
海
杜
本
と
徳
川
本
の
近
似
性
を
示
す
共
通
の
異
同
は
四
十
箇
所
見
出
せ
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
徳
川
本
は
、
海
杜
本
と
非
常
に
近
い
本
文
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　
（
二
）書　
　
　

体

で
は
、
こ
う
し
た
本
文
を
記
し
た
書
体
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
岡
田
彰
子
氏
は
、「
奥

の
細
道
図
」
諸
本
に
お
け
る
書
体
の
書
き
分
け
を
指
摘
し
て
い
る
。
徳
川
本
と
近
似
性

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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六
〇

の
高
い
海
杜
本
に
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

海
杜
本
と
徳
川
本
の
書
体
を
比
べ
る
と
、
書
体
は
お
ろ
か
字
形
・
字
配
り
が
ほ
と
ん

ど
一
致
す
る
。
25
平
泉
の
冒
頭
部
分
を
例
に
比
較
し
て
み
る
と（
挿
図
2
・
3
）、「
三
代

の
栄
耀
」
の
行
の
前
後
で
、
細
々
と
し
た
書
体
か
ら
肥
痩
に
富
ん
だ
や
や
太
め
の
書
体

へ
と
変
化
し
て
い
る
様
は
同
じ
で
あ
る
。
更
に
、
字
形
・
字
配
り
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ

り
、
字
の
払
い
や
は
ね
な
ど
細
部
ま
で
見
比
べ
て
よ
う
や
く
別
の
作
品
で
あ
る
と
わ
か

る
程
で
あ
る
。

海
杜
本
と
徳
川
本
の
書
体
の
書
き
分
け
と
い
う
点
に
は
更
に
強
い
近
似
性
が
認
め
ら

れ
る
が
、
細
か
な
筆
致
を
比
べ
る
と
、
海
杜
本
に
は
一
字
の
中
に
若
干
の
筆
遣
い
の
変

化
を
見
出
せ
る
の
に
対
し
て
、
徳
川
本
は
均
質
な
筆
遣
い
の
ま
ま
に
字
を
書
い
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
看
過
し
難
い
の
は
、
そ
れ
が
ま
る
で
敷
き
写
し
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

22
塩
釜
「
神
前
に
古
き
宝
燈
あ
り
」
と
い
う
箇
所
を
、
海
杜
本
・
徳
川
本
は
、「
き
」

の
横
に
小
さ
く
「
宝
」
と
記
し
て
い
る（
挿
図
4
・
5
）。
ま
た
、
20
壺
碑
「
天
平
宝
字

（
12
）

挿図4　22塩釜　部分
挿図4　海杜本

挿図5　22塩釜　部分
挿図5　徳川本

六
年
」
に
お
い
て
も
、「
六
」
を
同
様
に
右
下
に
小
さ
く
書
き
入
れ
る
点
を
共
通
さ
せ

て
い
る
。
書
き
間
違
い
の
た
め
と
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
に
す
ら
、
同
一
の
表
記
が
看
取

さ
れ
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　
　
　
（
三
）挿　
　
　

絵

挿
絵
に
お
い
て
も
、
構
図
に
海
杜
本
と
強
い
近
似
性
が
見
出
せ
る
。
海
杜
本
・
徳
川

本
と
も
に
十
三
図
を
数
え
、
描
い
て
い
る
場
面
・
構
図
も
同
一
で
あ
る
。
15
佐
藤
庄
司

が
旧
跡
の
挿
絵
で
は
、
共
に
佐
藤
兄
妹
の
妻
女
の
像
を
描
く
。
他
の
「
奥
の
細
道
図
」

諸
本
が
二
体
の
女
武
者
像
を
向
か
い
合
わ
せ
て
描
く
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
海
杜

本
・
徳
川
本
は
、
二
体
と
も
画
面
左
方
向
に
向
か
せ
、
更
に
上
部
に
独
自
の
注
記
を
加

え
て
い
る
。
ま
た
、
20
壺
碑
の
挿
絵
で
は
、
海
杜
本
・
徳
川
本
の
み
、
碑
の
上
部
に
刻

ま
れ
る
「
西
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
構
図
に
つ
い
て
は
徹
底
し

て
一
致
し
て
い
る
。

で
は
、
描
法
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
海
杜
本
が
状
態
を
良
好
に
保
っ
て
い

る
の
に
比
べ
、
徳
川
本
の
状
態
が
不
良
で
あ
り
、
彩
色
の
比
較
を
行
な
う
こ
と
は
難
し

い
た
め
、
筆
致
に
限
っ
て
検
討
す
る
と
、
や
や
徳
川
本
に
粗
放
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
15

佐
藤
庄
司
が
旧
跡
の
挿
絵
を
見
比
べ
る
と（
図
1
・
2
）、
と
も
に
、
左
の
武
者
像
の
甲

冑
の
胴
を
彫
塗
で
鹿
の
子
文
様
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
が
微
細
な
違
い
も
見
ら
れ
る
。

海
杜
本
は
丸
く
塗
り
残
し
を
作
り
な
が
ら
水
色
の
絵
の
具
を
面
塗
し
、
残
っ
た
丸
の
な

か
に
点
を
お
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
徳
川
本
は
七
宝
文
を
描
く
か
の
よ
う
に
、
線
描

に
よ
っ
て
文
様
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
脚
部
の
描
線
な
ど
を
比
較
し
て
み
る
と
、
海

杜
本
が
本
文
の
書
体
の
よ
う
に
お
お
ら
か
で
肥
痩
の
あ
る
線
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し

て
、
徳
川
本
は
全
体
的
に
細
く
な
り
が
ち
で
、
筆
鋒
の
粗
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
筆
致
の
特
徴
は
他
の
場
面
に
も
確
認
で
き
る
。
42
等
栽
の
挿
絵
で
は
、
海

（
13
）
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杜
本（
図
3
）に
は
老
女
が
ゆ
る
や
か
な
丸
み
を
帯
び
た
描
線
で
描
か
れ
る
一
方
で
、
徳

川
本（
図
4
）に
は
同
様
の
柔
和
な
描
線
は
み
ら
れ
ず
、
た
ど
た
ど
し
い
表
現
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
建
屋
の
軒
先
を
描
く
の
に
淡
彩
に
筆
先
が
割
れ
、
や
や
擦
筆
気
味
な
筆

致
で
淡
墨
を
重
ね
、
脇
の
小
屋
の
窓
や
屋
根
の
一
部
に
は
濃
墨
を
用
い
る
等
、
異
な
る

筆
致
を
使
い
分
け
、
画
面
に
奥
行
き
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
一
方
、
徳
川
本
に
は
そ
う

し
た
筆
致
の
多
様
性
は
う
か
が
え
な
い
。

更
に
、
先
の
書
体
の
検
討
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
敷
き
写
し
の
よ
う
な
箇
所
が
42
等

栽
に
は
確
認
で
き
る
。
画
面
右
の
芭
蕉
の
上
部
に
描
か
れ
る
、
建
屋
に
か
か
る
葉
叢
に

み
ら
れ
る
「
へ
」
の
字
型
の
枝
で
あ
る
。
本
来
、
樹
木
の
枝
な
ど
は
、
樹
木
が
構
図
上

大
き
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
限
り
、
定
型
を
採
る
こ
と
は
稀
だ
が
、
海
杜
本
と
徳
川
本

に
は
、
定
型
の
表
現
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
構
図
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
も
の
の
、
描
法
に
は
隔
た
り
が

確
認
で
き
た
。
更
に
、
書
体
同
様
に
敷
き
写
し
と
み
ら
れ
る
筆
致
も
確
認
で
き
た
。

徳
川
本
は
、
本
文
の
異
同
、
書
体
の
書
分
け
や
挿
絵
の
構
図
に
は
、
製
作
時
期
の
近

い
海
杜
本
と
非
常
に
近
接
し
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
近
似
性
は
あ
ま
り
に
強

く
、
む
し
ろ
敷
き
写
し
や
写
し
崩
れ
と
も
見
ら
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
た
。
徳
川
本
は

海
杜
本
の
精
密
な
模
本
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

結　

語

─
「
奥
の
細
道
図
」
の
中
で

─

安
永
年
間
に
は
、
十
点
余
り
の
「
奥
の
細
道
図
」
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
蕪
村
の
書

簡
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
蕪
村
が
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る

次
の
書
簡
が
あ
る
。 （

14
）

（
15
）

安
永
七
年（
一
七
七
八
）十
月
十
一
日
付　

暁
台
・
士
朗
宛

一
、
お
く
の
細
道
之
巻　

書
画
共
愚
老
揮
毫
仕
候
物　

近
々
相
下
可
申
候　

御
覧

可
被
下
候　

是
れ
は
両
三
本
も
し
た
ゝ
め
候
而
の
こ
し
置
申
度
所
願
候　

貴
境
は

文
華
の
土
地
に
候
故
一
本
は
の
こ
し
申
度
候　

併
紙
筆
の
費
も
有
之
候
故　

宰
馬

子
な
ど
の
財
主
之
風
流
家
に
と
ゞ
め
申
度
候　

右
に
は
、
奥
の
細
道
図
巻
を
三
点
も
製
作
し
た
と
あ
る
。
そ
の
内
の
一
点
は
、
書
簡

の
あ
て
先
で
あ
る
尾
張
の
俳
人
加
藤
暁
台（
一
七
三
二
～
九
二
）に
留
め
置
く
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
が
、
残
り
の
二
巻
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
富
裕
者
に
購
入
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。
注
文
製
作
の
み
な
ら
ず
、こ
う
し
た
作
り
置
き
を
生
ん
だ
製
作
態
度
は
、

蕪
村
の
「
奥
の
細
道
図
」
製
作
に
お
け
る
熱
狂
を
物
語
る
。

海
杜
本
の
精
密
な
模
本
で
あ
る
徳
川
本
が
生
ま
れ
た
事
情
に
は
、
こ
の
よ
う
な
蕪
村

の
「
奥
の
細
道
図
」
が
大
量
に
生
産
さ
れ
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

註（
1
）　

徳
川
本
は
、
坂
田
宏
・
太
田
美
和
子
両
氏
の
祖
父
で
あ
る
故
坂
田
武
雄
氏（
一
八
八
八
～

一
九
八
四
）が
蒐
集
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
坂
田
氏
は
、
昭
和
十
七
年
に
坂
田
種
苗
を
設
立
し
、

美
術
品
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
横
浜
美

術
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

岡
田
彰
子
「
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
画
巻
」
に
つ
い
て
」（『
サ
ピ
エ
ン
チ
ア 

英
知
大
学
論
叢
』

第
二
十
二
号　

聖
ト
マ
ス
大
学　

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
九
日
）ほ
か
。

（
3
）　

箱
蓋
裏
に
は
、
左
記
の
と
お
り
、
鎌
倉
芳
太
郎
氏
に
よ
る
極
札
が
あ
る
。

此
の
繪
巻
物
下
巻
の
末
に

　

右
應
需
畫
且
書

于
時
安
永
戊
戌
夏
六
月
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夜
半
翁
蕪
村
□

と
記
せ
る
款
署
あ
り
安
永
の
戊
戌
は
其
の
七
年
に
當
れ
り
長
尾
鉄
彌
氏
蔵

重
要
美
術
品
紙
本
著
色
奥
の
細
道
図
繪
巻
物
二
巻
は
安
永
七
年
十
一
月
の
作
な
り
又
橋

本
辰
二
郎
氏
舊
蔵
重
要
美
術
品
紙
本
著
色
奥
の
細
道
図
屏
風
に
は
安
永
八
年
秋
の
年
記

あ
り
蕪
村
の
書
簡
に
よ
れ
ば
安
永
二
年
以
前
既
二
此
の
図
巻
二
種
を
畫
き
た
る
由
な
れ

ど
も
今
に
傳
は
ら
ず
現
存
す
る
は
右
の
三
種
の
み
に
し
て
此
の
絵
巻
は
そ
の
最
も
早
き

も
の
な
り
蕪
村
畫
蹟
中
屈
指
の
も
の
と
し
て
珍
重
す
る
に
足
る
所
以
な
り

鎌
倉
芳
太
郎
識　
　
　
　
　
　
　
　

（
4
）　

な
お
、
製
作
当
初
と
見
ら
れ
る
紙
継
は
、
本
紙
の
表
面
に
施
さ
れ
た
具
引
き
の
た
め
、
全

て
を
確
認
し
難
い
。
こ
の
た
め
、
一
紙
ご
と
の
寸
法
は
計
測
し
難
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

（
5
）　

左
記
の
と
お
り
、
箱
蓋
裏
に
大
倉
好
斎
と
み
ら
れ
る
極
が
あ
る
が
、
印
章
か
ら
は
、
大
倉

好
斎
の
極
と
は
断
じ
難
い
。

夜
半
亭
蕪
村
紙
地
絵
巻
物

有
名
印
二
巻
致
一
覧
候
処

正
筆
相
違
無
御
座
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
（「
好
斎
」
黒
文
円
印
）

　
　

嘉
永
四　
　
　

大
倉
法
橋
花
押

　
　
　
　

重
陽　
　
　
　
　
　
（「
及
水
」
黒
文
方
印
）

（
6
）　

初
め
て
紹
介
し
た
の
は
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録　

善
本
特
集
』（
第
十
四
輯　

思
文
閣

出
版　

平
成
十
四
年
七
月
）で
あ
る
。
更
に
、河
野
元
昭「
與
謝
蕪
村
筆　

奥
の
細
道
圖
巻
」（『
國

華
』
第
一
三
四
五
號　

國
華
社　

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
日
）で
紹
介
さ
れ
た
。

（
7
）　

岡
田
利
兵
衛
『
俳
画
の
美
』
豊
書
房　

昭
和
四
十
八
年
四
月
。

（
8
）　

藤
田
真
一
「
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
」
本
文
対
照
一
覧
」（『
大
阪
俳
文
学
研
究
会
会
報
』

第
三
十
八
号　

大
阪
俳
文
学
研
究
会　

平
成
十
六
年
十
月
）。

（
9
）　
「
本
文
対
照
表
」
の
う
ち
、
8
・
12
・
16
・
17
・
24
・
41
・
42
が
該
当
す
る
。

（
10
）　
「
本
文
対
照
表
」
の
う
ち
、
1
～
7
・
9
～
11
・
13
～
15
・
18
・
19
・
20
～
23
・
25
～

40
・
43
～
48
が
該
当
す
る
。　

（
11
）　

註（
2
）前
掲
論
文
参
照
。

（
12
）　

岡
田
彰
子
『
与
謝
蕪
村
筆　

奥
の
細
道
画
巻　

別
冊
解
説
』
思
文
閣
出
版　

平
成
十
四
年

十
一
月
一
日
。

（
13
）　

奥
の
細
道
図
諸
本
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
藤
田
真
一
『
蕪
村
余
響
─
そ
の
の
ち
い
ま
だ
年

く
れ
ず
』（
岩
波
書
店　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
二
日
）が
全
体
を
考
察
し
て
い
る
。

（
14
）　

註（
2
）前
掲
論
文
参
照
。

（
15
）　

大
谷
篤
蔵
・
藤
田
真
一
校
注
『
蕪
村
書
簡
集
』
岩
波
書
店　

平
成
四
年
九
月
十
六
日
。

［
付
記
］　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
藤
田
真
一
氏（
関
西
大
学
教
授
）、
岡
田
秀
之
氏（M

IH
O

 
M

U
SEU

M

学
芸
員
）、
佐
々
木
丞
平
氏（
京
都
国
立
博
物
館
館
長
）に
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り

ま
し
た
。
ま
た
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
よ
り
画
像
の
提
供
と
掲
載
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し

た
。
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
美
術
館　

學
藝
員
）
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［
資
料
］本
文
対
照
表

凡
例
：
本
表
は
、
徳
川
本
・「
奥
の
細
道
図
」
諸
本
と
「
蝶
夢
本
」
の
本
文
を
比
較
し
た
異
同
の
う
ち
、
徳
川
本
・「
奥

の
細
道
図
」
諸
本
が
同
一
の
表
記
を
と
る
箇
所
、
お
よ
び
海
杜
本
と
徳
川
本
の
共
通
性
が
確
認
で
き
る
箇
所
の

抄
録
で
あ
る
。

現
状
で
は
、
本
作
品
に
錯
簡
が
生
じ
て
い
る
が
、
本
来
通
り
の
順
序
に
改
め
た
。

蝶
夢
本
と
異
な
る
表
記
を
と
る
箇
所
に
は
、
適
宜
傍
線
を
附
し
た
。

異
同
箇
所
及
び
蝶
夢
本
本
文

海
杜
本

徳
川
本

京
博
本

山
形
本

逸
翁
本

1

［
4
室
の
八
嶋
］

あ
る
し
の
云
け
る
や
う

あ
る
し
云
け
る
や
う

同
上

あ
る
し
の
云
け
る
や
う

同
上

同
上

2

［
6
日
光
参
拝
］

あ
ら
尊
と
青
葉
若
葉
の
日
の
光

あ
ら
尊
と

同
上

あ
な
た
う
と

同
上

あ
ら
た
う
と

3

［
6
日
光
参
拝
］

仍
て
墨
髪
山
の
句
有

仍
て
墨
髪
山
の
句
有

同
上

仍
て
黒
髪
山
の
句
有

同
上

同
上

4

［
6
日
光
参
拝
］

軒
を
な
ら
へ
て
予
か
薪
水
の
労
を

軒
を
な
ら
へ
予
か

同
上

軒
を
な
ら
へ
て
予
か

同
上

同
上

5

［
7
那
須
］

名
の
や
さ
し
か
り
け
れ
は

や
さ
し
か
り
け
れ
は

同
上

や
さ
し
け
れ
は

同
上

同
上

6

［
8
黒
羽
］

与
市
扇
の
的
を
射
し
時
別
し
て
は

時
別
し
て
は

同
上

時
別
し
て

同
上

同
上

7

［
9
雲
巌
寺
］

佛
頂
和
尚
山
居
跡
あ
り

山
居
跡
あ
り

同
上

山
居
の
跡
あ
り

山
居
跡
あ
り

山
居
の
跡
あ
り

8

［
9
雲
巌
寺
］

橋
を
わ
た
つ
て
山
門
に
入
る

文
橋
を
わ
た
り
て

同
上

同
上

同
上

同
上

9

［
10
殺
生
石
・
遊
行
柳
］

真
砂
の
色
の
見
え
ぬ
ほ
と

真
砂
の
色
の
見
え
ぬ

同
上

同
上

真
砂
の
見
え
ぬ

真
砂
の
色
の
見
え
ぬ

10

［
10
殺
生
石
・
遊
行
柳
］

此
所
の
郡
守
戸
部
某

此
所
の
郡
主
戸
部
某

同
上

同
上

同
上

此
所
の
郡
守
戸
部
某

11

［
10
殺
生
石
・
遊
行
柳
］

折
〳
〵
に
の
給
ひ
聞
え
給
ふ
を

折
〳
〵
の
給
ひ

同
上

同
上

折
〳
〵
に
の
給
ひ

同
上

12

［
10
殺
生
石
・
遊
行
柳
］

柳
の
か
け
に
こ
そ
立
よ
り
侍
つ
れ

立
よ
り
侍
れ

同
上

同
上

同
上

同
上

13

［
12
須
賀
川
］

か
く
や
と
間
に
覚
ら
れ
て

間
に
覚
ら
れ
て

同
上

間
に
覚
え
れ
て

間
に
覚
れ
て

間
に
覚
え
ら
れ
て
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14

［
13
あ
さ
か
山
］

人
〻
に
尋
侍
れ
と
も

人
〻
に
尋
侍
れ
と
も

同
上

人
に
尋
侍
れ
と
も

同
上

人
〻
に
尋
れ
と
も

15

［
13
あ
さ
か
山
］

沼
を
尋
人
に
と
ひ

沼
を
尋
人
に
と
ひ
て

同
上

沼
を
尋
人
に
と
ひ

同
上

同
上

16

［
15
佐
藤
庄
司
が
旧
跡
］

左
の
山
際
一
里
半
計
に
有

左
の
山
際
一
里
斗
に
有

同
上

同
上

同
上

同
上

17

［
15
佐
藤
庄
司
が
旧
跡
］

墜
涙
の
石
碑
も
遠
き
に
あ
ら
す

堕
涙
の
石
碑
も

同
上

同
上

同
上

同
上

18

［
16
飯
塚
］

明
れ
は
又
旅
立
ち
ぬ

明
れ
は
旅
立
ち
ぬ

同
上

明
れ
は
又
旅
立
ち
ぬ

同
上

同
上

19

［
16
飯
塚
］

鐙
摺
白
石
の
城
を

鐙
摺
白
石
を

同
上

鐙
摺
白
石
の
城
を

同
上

同
上

20

［
19
宮
城
野
］

岡
は
あ
を
ひ
咲
比
也

岡
は
あ
ふ
ひ
咲
比
也

同
上

岡
は
あ
を
ひ
咲
比
也

同
上

同
上

21

［
19
宮
城
野
］

今
も
年
〻
十
符
の
菅
菰
を
調
て
國
守
に

献
す

今
も
年
〻
十
符
の
菅
菰
を

調
て
國
主
に
献
す

同
上

今
も
年
〻
十
符
の
菅
菰
を

調
て
國
守
に
献
す

同
上

今
も
十
符
の
菅
こ
も
を
調

て
國
守
に
献
す

22

［
20
壺
碑
］

按
察
使
鎮
守
符
将
軍
大
野
朝
臣
東
人
之

所
里
也

按
察
使
鎮
守
府
将
軍
大
野

朝
臣
東
人
之
所
里
也

同
上

按
察
使
鎮
守
符
将
軍
大
野

朝
臣
東
人
之
所
置
也

按
察
使
鎮
守
府
将
軍
大
野

朝
臣
東
人
之
所
置
也

按
察
使
兼
鎮
守
府
将
軍
大

野
朝
臣
東
人
之
所
置
也

23

［
21
末
の
松
山
］

玉
川
沖
の
石
を
尋
ぬ

玉
川
沖
の
石
を
た
つ
ね

同
上

玉
川
沖
の
石
を
尋
ぬ

同
上

同
上

24

［
22
塩
釜
］

文
治
三
年
和
泉
三
郎
奇
進

文
治
三
年
和
泉
三
郎
寄
進

同
上

同
上

同
上

同
上

25

［
23
松
島
］

た
ゝ
ふ
嶋
〳
〵
の
数
を

た
ゝ
ふ
嶋
〳
〵
数
を

同
上

た
ゝ
ふ
嶋
〳
〵
の
数
を

同
上

た
ゝ
ふ
嶋
の
数
〳
〵
を

26

［
23
松
島
］

旅
寢
す
る
こ
そ
あ
や
し
き
ま
て

旅
寝
す
る
と
は

同
上

旅
寝
す
る
こ
そ

同
上

同
上

27

［
23
松
島
］

こ
よ
ひ
の
友
と
す
且
杉
風
濁
子
か

友
と
す
杉
風
濁
子
か

同
上

友
と
す
且
杉
風
濁
子
か

同
上

同
上

28

［
23
松
島
］

成
就
の
大
伽
監
と
は
な
れ
り
け
る

成
就
の
大
伽
監
と
は
な
れ

り
け
り

同
上

成
就
の
大
伽
監
と
は
な
れ

り
け
る

同
上

成
就
の
大
伽
藍
と
は
な
れ

り
け
る
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29

［
24
石
巻
］

つ
と
ひ
人
家
地
を
あ
ら
そ
ひ
て

つ
と
ひ
て
人
家
地
を
あ
ら

そ
ひ

同
上

つ
と
ひ
人
家
地
を
あ
ら
そ

ひ
て

つ
と
ひ
て
人
家
地
を
あ
ら

そ
ひ

つ
と
ひ
人
家
地
を
あ
ら
そ

ひ
て

30

［
26
尿
前
の
関
］

よ
ろ
こ
ひ
て
わ
か
れ
ぬ
跡
に
聞
て
さ
へ

胸
と
ゝ
ろ
く
の
み
也

よ
ろ
こ
ひ
わ
か
れ
ぬ
跡
に

聞
て
さ
へ
胸
と
ゝ
ろ
く
の

み
な
り

同
上

よ
ろ
こ
ひ
て
わ
か
れ
ぬ
跡

に
聞
て
さ
へ
胸
と
ゝ
ろ
く

の
み
也

よ
ろ
こ
ひ
て
わ
か
れ
ぬ
跡

に
聞
さ
へ
胸
と
ゝ
ろ
く
の

み
な
り

よ
ろ
こ
ひ
て
わ
か
れ
ぬ
跡

に
聞
さ
へ
胸
と
ゝ
ろ
く
の

み
な
り

31

［
27
尾
花
沢
］

日
比
と
ゝ
め
て
長
途
の
い
た
は
り
さ
ま

〳
〵
に
も
て
な
し
侍
る

日
比
と
ゝ
め
て
長
途
の
い

た
は
り
さ
ま
〳
〵
に
も
て

な
し
侍
る

同
上

同
上

日
こ
ろ
と
ゝ
め
て
長
途
の

い
た
は
り
さ
ま
〳
〵
に
も

て
な
し
ぬ

日
こ
ろ
と
ゝ
め
ら
れ
て
長

途
の
い
た
は
り
さ
ま
〳
〵

に
も
て
な
し
侍
る

32

［
29
最
上
川
］

爰
に
古
き
誹
諧
の
種

こ
ゝ
に
古
き
俳
諧
の
種

同
上

こ
ゝ
に
古
き
誹
諧
の
種

同
上

こ
ゝ
に
古
き
誹
諧
の
た
ね

33

［
30
羽
黒
］

三
山
順
礼
の
句
〻
を
短
冊
に
書

三
山
順
礼
の
句
を
短
冊
に

書

同
上

三
山
巡
礼
の
句
〻
を
短
冊

に
書

同
上

三
山
順
礼
の
句
を
短
冊
に

書

34

［
32
象
潟
］

雨
後
の
晴
色
又
頼
も
敷
と

雨
後
の
晴
色
又
た
の
も
し

と

同
上

同
上

雨
後
の
晴
色
た
の
も
し
と

雨
後
の
晴
色
又
た
の
も
し

と

35

［
32
象
潟
］

神
功
后
宮
の
御
墓

神
功
后
宮
の
御
墓

同
上

同
上

神
功
皇
后
の
御
墓

神
功
后
皇
の
御
墓

36

［
34
市
振
］

云
捨
て
出
つ
ゝ
哀
さ
し
は
ら
く
止
ま
さ

り
け
ら
し

云
す
て
ゝ
出
つ
あ
は
れ
さ

し
は
ら
く
止
ま
さ
り
け
ら

し

同
上

云
捨
て
ゝ
出
つ
あ
は
れ
さ

し
は
ら
く
止
ま
さ
り
け
ら

し

同
上

云
す
て
ゝ
出
つ
あ
は
れ
さ

し
は
ら
く
止
ま
さ
り
け
ら

し

37

［
36
金
沢
］

そ
れ
か
旅
宿
を
と
も
に
す

そ
れ
か
旅
宿
を
と
も
に
す

同
上

そ
れ
か
旅
宿
を
と
も
と
す

同
上

そ
れ
か
旅
宿
を
と
も
に
す

38

［
38
那
谷
］

那
谷
と
名
付
給
ふ
と
や

那
谷
と
名
つ
け
給
ふ
と
か

や

同
上

那
谷
と
名
付
給
ふ
と
か
や

那
谷
と
名
付
給
ふ
と
や

那
谷
と
名
付
給
ふ
と
か
や

39

［
39
山
中
］

爰
に
来
り
し
比
風
雅
に

こ
ゝ
に
来
り
し
時
風
雅
に

同
上

こ
ゝ
に
来
り
し
比
風
雅
に

同
上

同
上

40

［
39
山
中
］

貞
徳
の
門
人
と
な
つ
て

貞
徳
の
門
人
と
な
り
て

同
上

貞
徳
の
門
人
と
成
て

同
上

貞
徳
の
門
人
と
な
り
て

41

［
40
全
昌
寺
・
汐
越
の
松
］

大
聖
持
の
城
外
全
昌
寺

大
聖
寺
の
城
外
金
昌
寺

同
上

同
上

同
上

同
上

42

［
40
全
昌
寺
・
汐
越
の
松
］

庭
掃
て
出
は
や
寺
に
散
柳

庭
掃
て
出
る
や
寺
に
散
柳

同
上

同
上

同
上

同
上

43

［
40
全
昌
寺
・
汐
越
の
松
］

一
辨
を
加
る
も
の
は

一
辨
を
加
ふ
も
の
は

同
上

一
辨
を
加
る
も
の
は

同
上

同
上



新
出
の
与
謝
蕪
村
筆
「
奥
の
細
道
図
巻
」
模
本
に
つ
い
て

六
六

44

［
41
天
竜
寺
・
永
平
寺
］

邦
機
千
里
を
避
て
か
ゝ
る
山
隂
に

邦
畿
千
里
を
避
て
か
ゝ
る

山
隂
に

同
上

ほ
う
き
千
里
を
避
て
か
ゝ

る
山
隂
に

邦
畿
千
里
を
避
て
山
隂
に

邦
畿
千
里
を
避
て
か
ゝ
る

山
隂
に

45

［
43
敦
賀
］

土
石
を
荷
ひ
泥
渟
を

土
石
を
荷
ひ
泥
滓
を

同
上

土
石
を
荷
ひ
泥
渟
を

同
上

土
石
を
荷
ひ
泥
漳
を

46

［
44
種
の
浜
］

時
の
ま
に
吹
着
ぬ
濱
は
わ
つ
か
な
る
海

士
の
小
家
に
て

時
の
ま
に
吹
着
ぬ
濱
は
わ

つ
か
な
る
海
士
の
小
屋
に

て

同
上

時
の
ま
に
吹
着
ぬ
濱
は
わ

つ
か
な
る
海
士
の
小
家
に

て

時
の
ま
に
吹
着
ぬ
濱
は
は

つ
か
な
る
海
士
の
小
家
に

て

時
の
ま
に
着
ぬ
濱
は
は
つ

か
な
る
海
士
の
小
家
に
て

47

［
44
種
の
浜
］

等
栽
に
筆
を
と
ら
せ
て

等
栽
に
筆
と
ら
せ
て

同
上

等
栽
に
筆
を
と
ら
せ
て

等
栽
に
筆
と
ら
せ
て

同
上

48

［
45
大
垣
］

露
通
も
此
み
な
と
ま
て

路
通
も
此
み
な
と
ま
て

同
上

露
通
も
此
み
な
と
ま
て

路
通
も
此
み
な
と
ま
て

同
上



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

六
七

　

は　

じ　

め　

に

一　

修
理
前
の
状
況

二　

修
理
に
よ
る
新
知
見

三　

蛍
光
X
線
に
よ
る
色
料
の
分
析
と
補
筆
の
問
題

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

「
八
月
十
よ
ひ
し
も
つ
か
た
な
る
所
に
」
と
い
う
詞
書
の
書
き
出
し
で
は
じ
ま
り
、

現
在
は
そ
の
冒
頭
の
語
句
に
ち
な
み
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）に
尾
張
徳
川
家

二
十
一
代
当
主
で
徳
川
美
術
館
前
館
長
で
あ
っ
た
徳
川
義
宣（
一
九
三
三
～
二
〇
〇
五
）に

よ
っ
て
「
葉
月
物
語
絵
巻
」（
以
後
、「
本
絵
巻
」
と
略
称
す
る
）と
命
名
さ
れ
た
物
語
絵
巻

が
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
物
語
の
展
開
は
詳
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
現
存

部
分
で
は
大
将
と
姫
君
、
宮
と
女
君
の
二
組
の
複
雑
な
恋
愛
物
語
、
あ
る
い
は
軽
い

タ
ッ
チ
の
宮
廷
恋
愛
遊
戯
譚
、
継ま

ま

子こ

譚
の
要
素
の
あ
る
恋
愛
物
語
な
ど
の
見
解
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
物
語
自
体
の
成
立
は
、
十
一
世
紀
中
頃
か
ら
十
二
世
紀
初
期
と
さ
れ

て
い
る
。

詞
書
・
絵
と
も
に
六
段
か
ら
な
り
、
詞
書
は
後
二
条
天
皇（
一
二
八
五
～
一
三
〇
八
）、

絵
は
土
佐
光み

つ

顕あ
き（

生
歿
年
未
詳
）と
極
め
ら
れ
て
い
る
。
絵
に
は
各
段
に
わ
た
り
補
筆
─

特
に
主
要
人
物
や
そ
の
周
辺
の
調
度
な
ど
―
が
認
め
ら
れ
る
が
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に

古
様
を
示
す
筆
致
や
、
装
束
・
文
様
な
ど
の
有
職
的
観
点
か
ら
み
て
、
十
二
世
紀
半
ば

頃
の
製
作
と
み
な
さ
れ
る
。
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
徳
川
美
術
館
・
五
島
美
術
館
蔵
）に

次
ぐ
物
語
絵
巻
の
遺
例
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
詞
書
は
、
天
に
紫
の
打う

ち

曇ぐ
も

り
の
あ
る
料
紙
に
、
朝
顔
・
沢お
も

瀉だ
か

・
秋
草
・
稲
田
・
紅
葉
・
帰
雁
な
ど
の
景
物
を
、

遠
近
景
を
交
え
て
金
銀
泥
で
下
絵
と
し
て
描
き
出
し
、
く
ね
く
ね
と
筆
を
う
ね
ら
せ
た

個
性
の
強
い
書
風
で
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
下
絵
の
図
様
は
装
飾
性
が
加
味
さ
れ
、

モ
チ
ー
フ
の
種
類
も
豊
富
で
あ
る
。
詞
書
の
筆
跡
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
作
品
に
「
法

然
上
人
絵
伝（
四
十
八
巻
伝
）」（
京
都
・
知
恩
院
蔵
）の
お
よ
そ
四
分
の
一
強
の
詞
書
や
伝
後

二
条
天
皇
筆
「
玉
葉
和
歌
集
」
残
巻（
徳
川
美
術
館
蔵
）が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ

ば
、
本
絵
巻
の
詞
書
の
書
写
年
代
は
十
四
世
紀
初
期
、
お
そ
ら
く
一
三
二
〇
～
三
〇
年

（
1
）

（
2
）

四
　
辻
　
秀
　
紀

「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

〔
修
理
報
告
〕



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

六
八

頃
と
推
定
で
き
、
詞
書
の
み
が
何
ら
か
の
理
由
で
書
き
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一　

修
理
前
の
状
況

本
絵
巻
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
、
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）に

同
家
の
什
宝
類
を
管
理
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会（
現
・

公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
）に
他
の
伝
来
品
と
と
も
に
寄
贈
さ
れ
た
。
国
宝
「
源
氏
物

語
絵
巻
」
を
保
存
す
る
た
め
に
巻
物
か
ら
額
面
仕
立
て
に
改
装
す
る
の
に
際
し
、
当
時

同
家
当
主
で
あ
っ
た
十
九
代
徳
川
義
親（
一
八
八
六
～
一
九
七
六
）は
、
古
画
や
古
筆
の
模

写
製
作
と
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
田
中
親
美（
一
八
七
五
～
一
九
七
五
）に
依
頼
し
、
昭
和

六
年
に
本
絵
巻
を
試
験
的
に
解
体
、
詞
書
・
絵
を
一
段
ご
と
に
糊
の
継
ぎ
目
で
剥
が

し
、
詞
書
六
面
・
絵
六
面
の
額
面
装
に
改
め
た
。
昭
和
二
十
七
年
に
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

巻
子
装
か
ら
額
面
装
に
改
装
し
た
際
に
は
、
料
紙
の
継
ぎ
目
で
分
割
し
、
料
紙
の
左

右
両
辺
を
糊
で
押
さ
え
て
台
紙
に
貼
り
込
み
表
装
し
て
い
る
が
、
本
紙
自
体
の
裏
打
ち

を
打
ち
替
え
た
り
、
彩
色
部
分
表
面
の
浮
き
を
押
さ
え
る
な
ど
の
本
格
的
な
修
理
が
な

さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
絵
の
各
場
面
に
は
、
絵
具
焼
け
な
ど
に

よ
る
料
紙
の
著
し
い
劣
化
や
欠
失
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
絵
の
料
紙
に
は
粒
子
の
荒
い
雲き

母ら

砂す
な

子ご

が
全
面
に
施
さ
れ
て
い
る（
挿
図
1
）た
め
、
雲
母
の
剥
離
に
よ
り
、
絵
具
層
に

も
剥
離
・
剥
落
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
料
紙
の
移
動
や
折
れ
曲
が
っ
た
箇
所
も
見
受
け

ら
れ
た
。
金
銀
切
箔
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
台
紙
縁
紙
と
天
地
に
付
け
ら
れ
て
い
た
足
し

紙
の
縮
む
力
と
、
本
紙
料
紙
の
伸
縮
の
差
が
大
き
く
、
本
紙
に
著
し
い
波
打
ち
や
皺
を

生
じ
さ
せ
る
要
因（
挿
図
2
）と
な
っ
て
い
た
た
め
、「
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
整
備
費

補
助
金
」
に
よ
る
美
術
工
芸
品
保
存
修
理
事
業
に
よ
っ
て
、
京
都
国
立
博
物
館
文
化
財

（
3
）

修
理
所
内
の
株
式
会
社
岡
墨
光
堂
が
施
工
し
、
絵
六
面
が
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）六

月
か
ら
、
詞
書
六
面
は
平
成
十
八
年
七
月
か
ら
修
理
に
着
手
し
、
詞
書
・
絵
と
も
に
平

成
二
十
年
三
月
に
完
了
し
た
。
修
理
後
少
し
時
間
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
が
、
本
誌
上

を
借
り
て
、
修
理
の
状
況
を
報
告
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

修
理
は
文
化
庁
、
岡
墨
光
堂
と
徳
川
美
術
館
が
協
議
の
上
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
行

わ
れ
た
。
以
下
修
理
終
了
後
に
岡
墨
光
堂
が
作
成
し
た
「
修
理
報
告
書
」
に
基
づ
き
記

載
す
る
。

本
絵
巻
の
主
た
る
損
傷
で
あ
る
本
紙
の
波
打
ち
は
、
彩
色
層
の
剥
離
へ
の
影
響
も

大
き
い
こ
と
が
当
初
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
た
。
台
紙
か
ら
本
紙
を
一
旦
取
り
外
す

こ
と
に
よ
り
、
波
打
ち
を
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
修
理
後
に
は
本
紙
の

波
打
ち
が
発
生
す
る
こ
と
を
予
防
す
る
よ
う
に
再
装
丁
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。

本
紙
に
付
加
さ
れ
た
縁
紙
や
天
地
の
足
し
紙
が
、
こ
の
波
打
ち
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
為
、
そ
れ
ら
を
取
り
外
し
て
再
使
用
す
る

こ
と
無
く
、
新
調
の
台
紙
張
り
に
よ
る
再
装
丁
を
基
本
方
針
と
し
た
。

挿図1　第五段 絵　部分

挿図2　第三段 絵　修理前　斜光写真



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

六
九

1　

本
紙

　

・
修
理
前
に
写
真
撮
影
を
行
い
、
本
紙
の
状
態
及
び
損
傷
を
調
査
す
る
。

　

・
台
紙
貼
装
の
解
体
及
び
、
縁
紙（
金
銀
箔
装
飾
料
紙
）の
取
り
外
し
を
行
う
。

　

・
本
紙
料
紙
の
紙
質
検
査
を
行
う（
挿
図
3
）。

　

・
膠
水
溶
液
を
用
い
て
絵
具
層
の
剥
落
止
め
を
行
う
。

　

・
本
紙
の
天
地
足
し
紙
・
総
裏
紙
、
及
び
全
て
の
補
紙
を
除
去
す
る（
挿
図
4
）。

・
料
紙
欠
失
箇
所
に
本
紙
料
紙
と
同
質
の
補
修
紙
を
作
製
し
、
欠
失
箇
所
・
亀

裂
部
分
に
補
紙
を
施
す
。

　

・
新
た
に
裏
打
紙
を
施
す
。

　

・
新
た
に
施
し
た
補
紙
に
補
彩
を
施
す
。

2　

表
装
等

　

・
台
紙
を
新
た
に
製
作
し
、
本
紙
を
貼
り
込
む
。

　

・
マ
ッ
ト
を
新
た
に
製
作
す
る
。

3 

保
存
箱
等

　

・
元
箱
を
調
整
し
、
こ
れ
に
本
紙
を
納
入
す
る（
図
1
～
4
）。

　

・
旧
総
裏
紙
・
天
地
足
し
紙
は
ホ
ル
ダ
ー
に
納
め
て
別
置
す
る
。

・
旧
台
紙
・
縁
紙
の
金
銀
箔
装
飾
料
紙
・
旧
補
紙
等
は
中
性
紙
の
保
存
箱
を
作

製
し
、
畳
紙
に
包
ん
で
別
置
す
る
。

挿図3-1　第二段 絵　顕微鏡写真
挿図3-1　紙繊維（楮）

挿図3-2　第五段 詞書　顕微鏡写真
挿図3-2　紙繊維（楮・雁皮）

挿図4-2　第三段 絵　裏面　補紙除去前

挿図4-3　第三段 絵　総裏・補紙除去後

挿図4-4　第三段 絵　修理中　透過写真

挿図4-1　第一段 詞書　総裏紙　天地足し紙



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
〇

以
上
の
方
針
の
も
と
に
作
業
が
行
わ
れ
た
。
先
述
の
通
り
絵
の
本
紙
絵
具
層
お
よ
び

料
紙
に
荒
い
雲き

母ら

が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
要
因
と
な
っ
て
絵
具
層
の
浮
き
や
剥
離

が
生
じ
て
い
る
た
め
、
縁
紙
か
ら
本
紙
を
取
り
外
し
た
後
、
一
～
三
%
の
兎
膠
水
溶
液

を
筆
で
塗
布
し
剥
落
留
め
を
お
こ
な
っ
た
。
次
に
湿
式
肌
上
げ
法
に
よ
っ
て
、
総
裏
紙
、

天
地
の
足
し
紙
を
取
り
外
し
、
本
紙
一
枚
の
状
態
に
し
た
。
先
述
の
通
り
、
本
紙
に

は
江
戸
時
代
に
施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
巻
子
装
に
お
け
る
総
裏
紙（
金
銀
砂
子
お
よ
び
金

泥
に
よ
る
装
飾
紙
）が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
修
理
過
程
に
お
い

て
、
こ
の
総
裏
打
ち
を
完
全
な
形
で
残
す
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
記
録
写
真
を
残
し
、

で
き
う
る
限
り
一
枚
の
状
態
で
外
し
、
天
地
足
し
紙
と
と
も
に
別
置
保
存
し
た
。
ま
た

第
三
段 

絵
の
御
簾
の
部
分
に
、
補
紙
上
に
加
筆
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
文
化
庁
と
協

議
の
上
、
除
去
を
行
っ
た（
挿
図
5
）。
本
紙
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
、
絵
に
つ
い
て
は
布

海
苔
を
用
い
て
表
打
ち
を
行
い
、
旧
補
修
紙
や
折
れ
伏
せ
紙
を
除
去
し
、
亀
裂
・
欠
損

箇
所
に
本
紙
と
同
質
の
補
修
紙
を
製
作
し
、
補
紙
を
施
し
た
。
裏
打
ち
紙
は
、
矢や

車し
ゃ

で

染
色
し
た
後
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
に
よ
り
色
素
を
定
着
さ
せ
た
美
濃
紙
に
よ
り
肌
裏
を
打

ち
、
同
様
に
色
素
を
定
着
さ
せ
た
胡
粉
入
り
楮
紙
に
よ
り
増
裏
打
ち
を
施
し
た
。

ま
た
、
楮
紙
と
ま
さ
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
厚
紙
を
作
製
し
て
台
紙
と
し
、
マ
ッ
ト
は

鑑
賞
性
を
考
慮
し
て
、
混
合
紙
に
胡
粉
・
黄
土
・
金
泥
・
雲
母
を
薄
塗
し
て
装
飾
し
、

台
紙
と
同
様
の
方
法
で
厚
紙
と
し
、
作
製
し
た
。
無
地
の
マ
ッ
ト
は
、
製
作
当
初
の
絵

巻
と
し
て
の
印
象
を
活
か
す
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
ま
た
本
紙
自
体
の
自
然
な
伸
縮
の

妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
本
紙
の
周
囲
に
上
か
ら
置
く
だ
け
に
留
め
た
。
第
三
段 

絵

の
桐
箱
は
著
し
い
歪
み
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
底
板
を
取
り
替
え
た
。
他
の
段
の
桐
箱

は
、
押
さ
え
枠
の
み
調
整
し
、
台
紙
に
貼
り
込
ま
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
本
紙
を
収
め
た
。

二　

修
理
に
よ
る
新
知
見

今
回
の
修
理
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
一
つ
は
紙
質
に
つ
い

て
で
、
絵
の
料
紙
は
楮
、
詞
書
は
楮
と
雁が

ん

皮ぴ

の
混
合
紙
、
第
六
段 

絵
に
続
く
打
曇
り

紙
は
詞
書
料
紙
と
同
じ
で
、
古
筆
了
佐
の
紙
中
極
め
が
記
さ
れ
た
補
紙
は
雁
皮
で
あ
っ

た
。
二
つ
め
は
、
総
裏
打
ち
紙
除
去
後
の
絵
の
料
紙
に
は
、
伝
来
途
次
の
修
理
に
お
い

て
合あ

い

剥へ

ぎ
さ
れ
た
痕
跡
が
無
く
、
紙
背
に
は
雲
母
引
き
と
細
か
な
銀
切
箔
が
撒
か
れ
た

装
飾（
挿
図
6
）が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
、
ま
た
詞
書
の
料
紙
紙
背
も
同
様
に
合
剥
ぎ
さ

れ
た
跡
は
な
く
、
金
銀
泥
で
蝶
鳥
の
文
様（
挿
図
7
）が
描
か
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

絵
の
紙
背
に
施
さ
れ
た
装
飾
に
よ
っ
て
、
本
絵
巻
が
製
作
当
初
の
段
階
か
ら
、
裏
打

ち
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
本
紙
裏
に
直
に
化
粧
を
行
い
、
そ
こ
に
軸
や
表
紙
を
付
け
て
表

装
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

本
絵
巻
の
よ
う
に
、
絵
の
料
紙
の
紙
背
に
直
接
雲
母
を
施
し
た
り
、
切
箔
を
撒
き

装
飾
す
る
手
法
は
「
目
無
経
」
の
紙
背（
挿
図
8
）に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
目
無
経
」

は
物
語
絵
と
み
ら
れ
る
墨
書
き
の
下
絵
が
あ
り
、
そ
こ
に
登
場
す
る
人
物
に
目
鼻
が
描

か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
通
称
さ
れ
る
国
宝
『
金
光
明
経
』（
京
都
国
立
博
物
館
ほ
か
蔵
）

挿図5-1　第三段 絵　補紙上の加筆

挿図5-2　第三段 絵　修理後



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
一

お
よ
び
同
『
般
若
理
趣
経
』（
東
京
・
大
東
急
記

念
文
庫
蔵
）で
、
こ
の
う
ち
『
金
光
明
経
』
巻
第

三
の
巻
末
に「
建
久
三
年
四
月
一
日
書
写
之（
梵

字
名
）」、『
般
若
理
趣
経
』
に
は
、
虫
損
の
た

め
判
読
が
難
し
い
が
、「
後
白
川
法
皇
□
禅
尼

之
御
絵
、
未
終
功
之
処
崩
御　

仍
以
故
紙
写
此

経　

執
筆
大
納
言
闍
梨
静
遍　

梵
字
宰
相
闍
梨

成
賢
云
　々

建
久
四
年
八
月　

日　

以
此
経
奉

受
僧
正
御
房
了　

深
賢
」
の
奥
書
が
あ
り
、
こ

れ
に
よ
れ
ば
建
久
三
年（
一
一
九
二
）三
月
十
三

異
な
っ
て
い
る
。
雲
母
砂
子
を
料
紙
に
施
し
た
遺
例
で
は
、「
高
野
切 

古
今
和
歌
集
」

（
諸
家
分
蔵
／
挿
図
10
）や
「
伊
予
切 

和
漢
朗
詠
集
」（
諸
家
分
蔵
）・「
雲
紙
本
和
漢
朗
詠

集
」（
東
京
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）・
重
要
文
化
財
「
敦
忠
集
」（
京
都
・
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
蔵
）・「
法
輪
寺
切 

和
漢
朗
詠
集
」（
諸
家
分
蔵
）・「
小
島
切 

斎
宮
女
御
集
」（
諸
家
分

蔵
／
挿
図
11
）・「
亀
山
切 

古
今
和
歌
集
」（
諸
家
分
蔵
／
挿
図
12
）な
ど
、
十
一
世
紀
半
ば

か
ら
後
半
に
か
け
て
の
作
品
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
十
一

日
の
後
白
河
法
皇
崩
御
に
よ
り
製
作
途
中
で
あ
っ
た
絵
巻
の
製
作
が
打
ち
切
ら
れ
、
法

皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
未
完
の
絵
巻
を
料
紙
と
し
て
写
経
し
た
と
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
銀
切
箔
散
ら
し
の
装
飾
と
同
趣
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
本
絵
巻
の

絵
の
料
紙
の
地
に
施
さ
れ
た
雲
母
砂
子（
挿
図
9
）は
、「
目
無
経
」
の
雲
母
引
き
と
は

（
4
）

挿図6　第一段 絵　裏面

挿図7　第五段 詞書　紙背 蝶鳥の金銀泥絵

挿図9　第三段 絵　部分

挿図11　小島切 斎宮女御集 部分

挿図8　目無経（金光明経）断簡　紙背 個人蔵

個人蔵

挿図10　高野切 古今和歌集 徳川美術館蔵挿図12　亀山切 古今和歌集 徳川美術館蔵



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
二

世
紀
中
頃
の
「
高
野
切 

古
今
和
歌
集
」
や
「
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
」
な
ど
に
見
ら
れ

る
雲
母
砂
子
は
粒
子
が
や
や
大
振
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
よ
り
や
や
降
る
十
一

世
紀
後
半
の
作
例
と
み
な
さ
れ
る
「
小
島
切 

斎
宮
女
御
集
」「
亀
山
切 

古
今
和
歌
集
」

で
は
や
や
肌
理
が
細
か
く
な
り
、
本
絵
巻
の
雲
母
砂
子
に
近
し
い
が
、
本
絵
巻
に
は
雲

母
の
微
粉
末
が
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
は
天
永
三
年（
一
一
一
二
）頃
の
成
立
と
み
な
さ
れ
て
い
る
国
宝
「
本
願
寺
本

三
十
六
人
家
集
」（
京
都
・
西
本
願
寺
蔵
）の
「
元
真
集
」
や
仁
平
二
年（
一
一
五
二
）に
鳥

羽
上
皇
の
皇
后
・
高か

や
の
い
ん

陽
院
泰
子
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
と
す
る
説
が
呈
さ
れ
て
い
る

国
宝
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」（
大
阪
・
四
天
王
寺
／
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）の
う
ち
「
観
普
賢

経
」
に
大
き
な
雲
母
の
剥
離
片
を
貼
り
付
け
た
例
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
雲
母

の
微
粉
末
を
膠
水
や
布
海
苔
で
溶
い
て
紙
の
表
面
の
地
塗
り
と
し
た
例
が
知
ら
れ
る
の

み
で
あ
る
。
着
彩
の
あ
る
絵
の
料
紙
に
雲
母
引
き
が
施
さ
れ
た
例
で
は
、「
本
願
寺
本

三
十
六
人
家
集
」
の
「
能
宣
集
」
上
の
帖
頭
の
槍
梅
に
片
輪
車
図
や
「
重
之
集
」
帖
末

の
葦
に
舟
図
、「
扇
面
法
華
経
冊
子
」、
十
二
世
紀
末
期
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
国
宝
「
寝

覚
物
語
絵
巻
」（
奈
良
・
大
和
文
華
館
蔵
）な
ど
が
知
ら
れ
、「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
や
「
寝

覚
物
語
絵
巻
」
は
金
銀
箔
散
ら
し
と
併
用
さ
れ
て
い
る
。
雲
母
砂
子
の
使
用
は
、
絵
に

描
か
れ
た
有
職
面
で
の
表
現
と
と
も
に
、
本
絵
巻
の
絵
の
製
作
年
代
を
考
え
る
上
で
の

指
標
と
な
ろ
う
。

一
方
、
詞
書
の
料
紙
紙
背
の
金
銀
泥
に
よ
る
蝶
鳥
の
絵
は
、
重
要
文
化
財
「
松
浦
宮

物
語
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）の
料
紙
や
貞
和
五
年（
一
三
四
九
）に
尊
円
親
王（
一
二
九
八
～

一
三
五
六
）が
染
筆
し
た
重
要
文
化
財
「
西
塔
院
勧
学
講
法
則
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）、
高
松

宮
家
に
伝
来
し
た
伝
伏
見
天
皇
筆
の
重
要
文
化
財
「
源
氏
物
語
抜
書
」（
千
葉
・
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
蔵
）の
紙
背
な
ど
、
十
四
世
紀
の
書
写
に
な
る
作
品
に
共
通
す
る
装
飾
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
5
）

る
。
ま
た
総
裏
紙
に
施
さ
れ
た
装
飾
は
、
本
紙
天
地
の
足
し
紙
と
同
じ
江
戸
時
代
初
期

頃
の
趣
向
に
合
致
し
て
お
り
、
修
理
前
の
巻
子
装
に
改
め
ら
れ
た
の
は
寛
永
十
二
年
、

あ
る
い
は
こ
れ
と
さ
ほ
ど
年
次
を
隔
て
な
い
頃
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
絵
巻
は
絵
が
十
二
世
紀
に
、
詞
書
は
十
四
世
紀
に
染
筆
さ
れ

た
こ
と
が
追
認
で
き
た
。
ま
た
絵
・
詞
書
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
合
剥
ぎ
さ
れ
ず
に
製

作
当
初
の
状
態
に
手
を
加
え
ず
、
総
裏
を
施
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
稀
有
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

三　

蛍
光
X
線
に
よ
る
色
料
の
分
析
と
補
筆
の
問
題

絵
に
つ
い
て
は
、
修
理
前
の
状
況
か
ら
も
観
察
で
き
て
は
い
た
が
損
傷
が
著
し
く
、

特
に
第
二
段
の
弁
の
子
を
抱
く
男
君
の
装
束
の
一
部
や
画
面
中
央
の
上
畳
や
土
坡
、
第

三
段
の
文
を
読
む
女
君
の
前
の
畳
や
簀す

の
こ子
と
廂ひ
さ
し
の
ま間を
隔
て
る
御
簾
や
几
帳
、
第
四
段
の

宮
や
下
辺
に
描
か
れ
た
女
房
の
装
束
の
一
部
、
第
五
段
の
笛
や
箏
の
琴
、
琵
琶
を
弾
く

ま
た
詞
書
と
絵
の
繋
ぎ
目
、
紙
背
上
部

に
は
花
押
が
逆
さ
向
き
に
記
さ
れ
て
い
る

（
挿
図
13
）。
残
念
な
が
ら
誰
の
花
押
か
は

特
定
で
き
な
い
が
、
中
世
の
公
家
あ
る
い

は
僧
侶
の
花
押
と
目
さ
れ
、
詞
書
が
書
き

改
め
ら
れ
て
絵
巻
と
し
て
調
巻
さ
れ
て
以

降
、
寛
永
十
二
年（
一
六
三
五
）に
古
筆
了

佐
が
極
書
き
を
し
た
時
点
の
巻
子
装
に
な

る
以
前
の
伝
来
の
途
次
で
、
本
絵
巻
の
割

愛
を
防
ぐ
た
め
に
記
さ
れ
た
と
み
ら
れ

挿図13　第三段 詞書　紙背　繋目の花押



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
三

公
達
の
装
束
な
ど
に
は
大
き
な
欠
損
が
あ
り
、
全
体
的
に
み
て
も
縦
皺
に
亀
裂
が
生

じ
、
補
紙
や
折
れ
伏
せ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
ダ
メ
ー
ジ
が
殊
の
ほ
か
大
き
か
っ
た
さ
ま

が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
絵
の
画
面
自
体
が
劣
化
し
た
た
め
、
鑑
賞
上
の
観
点
か
ら
剥
落
や
ス
レ

挿図14　第三段 絵　紙扇で香炉を煽ぐ主人

挿図15　第三段 絵　文を読む姫君

挿図16　第二段 絵　簀子に坐す男君

挿図17　第二段 絵　届けられた手紙を持つ
挿図17　第二段 絵　姫君

が
生
じ
損
傷
し
て
い
た
図
様
に
手
が
加
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
登
場
人
物
の
面

貌
を
見
て
も
、
第
一
段
の
画
面
中
央
の
男
君
を
は
じ
め
下
辺
三
人
の
女
房
、
第
三
段
の

簀
子
に
坐
す
束
帯
姿
の
蔵
人
や
紙
扇
で
香
炉
を
煽
ぐ
主
人（
挿
図
14
）、
文
を
読
む
姫
君

（
挿
図
15
）、
第
四
段
の
左
下
の
女
房
な
ど
に
著
し
い
補
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
こ
の
他
、
主
人
公
を
中
心
と
し
た
装
束
の
文
様
や
調
度
品
、
屋
台
の
線
描
な
ど

に
著
し
い
塗
り
直
し
が
行
わ
れ
た
り
、
辿
々
し
い
な
ぞ
り
の
線
描
が
引
か
れ
た
り
し
て

い
る
。
こ
の
補
筆
こ
そ
が
、
以
前
に
は
本
絵
巻
の
成
立
年
代
を
考
え
る
上
で
障
害
と

な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
段
の
簀
子
に
坐
す
男
君
の
面
貌（
挿
図
16
）や
届
け
ら
れ
た
手

紙
を
持
つ
姫
君（
挿
図
17
）、
画
面
左
下
の
後
姿
の
女
房
の
装
束（
挿
図
18
）、
画
面
中
央

に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
几
帳
の
柏
の
葉
の
文
様（
挿
図
19
／
但
し
野
筋
は
補
筆
）、
第
三
段
の

蔵
人
の
束
帯
の
模
様（
挿
図
20
）、
第
五
段
の
楽
を
奏
す
る
公
達
な
ど
古
様
を
示
す
筆
致

や
、
装
束
・
文
様
な
ど
に
当
初
の
繊
細
で
伸
び
や
か
な
線
描
や
彩
色
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
分
と
補
筆
に
つ
い
て
は
、
X
線
写
真
撮
影
に
よ
る
調

査
を
基
に
ま
と
め
ら
れ
た
稲
本
万
里
子
氏
の
『
國
華
』
掲
載
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い

が
、
今
回
の
修
理
と
は
別
に
、
平
成
十
年（
一
九
九
八
）か
ら
同
十
四
年
に
か
け
て
、
徳

川
美
術
館
・
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所（
当
時
）、
さ
ら
に
五
島
美
術
館
が
加
わ
り
、
国

宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
科
学
的
調
査
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
折
に
本
絵
巻
の
蛍
光
X
線

に
よ
る
顔
料
分
析
が
実
施
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
こ
に
導
か
れ
た
結
果
に
つ
い
て
少
し
触

れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
調
査
で
は
、
当
初
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
描
か
れ
る
登
場
人
物
の
顔
に
用
い
ら

れ
た
色
料
の
大
半
が
、
鉛
を
主
成
分
と
す
る
鉛え

ん

白ぱ
く

が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
の
に
対
し
、「
蓬
生
」
の
画
面
右
上
の
老
女
、「
鈴
虫
二
」
の
冷
泉
院
や
光
源
氏

は
じ
め
、
公
達
に
い
た
る
ま
で
登
場
す
る
す
べ
て
の
人
物
、「
宿
木
二
」
の
匂
宮
・
六

（
6
）

（
7
）
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君
を
は
じ
め
居
並
ぶ
女
房
た
ち
の
顔
の
色

面
に
は
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
計
測
さ
れ

な
い
色
料
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
ま
た
「
横
笛
」
の
夕
霧
の
顔
の

一
部
や
女
房
、「
早
蕨
」
の
弁
尼
や
女
房
な

ど
の
顔
か
ら
は
カ
ル
シ
ウ
ム（
胡
粉
）の
存
在

が
、「
夕
霧
」
の
夕
霧
や
雲
井
雁
、「
橋
姫
」

の
大お

お
い
ぎ
み君・
中
君
、
薫
の
顔
や
手
か
ら
は
、
部

分
的
に
鉛
白
の
痕
跡
が
見
い
だ
さ
れ
る
も
の

の
、
水
銀
を
主
成
分
と
し
た
白
色
色
料
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
れ
と
比
較
す
る
た
め
に
、
本
絵
巻
に
描
か

れ
る
人
物
の
色
料
の
蛍
光
X
線
に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
本
絵
巻
の
顔
に
使
用
さ
れ
た
色
料
は
鉛
白
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
第
二

段
の
簀
子
に
坐
す
男
君
の
顔
や
第
四
段
の
宮
、
第
五
段
の
人
物
す
べ
て
が
蛍
光
Ｘ
線
の 挿図19　第二段 絵　几帳の柏葉模様

挿図20　第三段 絵　束帯文様

挿図21-1　第二段 絵
簀子に坐す男君と幼児

挿図21-2　同上　X線写真
挿図21-2　（田口榮一氏撮影）

挿図22-1　源氏物語絵巻　橋姫
挿図22-1　大君

挿図22-2　同上X線写真
挿図22-2　（東京文化財研究所撮影）

挿図23-1　源氏物語絵巻　早蕨
挿図23-1　女房

挿図23-2　同上X線写真
挿図23-2　（東京文化財研究所撮影）

挿図18　第二段 絵　左下の女房
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五

測
定
に
よ
れ
ば
顔
料
で
は
な
く
有
機
色
料
が
塗
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
一
方
、
第
二
段
の
簀
子
に
坐
す
男
君
の
手
と
抱
か
れ
て
い
る
幼
児
に
は
水
銀
を

原
料
と
す
る
白（
塩
化
第
一
水
銀
カ
／
挿
図
21
）、
第
一
段
の
画
面
中
央
の
男
君
や
女
房
た

ち
、
第
三
段
の
二
人
の
男
性
と
女
君
、
第
四
段
の
左
下
の
女
房
な
ど
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム

（
胡
粉
）の
使
用
が
確
認
さ
れ
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
共
通
す
る
色
料
の
使
用
状
況
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

水
銀
を
主
成
分
と
し
た
白
色
色
料
の
使
用
は
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
「
夕
霧
」
の

夕
霧
と
雲
井
雁
の
顔
や
手
が
水
銀
の
白
で
あ
る
の
に
対
し
、
障
子
を
隔
て
て
聞
き
耳
を

立
て
て
い
る
二
人
の
女
房
の
顔
は
鉛
白
、「
橋
姫
」
で
は
薫
・
大
君
・
中
君
が
水
銀
の

白
で
あ
る
の
に
対
し
、
簀
子
に
坐
す
女
房
や
童
の
顔
は
鉛
白
で
あ
る
。
本
絵
巻
で
は
、

第
二
段
の
簀
子
の
幼
児
と
男
君
の
手
は
先
述
の
通
り
水
銀
の
白
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

男
君
の
顔
は
有
機
色
料
で
塗
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
橋
姫
」
の
大
君
の
顔
の
輪
郭
の
際

に
は
、
鉛
白
の
絵
具
た
ま
り
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
挿
図
22
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
絵
巻
第
二
段
の
簀
子
の
男
君
の
顔
貌
は
当
初
の
姿
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
当
初
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た
幼
児
の
顔
や
姿
お
よ
び
、
男
君
の
手
は
補
筆
と
判
明
し

た
。
し
か
し
繊
細
で
や
わ
ら
か
な
線
描
で
描
か
れ
た
、
引
目
を
は
じ
め
と
す
る
面
貌
表

現
は
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
「
夕
霧
」「
橋
姫
」
と
同
様
に
、
さ
ほ
ど
時
代
の
下
降
を

感
じ
さ
せ
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
で
描
き
直
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
お
よ
び
本
絵
巻
の
登
場
人
物
の
顔
か
ら
検
出
さ
れ
た
カ
ル

シ
ウ
ム（
胡
粉
）の
色
面
に
つ
い
て
も
、「
早
蕨
」
の
赤
い
装
束
を
着
た
女
房
の
よ
う
に
、

顔
の
輪
郭
の
際
に
鉛
白
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
部
分（
挿
図
23
）が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、

鉛
白
で
塗
ら
れ
た
色
面
が
剥
落
し
た
後
の
補
筆
と
考
え
ら
れ
、
目
鼻
の
線
描
も
辿
々
し

い
。
こ
れ
ら
の
補
筆
は
、
あ
る
一
時
期
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
長
い
伝
来
途
次
の

中
で
幾
度
に
も
わ
た
っ
て
修
復
が
試
み
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

お　

わ　

り　

に

今
回
の
保
存
修
理
に
よ
っ
て
、
本
紙
自
体
へ
の
負
担
と
な
り
皺
や
絵
具
層
の
浮
き
の

要
因
と
な
っ
て
い
た
上
下
の
足
し
紙
お
よ
び
縁
が
取
り
外
さ
れ
る
こ
と
で
安
定
し
た
状

態
に
な
っ
た
。
ま
た
鑑
賞
す
る
上
で
も
、
足
し
紙
お
よ
び
縁
に
施
さ
れ
て
い
た
金
銀
砂

子
や
切
箔
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
が
、
マ
ッ
ト
装
と
な
っ
た
こ
と
で
、
詞
書
・

絵
の
持
つ
本
来
の
美
し
さ
が
際
立
ち
、
注
視
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

料
紙
の
紙
質
検
査
に
よ
り
詞
書
な
ら
び
に
絵
は
、
前
者
が
楮
・
雁
皮
の
混
合
紙
、
後
者

が
楮
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
背
に
残
っ
て
い
た
製
作
当
初
の
装
飾
か
ら
詞
書

は
十
四
世
紀
成
立
の
他
の
装
飾
と
、
絵
は
建
久
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た

「
目
無
経
」
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
絵
の
料
紙
の
地
に
施
さ
れ
た
雲
母
砂
子

は
十
一
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
古
筆
切
に
使
用
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告

し
、
こ
れ
に
加
え
修
理
と
は
別
に
お
こ
な
わ
れ
た
科
学
的
分
析
に
基
づ
く
顔
料
分
析
の

一
端
を
紹
介
し
た
。
修
理
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
柄
が
、
今
後
の
研
究
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

修
理
を
監
督
さ
れ
た
、
当
時
の
文
化
庁
美
術
学
芸
課
主
任
調
査
官
の
鬼
原
俊
枝
氏
、

修
理
に
携
わ
ら
れ
た
岡
墨
光
堂
の
岡
泰
央（
岩
太
郎
）氏
な
ら
び
に
大
山
昭
子
氏
に
多
大

な
ご
助
力
と
ご
協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

〈絵〉 （単位 cm）
修理前 修理後

縦 23.30 23.4
第1段 35.80 36.1
第2段 55.70 56.1
第3段 33.00 33.4
第4段 21.75 21.9
第5段 27.60 27.9
第6段 27.90 28.0
奥書1 11.80 11.9
奥書2 18.90 19.0

〈詞書〉 （単位 cm）
修理前 修理後

縦 23.30 23.4
第1段 61.80 62.5
第2段 31.55 31.7
第3段 63.35 63.9
第4段 46.72 47.0
第5段 30.60 30.9
第6段 63.40 63.8

寸法表
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巻
」
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る
新
知
見

七
六

註（
１
）　

徳
川
義
宣
『
葉
月
物
語
絵
巻
』（
木
耳
社　

昭
和
三
十
九
年
七
月
）で
は
じ
め
て
こ
の
絵
巻

の
本
格
的
な
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
は
本
絵
巻
の
物
語
の
内
容
に
つ
い
て
「
六
段
を
通
じ
て

語
ら
れ
る
テ
ー
マ
は
、
上
流
宮
廷
貴
族
の
恋
愛
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
醸
す
雰
囲
気
に
は
、
し
み

じ
み
と
し
た
「
あ
は
れ
」
や
、
愛
憎
に
悩
む
人
間
像
と
云
っ
た
も
の
は
な
く
、
む
し
ろ
意
識
的

に
そ
れ
ら
を
捨
象
し
た
世
界
に
展
開
さ
れ
た
、
聊
か
軽
佻
な
感
さ
へ
免
れ
な
い
、
恋
愛
遊
戯
譚

と
云
っ
た
創
作
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
物
語
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
「『
源
氏
物
語
』

を
恋
愛
至
上
主
義
の
盛
期
の
作
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
葉
月
物
語
」
は
そ
の
末
期
の
作
と

捉
へ
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
よ
う
。
大
胆
に
推
測
す
れ
ば
、
六
条
斎
院
禖
子
内
親
王
の
も
と

で
題
物
語
歌
合
の
行
は
れ
た
天
喜
三
年〈
一
〇
五
五
〉あ
た
り
を
中
心
に
、
そ
の
成
立
を
考
へ

て
み
た
い
」
と
し
て
い
る（「
葉
月
物
語
絵
巻
」『
日
本
絵
巻
大
成　

10
』
中
央
公
論
社　

昭
和

五
十
三
年
一
月
）。

清
水
好
子
氏
は
、
本
絵
巻
の
詞
書
に
書
き
記
さ
れ
た
物
語
本
文
の
服
飾
表
現
か
ら
「
服
飾
へ

の
言
及
が
詳
細
な
点
は
注
意
し
て
よ
い
し
、
そ
の
好
尚
は
源
氏
よ
り
も
狭
衣
、
寝
覚
、
栄
花
物

語
の
後
半
に
近
い
と
い
え
よ
う
。（
中
略
）衣
服
へ
の
言
及
が
多
様
な
人
物
の
と
り
上
げ
方
、
容

姿
動
作
の
描
写
、
小
道
具
の
用
い
方
と
一
環
の
も
の
と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
の
持
続

的
な
場
面
を
構
成
し
て
い
る
の
を
見
る
と
き
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
の
物
語
の
筋
と
そ
の
展
開
の
奇

抜
さ
早
さ
に
重
き
を
お
い
た
作
り
方
と
は
根
本
的
に
異
質
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
」
と
す
る
。

（「
鎌
倉
時
代
の
物
語
」『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
第
十
七
巻　

角
川
書
店　

昭
和
四
十
年
七
月
）。

白
畑
よ
し
氏
は
、「
詞
書
の
文
章
に
出
て
く
る
人
物
は
宮
、
宰
相
、
き
さ
い
の
宮
、
そ
し
て

女
房
と
い
う
登
場
人
物
に
よ
っ
て
、
貴
族
生
活
を
背
景
と
す
る
浪
漫
な
恋
愛
を
題
材
と
し
た
も

の
」
と
し
「
室
内
の
様
子
や
、
調
度
類
、
ま
た
人
物
の
衣
裳
の
色
調
や
文
様
な
ど
は
入
念
に
画

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
全
体
に
平
安
時
代
の
趣
と
い
え
る
古
様
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
、女
絵
の
独
特
の
み
や
び
が
よ
く
保
た
れ
て
い
る
点
で
は
出
色
の
遺
品
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、

製
作
年
代
を
十
二
世
紀
末
あ
た
り
と
す
る（『
太
陽　

古
典
と
絵
巻
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ　

王
朝
物
語
』

平
凡
社　

昭
和
五
十
四
年
一
月
）。

中
野
幸
一
氏
は
、「
物
語
は
平
安
中
期
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。
各
段
の
詞
書
は
連
続
し
て

い
な
い
の
で
、
物
語
の
展
開
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
秋
八
月
を
季
節
背
景
と
し
て
、
大
将
と
姫

君
、
宮
と
女
君
の
二
組
の
恋
愛
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
ど
う
絡
み
合
う
か
は
知
る
べ

く
も
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
恋
愛
の
様
相
は
か
な
り
複
雑
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
し
て
い
る

（『
日
本
古
典
文
学
大
事
典　

五
』
岩
波
書
店　

昭
和
五
十
九
年
十
月
の
「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の

項
の
解
説
）。

ま
た
伊
藤
敏
子
氏
は
「
各
段
の
本
文
と
絵
と
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
各
段
に
脈
絡
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
長
編
物
語
の
残
欠
と
考
え
ら
れ
る
。
物
語
の
原
題
お
よ
び
成
立
期
は
不

明
だ
が
、
人
物
の
動
き
や
衣
裳
な
ど
が
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
点
は
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し

た
物
語
よ
り
古
風
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（『
角
川　

絵
巻
物
総
覧
』
角
川
書
店　

平
成
七
年

四
月
）。

こ
の
他
、
本
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
久
保
朝
孝
「
葉
月
物
語
絵
巻
」（『
体
系
物
語
文
学
史　

第

五
巻
』
有
精
堂　

平
成
三
年
七
月
）が
あ
る
。

（
2
）　

稲
本
万
里
子
「
葉
月
物
語
絵
巻
に
つ
い
て（
上
）（
下
）」（『
國
華
』
一
一
一
二
・
一
一
一
三

号　

國
華
社　

昭
和
六
十
三
年
四
・
五
月
）。

（
3
）　

拙
稿
「
中
世
の
料
紙
に
描
か
れ
た
四
季
・
月
次
景
物
画
」（『
水
茎
』
第
七
号　

古
筆
学
研

究
所　

平
成
元
年
九
月
）お
よ
び
同
「『
葉
月
物
語
絵
巻
』
の
詞
書
を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
筆
学
叢

林　

第
4
巻　

古
筆
と
絵
巻
』
八
木
書
店　

平
成
六
年
三
月
）。

（
4
）　

白
畑
よ
し
「
目
無
経
に
就
い
て
」（『
美
術
史
学
』
八
八　

昭
和
十
九
年
四
月
）お
よ
び
「
目

無
経
」
に
つ
い
て
は
、
村
上
治
美
「『
目
無
経
』
下
絵
の
検
討
と
考
察
」（『
秋
山
光
和
博
士
古
稀

記
念
美
術
史
論
文
集
』
便
利
堂　

平
成
三
年
七
月
）。

（
5
）　

秋
山
光
和
・
柳
沢
孝
・
鈴
木
敬
三
『
扇
面
法
華
経
』（
鹿
島
出
版　

昭
和
四
十
七
年
一
月
）。

（
6
）　

註（
2
）。

（
7
）　

徳
川
美
術
館
・
五
島
美
術
館
編
『
国
宝　

源
氏
物
語
絵
巻
』
中
央
公
論
美
術
出
版
社　

平

成
二
十
一
年
。
こ
の
一
端
は
、
拙
稿
「
国
宝　

源
氏
物
語
絵
巻
」（『
開
館
五
十
周
年
記
念
特
別

展　

国
宝　

源
氏
物
語
絵
巻
』
図
録　

五
島
美
術
館　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
）お
よ
び
同
「
国

宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
─
そ
の
諸
相
の
一
考
察
」（『
日
本
美
術
全
集　

第
5
巻　

平
安
時
代
Ⅱ

　

王
朝
絵
巻
と
貴
族
の
営
み
』
小
学
館　

平
成
二
十
六
年
三
月
）で
紹
介
し
た
。

（
美
術
館　

學
藝
部
部
長
）
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七
七

　

は　

じ　

め　

に

一  

修
理
前
後
の
概
要

二  

修
理
方
針
と
方
法

三  

修
理
で
得
ら
れ
た
知
見

　

お　

わ　

り　

に

　
　
　

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
で
は
、平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）十
二
月
よ
り「
公
益
目
的
事
業
会
計
」

文
化
財
・
史
料
補
修
費
に
よ
り
、狩
野
山
雪（
一
五
九
〇
～
一
六
五
一
）筆
「
雲
龍
・
雪
梅
・

風
竹
図
」（
徳
川
美
術
館
蔵
、
以
下
「
本
図
」
と
略
称
）の
修
理
を
行
っ
た
。
本
図
は
、
平
成

二
十
一
年
秋
に
吉
田
家
よ
り
徳
川
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
も
と
名
古
屋

の
商
家
高
麗
屋
吉
田
家
に
伝
来
し
た
作
品
で
、
高
麗
屋
の
道
具
帳
に
は
「
小
西
勘
左
衛

門
出
佳
吉
取
次
／
一
、
金
拾
六
両
弐
分
拾
文
也
／
狩
野
山
雪
筆
／
三
幅
対
掛
物
／
中
雲

龍
／
左
風
竹
／
右
雪
梅
／
箱
書
付
了
意
」
と
あ
り
、
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）に
購
入
し

た
こ
と
が
分
か
る
。
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
時
の
作
品
の
状
態
は
、
本
紙
の
一
部
に
欠
損

が
見
ら
れ
、
大
小
多
数
の
折
れ
や
皺
が
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
広
範
囲
に
わ
た
り
多
数

の
汚
れ
と
染
み
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
装
丁
に
も
多
数
の
皺
と
折
れ
、
染
み
が
確

認
で
き
、
一
部
に
は
糸
の
解
け
、
擦
傷
や
虫
害
に
よ
る
欠
損
が
見
ら
れ
、
展
示
・
公
開

が
難
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、
京
都
国
立
博
物
館
で
山
雪
の
大
規
模
な
回
顧
展

「
狩
野
山
楽
・
山
雪
」
展（
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
日
～
五
月
十
二
日
）が
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
本
図
は
同
展
覧
会
で
の
初
公
開
に
合
わ
せ
、
修
理
を
施
す
こ
と
と
な
っ
た
。

狩
野
山
雪
は
、
九
州
肥
前
に
生
ま
れ
、
幼
名
は
彦
三
と
い
う
。
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た

京
狩
野
家
の
祖
・
狩
野
山
楽（
一
五
五
九
～
一
六
三
五
）の
養
子
と
な
り
、
二
代
目
と
し
て

京
の
公
家
や
寺
社
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
活
躍
し
た
。
ア
ク
の
強
い
画
風
、
幾
何
学
的
構

図
な
ど
奇
想
的
な
画
風
で
、
近
年
一
躍
注
目
さ
れ
た
絵
師
で
あ
る
。
特
に
、
龍
図
は
山

雪
が
得
意
と
し
た
画
題
で
、
図
様
は
牧
谿
の
龍
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
細
か
な

鱗
の
描
法
や
輪
郭
線
の
強
調
、
明
暗
の
対
比
な
ど
は
、
南
宋
の
陳
容
の
龍
図
に
学
ん
で

い
る
と
さ
れ
る
。
左
右
幅
の
竹
梅
は
吉
祥
の
植
物
の
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
が
、
狩
野
山

楽
筆
「
龍
虎
図
屏
風
」（
妙
心
寺
蔵
）な
ど
、「
梅
」
は
し
ば
し
ば
龍
と
共
に
描
か
れ
る
図

薄
　
田
　
大
　
輔

狩
野
山
雪
筆
「
雲
龍
・
雪
梅
・
風
竹
図
」

〔
修
理
報
告
〕



狩
野
山
雪
筆
「
雲
龍
・
雪
梅
・
風
竹
図
」

七
八

様
で
も
あ
る
。
樹
幹
や
枝
ぶ
り
が
臥
し
た
龍
に
似
る
梅
を
「
臥
龍
梅
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
、
山
雪
の
描
く
梅
に
も
龍
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
ま

た
、「
竹
」
は
龍
と
対
に
な
る
虎
と
共
に
描
か
れ
て
き
た
。
中
国
古
代
よ
り
「
龍
」
は

「
雲
」
と
、「
虎
」
は
「
風
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
、「
竹
」
は
虎
の
背
後
で
葉
を
揺
ら
し
、

幹
を
た
わ
ま
せ
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
な
い
風
を
表
現
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
龍
と

関
連
の
あ
る
植
物
を
左
右
に
配
す
三
幅
対
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
修
理
を
担
当
し
た
有
限
会
社 

墨
仙
堂（
代
表 

関
地
久
治
氏
）に
よ
る
詳
細

な
報
告
書
、
修
理
記
録
写
真
を
基
に
施
工
の
概
要
を
報
告
す
る
。

　
　
　

一　

修
理
前
後
の
概
要

修
理
前
の
損
傷
状
況
と
修
理
後
の
様
子

修
理
前
の
本
図
は
、
三
幅
共
に
本
紙
に
多
数
の
折
れ
や
皺
が
見
ら
れ
、
表
装
裂
に
も

破
れ
や
欠
失
・
折
れ
が
生
じ
て
い
た
。
特
に
、
上
下
裂
に
配
さ
れ
た
「
絓
」
は
、
厚
み

や
太
細
の
違
い
が
あ
る
節
糸
に
よ
っ
て
織
ら
れ
、
折
れ
が
生
じ
や
す
く
、
裏
打
ち
紙
の

糊
浮
き
や
本
紙
料
絹
・
表
装
裂
の
欠
失
に
至
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
三
幅
共

に
全
体
に
生
じ
て
い
た
白
色
円
形
の
染
み
は
、
作
品
鑑
賞
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。
恐

ら
く
、
巻
か
れ
た
状
態
で
生
じ
た
カ
ビ
等
の
微
生
物
に
よ
る
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
墨
染
め
さ
れ
た
肌
裏
紙
に
生
じ
た
白
色
円
形
の
染
み
は
、
本
紙
料
絹
及

び
墨
が
変
色
し
た
よ
う
に
見
え
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
劣
化
損
傷
は
、
更
な
る
損
傷
に
繋
が
り
、
作
品
の
鑑
賞
を
妨

げ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
軽
減
・
改
善
さ
せ
、
作
品
が
長
期
的
な
保
存
に
耐
え
う
る

よ
う
、
有
限
会
社 

墨
仙
堂
に
お
い
て
作
品
の
解
体
を
含
む
修
理
処
置
を
施
す
こ
と
と

な
っ
た
。

（
一
）本
紙

①
物
理
的
損
傷

欠
失

［
修
理
前
］（
挿
図
1
）

「
雲
龍
図
」
で
は
、
本
紙
右
下
部
の
柱
裂
の
付
け
廻
し
箇
所
に
沿
っ
て
本
紙
料
絹
が

欠
失
し
、
墨
染
め
の
肌
裏
紙
が
露
出
し
て
い
た
。「
風
竹
図
」
で
は
、
本
紙
右
部
の
本

紙
料
絹
と
裏
打
ち
紙
に
虫
害
欠
失
箇
所
が
見
ら
れ
た
。
欠
失
箇
所
か
ら
は
裏
打
ち
紙
の

一
部
が
露
出
し
て
い
た
。

［
修
理
後
］（
挿
図
2
）

本
紙
料
絹
の
欠
失
箇
所
に
新
た
に
適
す
る
補
修
絹
を
選
定
し
、
繕
い
を
施
し
た
。
補

修
絹
に
は
電
子
線
劣
化
絹
を
使
用
し
た
。

折
れ
・
皺

［
修
理
前
］

三
幅
の
本
紙
全
体
に
大
小
多
数
の
折
れ
や
皺
が
見
ら
れ
た
。
特
に
「
雲
龍
図
」、「
雪

梅
図
」
の
本
紙
と
柱
の
付
け
廻
し
付
近
に
折
れ
が
多
数
生
じ
て
い
た
。

［
修
理
後
］ 

本
紙
を
伸
ば
し
、
裏
打
ち
を
打
ち
直
し
た
こ
と
で
、
折
れ
や
皺
を
平
滑
に
し
た
。
さ

ら
に
、
折
れ
や
皺
の
裏
面
よ
り
折
れ
伏
せ
を
施
し
、
今
後
の
折
れ
破
損
の
要
因
を
軽
減

さ
せ
た
。

②
視
覚
的
損
傷

［
修
理
前
］
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七
九

三
幅
共
に
、
本
紙
の
上
部
か
ら
下
部
に
か
け
連
続
し
て
白
色
円
形
の
染
み
が
見
ら
れ

た
。
特
に
、「
雪
梅
図
」
で
は
他
の
二
幅
と
比
べ
広
範
囲
に
白
色
円
形
の
染
み
が
見
ら

れ
た
。

［
修
理
後
］ 

濾
過
水
を
使
用
し
て
本
紙
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
可
能
な
限
り
染
み
・
汚
れ
の

除
去
に
努
め
た
。
白
色
の
染
み
が
生
じ
た
旧
肌
裏
紙
を
除
去
し
、
新
た
に
適
す
る
色
調

に
染
色
し
た
肌
裏
紙
で
裏
打
ち
し
た
こ
と
で
、
本
紙
表
面
に
見
ら
れ
た
白
色
の
染
み
を

解
消
し
た
。

③
彩
色
層

［
修
理
前
］

白
色
円
形
の
染
み
に
伴
い
、
墨
が
や
や
薄
く
見
え
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
本
紙

の
各
所
に
見
ら
れ
た
付
着
物
や
、
肌
裏
紙
に
生
じ
た
部
分
的
な
白
色
円
形
の
染
み（
色

抜
け
）な
ど
が
原
因
で
あ
っ
た
。

［
修
理
後
］ 

付
着
物
や
白
色
円
形
の
染
み
が
生
じ
た
旧
肌
裏
紙
を
除
去
し
、
均
一
に
染
色
し
た
肌

裏
紙
を
施
し
た
こ
と
で
色
調
に
斑
が
な
く
な
り
、
墨
が
明
瞭
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

（
二
）装
丁

①
物
理
的
損
傷

糸
の
解
け

［
修
復
前
］（
挿
図
3
）

｢

雪
梅
図｣

の
一
文
字
上
の
裂
に
糸
の
解
け
が
見
ら
れ
た
。

挿図1　「雲龍図」本紙右下部分　修理前挿図2　「雲龍図」本紙右下部分　修理後
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八
〇

［
修
理
後
］（
挿
図
4
）

糸
の
解
け
を
整
形
し
、
元
使
用
し
た
。

裂
の
欠
失

［
修
理
前
］（
挿
図
5
）

三
幅
の
表
具
左
右
端
部
分
に
は
、
擦
傷
や
虫
害
に
よ
る
表
装
裂
の
欠
失
が
多
数
生
じ

て
い
た
。
特
に
、
上
下
裂
の
表
具
左
右
端
部
分
に
生
じ
た
欠
失
は
著
し
く
、「
風
竹
図
」

に
関
し
て
は
、
擦
傷
に
よ
り
表
具
右
上
部
の
欠
失
箇
所
か
ら
八
双
が
露
出
し
て
い
た
。

ま
た
、
虫
害
に
よ
っ
て
表
装
裂
及
び
肌
裏
紙
が
失
わ
れ
、
作
品
に
穴
が
開
い
た
箇
所
も

見
ら
れ
た
。

三
幅
の
上
巻
絹
に
は
、
多
数
の
欠
失
が
確
認
出
来
た
。
欠
失
は
更
な
る
破
れ
の
進
行

や
糊
浮
き
の
拡
大
に
至
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

［
修
理
後
］（
挿
図
6
）

一
文
字
・
中
縁
の
表
装
裂
に
生
じ
た
欠
失
箇
所
に
は
似
寄
り
の
絹
を
選
定
し
、
繕
い

を
施
し
た
。
ま
た
、
欠
失
の
著
し
い
上
下
の
表
装
裂
及
び
上
巻
絹
を
新
調
し
た
。

挿図3　 ｢雪梅図｣ 本紙右上部分　修理前挿図4　 ｢雪梅図｣ 本紙右上部分　修理後

挿図5　｢風竹図｣ 表具　右上部分　修理前

挿図6　｢風竹図｣ 表具　右上部分　修理後
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八
一

裂
の
折
れ
・
皺

［
修
理
前
］（
挿
図
7
・
9
）

三
幅
の
上
下
裂
に
横
折
れ
が
多
数
生
じ
て
い
た
。
上
下
裂
は
表
装
裂
の
特
徴
か
ら
折

れ
が
生
じ
や
す
く
、
他
の
表
装
裂
に
比
べ
多
く
の
折
れ
が
見
ら
れ
た
。
特
に
、｢

雲
龍

図｣

の
中
縁
裂
と
一
文
字
裂
の
付
け
廻
し
付
近
に
折
れ
が
多
数
見
ら
れ
た
。

［
修
理
後
］（
挿
図
8
・
10
）

上
下
裂
を
新
調
し
、
元
使
用
す
る
表
装
裂
に
関
し
て
は
、
新
た
に
裏
打
ち
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
長
期
間
仮
張
り
に
掛
け
る
こ
と
で
平
滑
に
な
り
、
表
装
裂
に
生
じ
た
折
れ
・

皺
を
解
消
し
た
。

糊
浮
き

［
修
理
前
］ 

三
幅
の
総
裏
紙
に
糊
浮
き
が
多
数
見
ら
れ
た
。
糊
浮
き
は
折
れ
に
沿
っ
て
生
じ
て
い

た
。
特
に
、「
雪
梅
図
」
の
端
部
分
に
は
多
数
の
糊
浮
き
が
生
じ
て
い
た
。

［
修
理
後
］ 

新
た
に
裏
打
ち
を
施
し
た
こ
と
で
糊
浮
き
な
ど
を
解
消
し
た
。

挿図7　｢雲龍図｣ 表具下部　修理前

挿図8　｢雲龍図｣ 表具下部　修理後

挿図9　｢雲龍図｣ 表具左下部　修理前挿図10　｢雲龍図｣ 表具左下部　修理後
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暴
れ

［
修
理
前
］ 

三
幅
の
表
具
全
体
に
暴
れ
が
生
じ
て
い
た
。

［
修
理
後
］ 

作
品
の
裏
打
ち
紙
を
全
て
新
調
し
、
長
期
間
仮
張
り
す
る
こ
と
で
平
滑
に
な
り
、
表

具
全
体
の
暴
れ
を
解
消
し
た
。

②
視
覚
的
損
傷

汚
れ
・
染
み

［
修
理
前
］ 

三
幅
共
に
、
表
装
裂
に
も
上
の
裂
か
ら
下
の
裂
に
至
る
ま
で
白
色
円
形
の
染
み
が
生

じ
て
い
た
。
特
に｢

雪
梅
図｣

の
表
装
裂
は
、
他
の
二
幅
に
比
べ
染
み
が
広
範
囲
に
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
三
幅
の
作
品
全
体
は
茶
褐
色
に
汚
れ
て
お
り
、
表
具
裏
面
上
部
は
黒

色
の
煤
に
よ
っ
て
汚
れ
が
生
じ
て
い
た
。

［
修
理
後
］ 

損
傷
や
汚
れ
・
染
み
の
著
し
い
上
下
裂
は
新
調
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
一
文
字
・

中
縁
に
関
し
て
は
、
濾
過
水
を
使
用
し
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
可
能
な
限
り
染
み
・

汚
れ
の
除
去
に
努
め
た
。

（
三
）そ
の
他

①
裏
打
ち
紙

［
修
理
前
］ 

裏
打
ち
紙
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り
し
な
や
か
さ
が
失
わ
れ
、
強
度
が
著
し
く
低
下
し

た
状
態
に
あ
っ
た
。
脆
弱
に
な
っ
た
作
品
は
折
れ
や
皺
等
を
生
じ
や
す
く
、
破
れ
や
欠

失
な
ど
の
損
傷
に
拡
大
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。

［
修
理
後
］ 

強
度
が
乏
し
い
裏
打
ち
紙
は
全
て
除
去
し
新
調
し
た
。

②
保
存

［
修
理
前
］ 

経
年
劣
化
で
し
な
や
か
さ
を
失
っ
た
本
紙
を
細
く
巻
く
こ
と
で
、
折
れ
等
の
損
傷
が

拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

［
修
理
後
］ 

新
調
し
た
太
巻
添
軸
に
作
品
を
太
く
巻
い
て
保
存
す
る
こ
と
で
、
作
品
に
懸
か
る
負

担
を
軽
減
し
た
。

過
去
の
修
理
状
況

（
一
）折
れ
伏
せ

［
修
理
前
］（
挿
図
11
）

三
幅
共
に
表
具
の
最
背
層
で
あ
る
総
裏
紙
に
多
数
の
折
れ
伏
せ
紙
が
施
さ
れ
て
い

た
。
お
そ
ら
く
、
作
品
に
生
じ
た
折
れ
に
対
す
る
応
急
的
な
処
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

［
修
理
後
］（
挿
図
12
）

今
回
の
修
理
で
は
、
過
去
の
修
理
時
に
施
さ
れ
て
い
た
折
れ
伏
せ
紙
を
す
べ
て
除
去

し
た
。
修
理
後
は
本
紙
の
折
れ
が
生
じ
て
い
る
箇
所
、
及
び
今
後
明
ら
か
に
生
ず
る
と

思
わ
れ
る
箇
所
に
楮
紙
で
新
た
に
折
れ
伏
せ
を
入
れ
た
。

（
二
）肌
裏
紙

［
修
理
前
］

三
幅
共
に
濃
い
墨
で
染
め
ら
れ
た
肌
裏
紙
が
施
さ
れ
て
い
た
。
本
紙
全
体
が
肌
裏
紙
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の
色
調
の
影
響
に
よ
り
暗
く
見
え
て
い
た
。

［
修
理
後
］

新
調
し
た
肌
裏
紙
及
び
増
裏
紙
を
墨
・
天
然
染
料（
矢
車
・
桃
皮
）で
染
色
後
、
水
酸

化
カ
ル
シ
ウ
ム
水
溶
液
で
色
素
を
定
着
さ
せ
、
使
用
し
た
。

作
品
の
基
本
デ
ー
タ

画
題
「
雲
龍
・
雪
梅
・
風
竹
図
」

落
款
・
印
章

中
幅 

本
紙
右
下
部 ｢

山
雪
」
／
「
蛇
足
軒
」（
白
文
方
印
）・「
山
雪
」（
白
文
方
印
）

右
幅 

本
紙
右
下
部
「
山
雪
」（
朱
文
方
印
）

左
幅 

本
紙
左
下
部
「
山
雪
」（
朱
文
方
印
）

表
具
裏
面
貼
紙（
修
理
後
は
別
保
存
）

　
「
山
雪
筆
／
中 

龍
」「
山
雪
筆
／
右 

雪
梅
」「
山
雪
筆
／
左 

風
竹
」

書
付　

収
納
箱
蓋
裏
面（
修
理
後
は
別
保
存
）

「
山
雪
／
雪
梅
／
雲
龍
／
風
竹
／
三
幅
對
畫
名
印
有
之
正
筆
／ 

古
筆
／ 

了
意
證

之
」
／｢

琴
山
印｣

（
朱
文
方
印
）

収
納
箱　
［
修
理
前
］　

三
幅
対
印
籠
箱

　
　
　
　
［
修
理
後
］　

三
幅
対
桐
太
巻
添
軸
桐
印
籠
箱（
福
井
工
房
製
）

本
紙基

底
材　
　

絹
帛（
縦
・
緯
共
に
細
い
糸
が
用
い
ら
れ
た
平
織
の
絹
帛
）

挿図11　｢雲龍図｣ 表具裏面　修理前挿図12　｢雲龍図｣ 表具裏面　修理後
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八
四

寸
法　
［
修
理
前
］　

各
縦
九
六
・
一
糎　

横
三
八
・
一
糎　

　
　
　
［
修
理
後
］　

各
縦
九
六
・
七
糎　

横
三
八
・
二
糎

本
紙
枚
数　

一
枚
一
面

画
材　
　
　

墨
・
膠

装
丁装

丁
形
式　

掛
幅
装

寸
法　
［
修
理
前
］　

各
縦
一
八
〇
・
六
糎　

横
四
四
・
七
糎

　
　
　
［
修
理
後
］　

各
縦
一
七
九
・
七
糎　

横
四
〇
・
四
糎

表
装

　
［
修
理
前
］

　

形
式　

輪
褙
の
行

　

表
装
裂

　
　

一
文
字
・
風
帯　

白
茶
地
唐
花
唐
草
文
金
襴

　
　
　

中
縁　
　
　
　
　

白
茶
地
梅
枝
散
文
緞
子

　
　
　

上
下　
　
　
　
　

茶
地
絓

　
　
　

軸　
　
　
　
　
　

黒
漆
塗
撥
軸

　
［
修
理
後
］

　

形
式　

輪
褙
の
行

　

表
装
裂

　
　

一
文
字
・
風
帯　

白
茶
地
唐
花
唐
草
文
金
襴（
元
使
用
）

　
　

中
縁　
　
　
　
　

白
茶
地
梅
枝
散
文
緞
子（
元
使
用
）

　
　

上
下　
　
　
　
　

茶
地
魚
子（
新
調
）

　
　

軸　
　
　
　
　
　

象
牙
頭
切
軸（
新
調
）

裏
打
ち

［
修
理
前
］

　

裏
打
ち
紙　

三
層

　
　

肌
裏
紙　

楮
紙

　
　

増
裏
紙　

楮
紙

　
　

総
裏
紙　

楮
紙

［
修
理
後
］

　

裏
打
ち
紙　

三
層

　
　

肌
裏
紙　

楮
紙〈
薄
美
濃
紙
〉（
新
調
）

　
　

増
裏
紙　

美
栖
紙（
新
調
）

　
　

総
裏
紙　

宇
陀
紙（
新
調
）

　
　
　

二　

修
理
方
針
と
方
法

基
本
方
針

（
一
）実
施
す
る
作
業
及
び
方
針
の
決
定
・
変
更
等
は
、
徳
川
美
術
館
学
芸
部
と
の
協

議
・
監
督
の
下
進
め
た
。

（
二
）修
理
前
の
本
作
品
は
損
傷
が
著
し
く
、
今
後
の
安
定
的
な
保
存
を
考
え
る
上
で
、

解
体
修
理
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の
修
理
で
は
作
品
の
装
丁
を
解
体
し
、

本
紙
か
ら
裏
打
ち
紙
の
除
去
後
、
本
紙
料
絹
の
修
理
処
置
及
び
新
た
な
裏
打
ち
を

施
し
、
再
び
掛
幅
装
に
装
丁
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
。

（
三
）修
理
作
業
は
有
限
会
社 

墨
仙
堂
の
工
房
内
で
行
っ
た
。
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八
五

（
四
）施
工
期
間
：
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
六
日
～
平
成
二
十
五
年
四
月
十
九
日

修
理
の
概
要

本
紙

（
一
）作
品
全
体
に
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
を
噴
霧
し
、
カ
ビ
の
消
毒
を
行
っ
た
。

（
二
）修
理
前
の
作
品
に
は
本
紙
料
絹
に
多
量
の
糊
浮
き
が
見
ら
れ
た
。
肌
裏
紙
を
含
め

裏
打
ち
紙
全
体
の
劣
化
損
傷
が
著
し
い
こ
と
か
ら
裏
打
ち
紙
を
全
て
除
去
し
、
新

た
に
裏
打
ち
を
施
し
た
。
新
た
な
肌
裏
紙
に
は
、
楮
紙（
薄
美
濃
紙
）を
選
定
し
、

墨
・
天
然
染
料（
矢
車
）で
染
色
後
、
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
水
溶
液
で
色
素
を
定
着

さ
せ
た
楮
紙
を
使
用
し
た
。

（
三
）墨
の
状
態
を
調
査
し
た
結
果
、
作
品
に
描
か
れ
た
墨
の
状
態
は
良
好
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
剥
落
止
め
に
よ
る
膠
の
過
度
な
使
用
は
墨
の
風
合
い
を
損
ね
る
恐
れ
が

あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
今
回
の
修
理
で
は
墨
の
剥
落
止
め
は
行
わ
な
い
こ
と
と

し
た
。

（
四
）本
紙
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
濾
過
水
と
吸
水
紙
を
使
用
し
た
。
加
湿
し
た
本
紙
を

吸
水
紙
の
上
に
置
き
、
本
紙
中
の
水
分
に
汚
れ
等
が
溶
け
出
し
た
所
を
吸
水
紙
の

毛
細
管
現
象
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
吸
水
紙
に
移
し
、
汚
れ
・
染
み
を
除
去

し
た
。

（
五
）本
紙
料
絹
の
欠
失
箇
所
に
新
た
に
補
修
絹
で
繕
い
を
施
し
た
。
繕
い
は
本
紙
料
絹

の
欠
失
箇
所
の
形
状
に
整
形
し
た
補
修
絹
を
施
す
こ
と
で
、
本
紙
料
絹
と
の
重
な

り
を
無
く
す
よ
う
に
し
た
。
補
修
絹
に
は
本
紙
料
絹
に
類
似
の
「
電
子
線
劣
化
絹
」

を
、
本
紙
料
絹
の
地
色
に
近
い
色
調
に
天
然
染
料（
矢
車
）で
染
色
後
、
水
酸
化
カ

ル
シ
ウ
ム
水
溶
液
で
色
素
を
定
着
さ
せ
て
用
い
た
。

（
六
）本
紙
の
折
れ
が
生
じ
て
い
る
箇
所
、
及
び
今
後
折
れ
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所

に
折
れ
伏
せ
を
入
れ
た
。
折
れ
伏
せ
紙
に
は
楮
紙（
悠
久
紙 

東
中
江
和
紙
加
工
生
産

組
合
製
）を
使
用
し
た
。

（
七
）補
彩
は
新
た
に
繕
い
を
施
し
た
補
修
絹
の
上
に
の
み
行
っ
た
。
補
彩
に
使
用
し
た

画
材
は
、
顔
料
を
膠
で
溶
い
た
も
の
、
あ
る
い
は
棒
絵
具
を
使
用
し
た
。

装
丁

（
一
）旧
装
丁
材
料

①
修
理
前
に
本
紙
に
配
さ
れ
て
い
た
表
装
裂（
上
下
裂
）は
、
破
れ
や
劣
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
除
去
し
、
裏
打
ち
紙（
肌
裏
紙
・
増
裏
紙
・
総
裏
紙
）に
は
欠
失
や
糊

浮
き
が
生
じ
、
染
み
が
多
数
見
ら
れ
る
な
ど
、
元
使
用
に
適
さ
な
い
た
め
に
全

て
除
去
し
た
。
ま
た
、
軸
木
・
八
双
・
掛
け
紐
・
軸
も
劣
化
が
著
し
い
た
め
に

新
調
し
た
。
除
去
し
た
装
丁
に
つ
い
て
は
、
全
て
別
保
存
し
た
。

②
表
装
裂（
一
文
字
・
風
帯
・
中
縁
裂
）は
元
使
用
し
た
。

（
二
）新
調
装
丁
材
料

①
裏
打
ち
紙
を
全
て
新
調
し
、
三
種
三
層
の
裏
打
ち
を
新
た
に
打
つ
。
新
た
に
施

す
裏
打
ち
紙
は
、
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
三
種
三
層
の
裏
打
ち
と
し
、
作

品
に
適
度
な
し
な
や
か
さ
と
強
度
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

裏
打
ち　

三
層

　
　

肌
裏
紙　

楮
紙（
薄
美
濃
紙 

長
谷
川
和
紙
工
房
製
）

　
　

増
裏
紙　

美
栖
紙（
白
雪 

昆
布
尊
男
製
）

　
　

総
裏
紙　

宇
陀
紙（
福
虎 

福
西
弘
行
製
）

②
表
装
形
式
に
関
し
て
は
、
学
芸
部
と
協
議
し
修
理
前
と
同
じ
「
輪
褙
の
行
」
と

し
た
。

③
新
調
す
る
表
装
裂（
上
下
裂
）は
学
芸
部
と
協
議
の
結
果
、
上
下
裂
を
新
調
す
る
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八
六

こ
と
と
し
、
適
す
る
表
装
裂
を
選
定
し
た
。

　

上
下
：
茶
地
魚
子（
廣
信
織
物
）

④
八
双
・
軸
木
・
掛
け
紐
・
軸
を
新
調
す
る
。

軸
を
古
色
付
け（
タ
バ
コ
の
葉
）し
て
用
い
た
。

軸
・
八
双
：
杉
材
軸
木
・
八
双（
速
水
商
店
製
）

掛
け
紐
：
正
絹
三
色
組
紐（
速
水
商
店
製
）

軸
：
象
牙
頭
切
軸（
速
水
商
店
製
）

そ
の
他各

作
業
の
接
着
に
は
、
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
小
麦
粉
澱
粉
糊（
新
糊
）と
、

新
糊
を
複
数
年
瓶
で
寝
か
せ
た
古
糊
を
使
用
し
た
。
小
麦
粉
澱
粉
糊
は
可
逆
性
も

高
く
、
将
来
の
再
修
理
の
際
に
も
裏
打
ち
紙
等
の
除
去
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

肌
裏
打
ち
・
繕
い
・
付
け
廻
し
・
仕
上
げ
：
新
糊

増
裏
打
ち
・
総
裏
打
ち 

：
古
糊

小
麦
粉
澱
粉（
中
村
製
糊
株
式
会
社
製
）

収
納

収
納
保
存
に
あ
た
っ
て
は
修
理
後
の
作
品
に
太
巻
添
軸
を
添
え
て
巻
き
、
折
れ
破

損
の
要
因
を
軽
減
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
製
作
し
た
白
絹
帛
袱
紗
に
表
具
を
包
ん

だ
後
、
新
調
し
た
三
幅
対
桐
印
籠
箱
に
三
幅
を
納
め
た
。

調
査

（
一
）目
視
に
よ
る
調
査

修
理
前
・
中
・
後
の
作
品
の
構
造
・
損
傷
調
査
・
本
紙
寸
法
を
記
録
し
た
。

（
二
）光
学
調
査

修
理
前
後
・
作
業
工
程
中
の
記
録
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
写
真
撮
影
は
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
行
い
、
修
理
前
後
の
作
品
全
図
・
部
分
、
更
に
修
理
作
業
中
の
表
裏
全

図
・
部
分
、
透
過
光
撮
影
等
も
可
能
な
限
り
行
っ
た
。
ま
た
、
赤
外
線
写
真
・
紫

外
線
蛍
光
写
真
の
光
学
機
器
を
使
用
し
た
調
査
・
撮
影
も
同
時
に
行
っ
た
。

　
　
　

三　

修
理
で
得
ら
れ
た
知
見

本
紙
料
絹
の
特
質
に
つ
い
て（
表
１
）

修
理
前
の
本
紙
料
絹
の
特
質
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
各
幅
の
料
絹
か
ら
二
箇
所

を
選
定
し
、
織
密
度（
三
・
〇
三
糎
×
三
・
〇
三
糎
）に
お
け
る
経
・
緯
糸
の
数
を
計
測
し

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
絹
糸
の
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

特
に
①
と
⑥
の
緯
糸
に
関
し
て
は
、
最
大
百
二
十
越
の
数
の
違
い
が
確
認
出
来
た
。
ま

た
、
本
紙
料
絹
の
織
り
に
関
し
て
は
、
平
織
り
で
あ
っ
た
。

本
紙
料
絹
の
肌
裏
紙
に
つ
い
て
の
考
察

（
一
）修
理
前
の
本
紙
料
絹
の
肌
裏
紙
に
つ
い
て

修
理
前
、
本
紙
料
絹
の
肌
裏
紙
は
濃
い
墨
で
染
め
ら
れ
た
楮
紙
が
使
用
さ
れ
、
三
幅

と
も
に
五
段
五
枚
が
継
が
れ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
画
面
は
暗
く
夜
の
様
な
雰
囲
気

を
出
し
て
い
た
。
修
理
前
の
作
品
に
は
、
過
去
の
修
理
時
に
施
さ
れ
た
「
折
れ
伏
せ
紙
」

が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
折
れ
伏
せ
紙
」
は
、
総
裏
紙
の
上
に
直
接
貼

り
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
応
急
処
置
的
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
他
に
過
去
の
修
理
の
痕
跡
は
見
ら
れ
ず
、
過
去
に
裏
打
ち
紙
の
除
去
や
解
体
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（表1）本紙料絹の経糸・緯糸の数について

①：経120本（2 ッ入）
①：緯140越（2 ッ入）
②：経120本（2 ッ入）
②：緯200越（2 ッ入）

③：経124本（2 ッ入）
①：緯160越（2 ッ入）
④：経124本（2 ッ入）
②：緯180越（2 ッ入）

⑤：経120本（2 ッ入）
①：緯180越（2 ッ入）
⑥：経120本（2 ッ入）
②：緯260越（2 ッ入）

を
伴
う｢

解
体
修
理｣

が
行
わ
れ
た
は
っ
き
り
と
し
た
痕
跡
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
二
）墨
染
め
の
旧
肌
裏
紙
に
つ
い
て
の
考
察

修
理
前
に
用
い
ら
れ
て
い
た
墨
染
め
の
紙
で
の
裏
打
ち
は
、

織
目
か
ら
透
け
て
見
え
る
肌
裏
紙
の
墨
色
に
よ
る
効
果
が
大
き

く
、
墨
線
で
描
か
れ
た
絵
の
線
を
鈍
く
し
て
い
た
。
墨
線
を
見

え
難
く
す
る
こ
の
肌
裏
紙
が
、
描
か
れ
た
当
初
か
ら
用
い
ら
れ

て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
伝
世
の
間
に
本
紙
料
絹
が
茶
色
に
変

色
し
、
肌
裏
紙
を
打
ち
替
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
墨
染
め
の
紙

を
使
用
し
、
画
面
に
古
美
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
暗
い
肌
裏
紙

を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）今
回
の
修
理
で
使
用
し
た
肌
裏
紙
の
色
調
の
選
定
に
つ
い

て今
回
の
修
理
で
は
、
旧
肌
裏
紙
と
同
じ
色
調
の
墨
染
め
の
紙

と
、
元
と
異
な
る
色
調
に
染
色
し
た
紙
を
使
用
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
た
。
肌
裏
紙
の
色
調
に
よ
っ
て
、
画
面
に
与
え
る
影
響

が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
学
芸
部
と
協
議
し
選
定
し
た
。

肌
裏
紙
の
色
調
の
選
定
に
は
、
本
紙
料
絹
に
仮
裏
打
ち
を
行
い

実
際
の
色
調
を
確
認
し
た
。
仮
裏
打
ち
に
は
あ
る
程
度
本
紙
料

絹
に
負
荷
は
か
か
る
が
、
肌
裏
紙
の
色
調
が
作
品
に
大
き
く
影

響
す
る
点
と
、
本
紙
料
絹
が
強
度
を
十
分
有
し
て
い
る
と
判
断

し
、
仮
裏
打
ち
を
行
っ
た
。
肌
裏
紙
の
色
調
は
、
楮
紙
に
本
紙

料
絹
の
「
地
の
色
」
を
基
準
に
染
め
、
そ
の
色
を
比
較
す
る
た

め
に
異
な
る
数
種
の
色
を
更
に
染
め
た
。
肌
裏
紙
除
去
後
の
本

①

②

③

④

⑤

⑥
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紙
料
絹
に
こ
れ
ら
の
楮
紙
を
仮
裏
打
ち
し
、
乾
燥
し
た
時
点
で
学
芸
部
と
協
議
を
行

い
、
墨
・
天
然
染
料（
矢
車
）で
染
色
し
た
色
を
選
定
し
た
。

（
四
）修
理
前
後
の
肌
裏
紙
の
色
調
の
違
い
に
つ
い
て

修
理
後
の
本
紙
の
色
調
は
、
仮
裏
打
ち
後
に
確
認
し
た
色
調
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ

た
。
画
面
は
修
理
前
の
暗
さ
が
無
く
な
り
、
修
理
前
に
比
べ
、
墨
色
が
力
を
持
つ
様
に

思
わ
れ
、
料
絹
の
地
色
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
保
た
れ
た
と
考
え
る
。

さ
ら
に
白
色
円
形
の
変
色
は
旧
肌
裏
紙
を
除
去
し
、
新
た
に
肌
裏
紙
を
打
つ
こ
と
で

視
覚
的
な
違
和
感
が
和
ら
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
良
く
観
察
す
る
と
極
薄
く
痕

跡
が
見
え
、
料
絹
へ
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の

白
色
の
染
み
は
、
お
よ
そ
カ
ビ
に
よ
る
変
色
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
定
期
的
な
観

察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
修
理
作
業
中
の
肌
裏
紙
の
除
去
後
、
本
紙
料
絹
の
裏
面

に
旧
肌
裏
紙
に
施
さ
れ
て
い
た
墨
の
粒
子
が
残
留
し
た
。
特
に
「
雲
龍
図
」
に
多
く

残
っ
た
が
、
本
紙
料
絹
が
痛
ま
な
い
程
度
に
筆
に
少
量
の
水
を
含
ま
せ
少
し
ず
つ
取
り

除
き
、
可
能
な
限
り
除
去
し
た
。

〔
付
記
〕　

末
筆
な
が
ら
、
本
図
を
ご
寄
贈
賜
り
ま
し
た
吉
田
家
、
修
理
施
工
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
有
限
会
社 

墨
仙
堂
代
表
取
締
役 

関
地
久
治
氏
を
は
じ
め
修
理
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

（
美
術
館　

學
藝
員
）

　
　
　

お　

わ　

り　

に

以
上
が
、
有
限
会
社 

墨
仙
堂
の
報
告
書
に
基
づ
く
修
理
状
況
で
あ
る
。
修
理
後
、

「
狩
野
山
楽
・
山
雪
」
展
に
続
い
て
、
徳
川
美
術
館
の
書
院
飾
り
を
再
現
し
た
第
三
常

設
展
示
室
で
も
公
開
さ
れ
た
。
本
図
は
、山
雪
の
得
意
と
し
た
龍
と
い
う
画
題
に
加
え
、

垂
直
に
伸
び
る
梅
樹
の
図
様
な
ど
に
山
雪
の
特
色
が
よ
く
表
れ
、
画
風
の
展
開
を
追
う

上
で
も
基
準
的
な
作
例
と
い
え
る
。
こ
の
度
、
本
図
が
修
理
さ
れ
、
再
び
広
く
公
開
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は
高
い
。



The painter, Kanō Sansetsu, was an adopted child of Kanō Sanraku, the founder of the 
Kyō Kanō School which served Toyotomi Hideyoshi. As the Second generation head of the 
school, he played an active part in the patronage from court nobles, temples, and shrines in 
Kyoto. Today, he is famous for his painting style called “The Eccentric Manner.”

This work is one of his valuable works; however, since there were extensive damage spots 
and several wrinkle folds in each of the three hanging scrolls, it was difficult to exhibit in 
public. From December 2012, restoration of this work started, which decreased the wrinkles 
and spots. Also, by using a new backing part and top and bottom mounting part (which was 
severely damaged) enabled this work to maintain its condition.

In March 2012, a large retrospective exhibition of Sansetsu was held in the Kyoto National 
Museum: “Kanō Sanraku and Sansetsu.” Although it was just after being restored, this work 
was shown in this special exhibition and revaluated by the people.



Introduction of Art Object

About the Discovered Copy of Yosa Buson's “Oku no Hosomichi” with illustration
KATO Shohei

In 2013, “Oku no Hosomichi” with illustration painted by Yosa Buson (1716-1783) was donated 
to the Tokugawa Art Museum by Sakata Hiroshi and Ōta Miwako.

Buson's “Oku no Hosomichi” with illustration is the transcription of the travel writing 
“Oku no Hosomichi” by Matsuo Bashō (1644-1694). In the An'ei era (1772-1781) Buson had 
transcribed Bashō's “Oku no Hosomichi”, and added original illustrations, making these 
works in the forms of handscroll, and folding screen.

Today, there are four versions of Buson's “Oku no Hosomichi,” which are considered to be 
authentic, they are owned by Umi-Mori Art Museum, Kyoto National Museum, Yamagata 
Museum of Art, and Itsuo Art Museum.

The work belonged to the Tokugawa Art Museum is in two volumes of handscrolls. In 
the last part of volume two, there is a description that this handscroll was painted in An'ei 
7 (1778).  Comparing this work and the work which was made in the same year owned by 
Umi-Mori Art Museum, strong similarities can be found between them, such as texts, style 
of handwriting, and illustrations. And then there are several parts that reveals the one of the 
Tokugawa Art Museum is a copy of the another.

In conclusion, the one which the Tokugawa Art Museum can be said to be a detailed copy 
of the original manuscript which Umi-Mori Art Museum owns. Buson's letters tells that 
he made about ten “Oku no Hosomichi” with illustration in the An'ei era. Buson's “Oku no 
Hosomichi” with illustration had been mass produced and become well-known by everybody 
in that period.

Restoration Reports

The New Knowledge from Restoration of “The Illustrated Tales of Hatsuki”
YOTSUTSUJI Hideki

From June 2005 to March 2008, restoration of “The Illustrated Tales of Hatsuki” (containing 
six panels of texts and six panels of illustrations), an important cultural property which the 
Tokugawa Art Museum owns, was conducted by a grant for preservation and maintenance 
by The Agency for Cultural Affairs.

It is thought that the illustration parts in this handscroll were made in the 12th century, 
and the text parts were changed in the 14th century for some reason.  This paper introduce 
an outline of this restoration project, and two points of view became clear in this restoration, 
the quality of paper used in both text and illustration parts, and an original decoration left 
in the reverse side of the paper. In addition this paper also introduces a result of scientific 
analysis of pigment in another project.

The Restoration of “Dragon in Cloud, Plum Blossoms in Snow, and Bamboo in Wind” 
by Kanō Sansetsu

USUDA Daisuke
A triptych of hanging scroll paintings “Dragon in Cloud, Plum Blossoms in Snow, and Bamboo 

in Wind” painted by Kanō Sansetsu (1590-1651) was once owned by Kōrai-ya, a merchant house 
in Nagoya, and in the autumn of 2009 it was donated to the Tokugawa Art Museum.



Toward the Establishment of the Tokugawa Art Museum 2: the movement of transition 
from Meirin Museum, 1915-1921

KOYAMA-HAYASHI Rie
Following “Toward the Establishment of the Tokugawa Art Museum: Marquis Tokugawa 

Yoshichika and his policy for the Owari Tokugawa collection in the 1910s” on Kinko Sosho vol.41, 
this article explains the movement to establish the Tokugawa Art Museum from 1915 to 1921.

In 1914, the Owari Tokugwa family assigned Hori Etsunojo for majordomo. Next year 
he declared the structural reform of the Owari Tokugwa family. The contents of the 
reform were the dismissal of the officer, closing of Meirin Junior High School and Meirin 
Museum which the Owari Tokugwa family operated in private, land sales, and auction of the 
treasures. All the objectives are changed for two new operations, the Tokugawa Institute of 
Biology and the Tokugawa Art Museum. During this period, Takahashi Yoshio（Soan, 1861-
1937）wrote the note about treasures, exhibition, auction of the Owari Tokugawa family, and 
idea of the museum by Marquis Tokugawa Yoshichika（1886-1976）. He appointed for auction 
coordinator, and he struggled with more than 20 guarantors and limited auction items.

From the movement above, I notice that the Owari Tokugawa family aimed to keep 
treasures whatever may disposed land and valueless items, and Yoshichika was the leader of 
these new operations and he had many specific ideas for the museum and museum device for 
treasures.

Research Note

Two Celadon vases in the shape of Zun owned by the Tokugawa Art Museum: As Seen in 
the List of Inventories of the Owari Tokugawa Family

YOSHITOMI Machiko
Celadon vases in the shape of Zun (Songata hei) were produced in the Longquan Kiln 

in China from the Southern Song Dynasty to the Ming Dynasty (13-16th centuries). After 
being imported to Japan, most of them were used as decorations for zashiki (Japanese style 
reception room).

First, this study focuses on the figures and introductions of two pieces of celadon vase 
in the shape of Zun: “Nakakabura shaped vase,” and “Nakakabura shaped vase with applied 
bamboo knot,” which were inherited by the Owari Tokugawa family and today owned by the 
Tokugawa Art Museum. Next, it describes the transition of the names of the vases based 
on the list of inventories of the Owari Tokugawa family.  Finally, it explains the connection 
between figurative characteristics and the names of vases, as follows.

1) The expressions “Take no Fushi (bamboo knot design)” and “Shōbu gata (calamus leaf 
design)” often appear in records of the Muromachi period (14-16th centuries) but not in the 
Edo, Bunka-Bunsei era (1804-1829).  Instead of these two expressions, the word “Sasagi Tsuru 
(cowpea design)” newly appeared in Bunka-Bunsei era. People called the raised zonal crest of 
the “Nakakabura shaped vase with applied bamboo knot” as Sasagi Tsuru.  This crest cannot 
be found on the “Nakakabura shaped vase.” The expression Take no Fushi again appeared in 
the Meiji period (19-20th centuries) as a synonym for Sasagi Tsuru.

2) From the Bunka-Bunsei era to today, the word “Nakakabura” is used as a name which 
represents the shape of Zun. On the other hand, the word “Son (Zun)” appeared in the Meiji 
period.  Although specific figures are unidentified, the word “Kabin gata (flower vase shape)” 
is used for the shapes which used to be called the shape of Zun.



of the Tokugawa Reimeikai Foundation and the curator of the Tokugawa Art Museum, and 
passed away in 2005.

He studied under Nakamura Kōya, the researcher of the documents of Tokugawa Ieyasu, 
and took over his work. He kept on collecting and studying the documents, and made up 
the research results into some books including ‘Shinshū Tokugawa Ieyasu monjo no kenkyū’.
Their achievements of the documents established a foundation for the study of Tokugawa 
Ieyasu and the political history of the early Tokugawa shogunate, and have brought lasting 
benefits to the following researchers.

It takes lots of time and efforts to pick up such documents of historical importance 
as Ieyasu’s one by one from all over the world. Tokugawa Yoshinobu devoted his life to 
collecting and studying those documents. It is said that he still gave great attention to the 
signature of some document just before his death. He had been planning to publish another 
book, of which manuscripts his family presented to the Tokugawa Institute for the History 
of Forestry. Now his posthumous writings get into print by Kawashima Kōichi, a researcher 
of the institute.

Articles

A Study of “Kasuga miya Mandala” owned by the Tokugawa Art Museum
ANDO Kaori

“Kasuga miya Mandala (Mandala of Kasuga Shrine)” is a worship painting which is based 
on the faith of the gods of Kasuga.

This paper focuses on “Tokugawa Otsu hon,” one of the two Kasuga miya Mandala which 
the Tokugawa Art museum owns. “Tokugawa Otsu hon” is a typical style of Kasuga miya 
Mandala which shows the long approach to a shrine in vertical line: from the first Torii 
(gate) in the bottom part of this painting, passing the main building of Kasuga shrine, and 
ending up with Mt. Kasuga and Mt. Mikasa (the place where the gods of Kasuga descend).  
Also in this painting, Honjibutsu, Buddhist deities as original substances of Japanese gods, of 
Kasuga's five gods riding a cloud can be found.

Comparing designs and painting techniques between “Tokugawa Otsu hon” and other 
Kasuga miya Mandala on the points of buildings, scenery, and Honjibutsu, this painting has 
several similarities with the typical design which was made in the 14-15th centuries. It can 
be said that this painting was made in the 15th century for the following reasons: coarse 
fiber of the silk canvas, and the simplified shape of Mt. Kasuga as its drawing method 
became stylized. Even though these paintings were mass produced, five Honjibutsu were 
painted precisely and smoothly. This shows people were paying attention to representation 
of the gods.

According to historical records, Buddhist figures and paintings including “Tokugawa 
Otsu hon” were removed in 1768 to the Kenchūji Temple, which is the temple of the Owari 
Tokugawa family, as the relics of the Owari Tokugawa family. When these relics were 
distributed to five temples, including Kenchūji Temple in 1791, it was pointed out to the 
possibility that “Tokugawa Otsu hon” kept in the Kenchūji Temple, and later this painting 
put together in a box with two other relics related on the faith of the Buddhist Pure Land.



Matsudaira Katamori, the lord of Aizu clan and who served as KyōtoShugosyoku (military 
governor of Kyōto) at that time. Katamori, whose official rank was low was dependent on 
Yoshikatsu whose ranking was second to Shogun and who had relatives to imperial families; 
two brothers supported each other to be active in pursuit of Shogun's long stay in Kyōto and 
the transfer of government.

However, their arguments were not main stream in the shogunate at that time. In 
particular, they had policy confrontation against Tokugawa Yoshinobu, a member of the 
same Tokugawa family. Yoshinobu, who was in the position of assisting the shogun insisted 
that Shogun should return to Edo as soon as possible since Shogun’s long stay in Kyōto 
would damage the prestige as a manager of the shogunate. Yoshinobu, in his position to 
manage politics, realialized that it would be impossible to transfer the government nor to 
exclude westerners. Yoshinobu, whose political views were different, became aloof from 
Yoshinobu and management side of the shogunate.

Thus, Yoshikatsu's opionins, although he was the head of Tokugawa Three Major 
Families and had the highest official ranking second to the shogun, were not adopted in 
central politics in Kyōto in 1863 and he was ignored. Because of the situation, Yoshikatsu’s 
experience in Kyōto was disappointing despite the fact that he was very impressed by his 
first visit to Kyōto.

This misfortune might be the reason he gave negative judgments on the people and 
sceneries in Kyōto, compared to those of Edo. His fist experience in Kyōto left him such a 
great impact that he became less positive to go back thereafter.

Research Note

A study regarding the historical significance of Tokugawa Yoshiakira’s profession of 
Unitarian after coming back to Japan from England

NAGANUMA Hideaki
This study examines Tokugawa Yoshiakira’s deeds during his studying in England 

and after coming back to Japan. He was the 18th head of Owari Tokugawa family. His 
achievements and personality still remain obscure, but the recently founded documents, 
which tell us how he became a Unitarian, provide a hint to reveal his deeds.

This research especially focused on the article in which he gave a confession of faith and 
advocated the necessity of the Unitarian creed, which is based on ‘the logic and experiment’, 
for the inner improvements of the Japanese.

The first purpose of this report is to develop the study of Tokugawa Yoshiakira by 
introducing the newly discovered records and presenting the main previous studies about 
the characteristics of Unitarian in England that give us a clue to analyze those resources. 
The second is to show an outlook for his credit at the beginnings of the constitutional 
system in Japan.

Introduction of Historical Material

Shinshū Tokugawa Ieyasu monjo no kenkyū Ⅱ Supplement
(the suppelement of the book about the collection of the documents of Tokugawa Ieyasu 
and analyzation)

TOKUGAWA Yoshinobu
This article is the posthumous writings of Tokugawa Yoshinobu, who was the president 



resources at Sakuramaki, in a so-called "Makiba" (similar to a ranch) that was owned by the 
Tokugawa Shogunate in Shimousa. These lands were controlled directly by the shogunate in 
the two provinces of Shimousa and Kazusa during the Edo period.

According to the study, development of Makiba by the shogunate could be separated into 
two distinct stages.

During the first period, development by Komiyama Mokunoshin, a local magistrate in the 
early 18th century, stood out. From this, the areas surrounding Sakuramaki became a source 
for supplying firewood and charcoal to the nearby metropolis of Edo.

During the second period in the late 18th century, Iwamoto Masatomo began to plant trees 
in the Ohayashi (the forest under direct control by the shogunate) for use as firewood and 
charcoal so as to obtain income from their sales, after which he promoted new tree planting. 
It was obvious that the tree planting policy was more focused than the cultivation of the 
lands. After that, mixed forests grew around the Makiba, and activties expanded as the 
mixed forests were thinned out in the early 19th century.

From the above studies, it becomes clear that the environment of the forest lands owned 
by nearby villages was determined by the tree planting in the Ohayashi, which was located 
within the Makiba.

Additionally, the study also clarified the economic activities and changes in life in the 
villages.

For example, it was determined that the villagers utilized forest resources from which 
villagers had sold the forest lands belonging to an individual, and paid the annual tribute 
in Mochikusa village inside the Sakura domain territory. As another example, the trees 
owned by the villages were almost depleted as the result of a boom in charcoal making 
in Kamisago, a village under the vassal Toda clan’s territory, and the villagers submitted 
applications to manage the Ohayashi.

A study of Tokugawa Yoshikatsu's six-month-visit to Kyōto and his experience in 1863
FUJITA Hideaki

This study examines the political activities of Tokugawa Yoshikatsu in Kyōto in 1863, who 
was the 14th head of Owari Tokugawa Family. Not limited to examine political history but to 
shed light on social and cultural histories, this thesis focused on not only his political stand 
points but also his psychological and emotional aspects during his first visit to Kyōto.

As the result of this study, the following facts were found. Yoshikatsu recognized that it 
was important to settle down the internal affairs, to develop industries and to strengthen the 
military power in order to deal with Western countries. He intended to put the expulsion of 
western foreigners into practice under the leadership of the shogun by uniting the Imperial 
Court and the shogunate.

In his political activity, he valued the wishes of the Imperial Court and at the same time as 
a member of Tokugawa family, he was also enthusiastic about raising the military prestige of 
the shogun. Therefore, the 14th Shogun Tokugawa Iemochi's visit to Kyōto and his long stay 
were important political agenda to Yoshikatsu and he eventually insisted that the Shogun 
should leave Edo castle and move to Kyōto. To realize his insistence on domestic and foreign 
issues, he went to Kyōto before Shogun Iemochi's arrival. It was found that the Imperial 
Court expected highly of Yoshikatsu's coming to Kyōto.

In those days the one that had the same opinion as Yoshikatsu was his younger brother 



From the middle of 19th century, depletion of wood resources was exacerbated and the 
business formerly handled by wood merchants was entrusted to wood agents or operated 
as side businesses, with the tasks of logging contractors primarily undertaken by village 
headmen.

In addition, inflation and famines led villagers to begin working at other villages. The 
domain, however, prohibited villagers to work outside their native villages, as the domain 
wished to retain the work force at the local post town to support the increased numbers of 
travelers along the Nakasendō, a major road linking Edo with the capital.

As mentioned above, it was clear that the logging business and the daily lives of the 
villagers were deeply affected by forest resource issues and the institutional/economical 
structure of the feudal system.

A study of the changes of the system of Yamamori (individuals from the farmer class 
who took on assignments for forests that were under the shogunate’s direct control) in 
Sanchū-ryō villages of Kōzuke no kuni and related developments in forestry policy of the 
Edo shogunate in the early 19th century

SAKAMOTO Tatsuhiko
This study examines the yamamori-sei (the control system of the forests) in Sanchū-ryō 

villages of Jōshū as relates to the shogunate’s forestry policy in the early 19th century.
The first study concerns the yamamori-sei system. A yamamori in Sancyū-ryō villages, the 

head of Kakudayū clan(who served as yamamori in the early 18th century), was appointed as 
a Ohayashi director (a domain official who controlled the forests under the shogunate’s direct 
control) in 1825, and he was appointed as a Ohayashi-mimamori (a sentinel who controlled 
the forests of the shogunate’s direct control) in 1829 because he had donated his forest land, 
and was subsequently appointed yamamori in 1834.

The next studies concern Kakudayū’s donation of the forest lands and the background 
of his family's  reappointment as yamamori based on developments in the shogunate’s 
forest policy at that time. From the result of these studies, it was determined that the 
background of the donation of Kakudayū’s land was dependant on the shogunate’s forest 
policy, which meant that in 1793 the shogunate ordered the reinforcement of the control 
system of Ohayashi and the preservation thereof, and tree planting in uncultivable lands and 
appropriated these lands as Ohayashi. Subsequently in 1821 the shogunate conferred benefits 
to people who made great efforts to preserve Ohayashi and ordered a fact-finding survey for 
Ohayashi to be undertaken.

From the analysis of the lands whose title changed from Kakudayū to Ohayashi, and the 
Kanjō-bugyō (the chief treasurer) who arranged the appointment by which Kakudayū was 
changed to yamamori, it was clarified that a person experienced in Oniwa-ban (a shogunate 
official in charge of the secret investigations) was involved in those matters.

From these facts, it was clarified that the Kanjō-bugyō, who had experience in Oniwa-ban, 
operated the shogunate forestry systems during this period.

A study concerning the management and the use of forest resources in the villages 
around Sakuramaki during the Edo period

TAKAGI Kenichi
This study examines the implementation of a tree cultivation policy and use of forest 
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A study of Nakamura-ya Shichibei, a timber merchant in Edo period
TAKEUCHI Makoto

This is the first full-scale study of Nakamura-ya Shichibei, one of the timber merchants to 
the Tokugawa shogunate in the 18th century and onward.  He lived in Shiratori-Zaimoku-chō, 
Atsuta, Owari.

In analyzing the newly found documents, the following facts were identified. Nakamura-
ya family had an exclusive contract with the government on timber transportation for 
generations since the middle of the 18th century. The family logged the official timbers from 
the Hida mountains, floated them down the river to Ecchū and Owari provinces, and shipped 
them to Edo.

It was also clarified that Shichibei had a close connection with the Takayama Daikan (Local 
Magistrate of the Takayama Region in Hida province) and went to Edo every year to submit 
accounts of official timber to the shogunate financial department. He was not a temporary 
but a permanent official timber merchant as he received an allowance from the Tokugawa 
shogunate. Moreover, he opened a branch at Kaji-chō in Edo.

According to the documents by the shogunate financial department in 1852, the timber 
transportation from Hida to Edo was publicly financed. As the result of this study, it 
became clear that the government transported timbers to Edo with burdening the wealthy 
purveyors to hold risk.

A study of forestry and mountain villages from the early 18th to the middle 19th centuries, 
considering the relationship between the feudalistic political and a social structures

ŌSAKI Akira
This study examines the process and structure of how woodcutters' villages became  

impoverished as a result of over-logging of forests in the vicinity of Kiso Mountain during  
the period from the Kyōhō era (1716-1736) to the end of the Edo era (1868).

In the early 17th century, Kiso Mountain in the Owari domain boasted an abundance of 
forest resources. Accordingly, the Owari domain and wealthy merchants who functioned as 
logging contractors were enriched by the lumber that was harvested from these forests.

By the 18th century, however, the forest resources became depleted due to over-logging 
over an extended period. As a result of this, forests in areas under control of the local 
magistrate/vassals of the shogunate and those jointly owned by the farmers were opened up 
to logging, and the loggers were replaced with wood merchants in their place of residence 
as opposed to direct management of the domain and the merchants.

In transactions handled by wood merchants, the logging business enjoyed stability because 
the wood merchants could obtain the entire proceeds of sales by means of making pre-
payment of the business tax immediately following the bidding.
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